




















本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。





本文中に「>>>♥」が付されている箇所にはイラストがあります。その箇所を選択すると、ギャラリー中の該当するイラストが表示されます。読んでいた場所にもどるときは、イラスト直後の「このシーンはこちら♥」を選択してください。
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　──そのときジャックは、背後に人の気配を感じてはっとした。

　誰だれかが暗くら闇やみに潜ひそんでいる。背中につうっと冷や汗あせが伝い、心臓が早はや鐘がねを打ち始めた。

　いったい誰だろう。この隠かくれ家を知っているのは、ボブとＴＪだけのはずだ。

　ひょっとして、ボブとＴＪが自分を驚おどろかせようとしているのだろうか。

　いや、そんなはずはない。彼らは今夜、学校主しゆ催さいのチャリティパーティに参加しているのだから──。






「……っ！」

　ふいに鳴り響ひびいたインターフォンの音に、猛もう烈れつな勢いでパソコンのキーボードを叩たたいていた椎しい葉ば慶けいはびくりとして顔を上げた。

（誰……？）

　壁かべの時計を見上げると、いつのまにか午後十一時をまわっていた。こんな夜遅おそくにアパートを訪ねてくる人など思い当たらなくて、息を殺して玄げん関かんのドアを見つめる。

　来訪者はもう一度インターフォンを鳴らし、控ひかえめにドアをノックし始めた。

「慶、いるんだろ。俺だよ。開けて」

　よく知った声に、慶はほっとして肩かたの力を抜ぬいた。書きかけの小説を保存してから、立ち上がって玄関に向かう。

「魁かい、どうしたの？　来るなら電話くれたらよかったのに」

　言いながら、ドアを開ける。薄うす暗ぐらい廊ろう下かに立っていた双ふた子ごの弟の魁が、猫ねこのようにするりと室内に入り込んできた。

「急に来てごめん。なんか無む性しように慶に会いたくなっちゃって」

　狭せまい部屋を横切り、魁が勝手知ったる様子であちこちのカーテンを閉めてまわる。

「無性に会いたくなって、ＬＡロサンゼルスからわざわざ車を飛ばしてきたの？」

　くすくす笑いながら、慶も開けっ放しだったキッチンの窓を閉めた。

　一いち卵らん性せい双そう生せい児じの慶と魁は、姿形はそっくりだが性格はまったく違ちがう。

　魁は子供の頃ころから気まぐれで、思い立ったらすぐ実行するタイプ。慶は石橋を叩いて渡わたる慎しん重ちよう派で、考えすぎてなかなか行動に移せないタイプだ。

「もう遅いし、今夜は泊とまっていくでしょう？　夕飯は食べた？　まだならチキンカレーがあるよ」

「いいね。二時間ぶっ通しで運転してきたからお腹なかぺこぺこ」

　言いながら、窓辺に立って背を向けていた魁がゆっくりと振ふり返る。

　明かりに照らされたその顔に、慶は驚いて目を見開いた。

「どうしたの!?　大だい丈じよう夫ぶ!?」

　慶と瓜うりふたつの細ほそ面おもての左側が、赤く腫はれ上がっている。おまけに唇くちびるの端はしが切れて、血のにじんだ跡あとがあった。

　急いで冷れい凍とう庫から氷を取り出し、タオルにくるんで魁の頰ほおにそっと押し当てる。

「これでよく冷やして」

「……サンキュ」

　魁をダイニングの椅い子すに座らせて、慶はクローゼットから救急箱を取り出した。

「口開けて」

「あーん」

「口の中もちょっと切れてるね。歯は？　大丈夫？」

「らいじょーぶ」

「誰かと喧けん嘩かでもしたの？」

　脱だつ脂し綿めんに消毒液を染しみこませ、そっと唇の端の血を拭ふき取りながら尋たずねる。

「いてて……俺が喧嘩したんじゃなくて、喧嘩の仲ちゆう裁さいに入ったんだ」

「仲裁？」

　問い返すと、魁が大きなため息をついた。

「出会い系サイトで知り合った男と、バーに行ったんだ……。訊きかれる前に言っておくけど、まだつき合ってるわけじゃないよ。何度かメールのやりとりして、その日が初デート」

　魁はゲイで、高校時代にカミングアウトしている。

　実は慶もそうなのだが、知っているのは母親と魁だけで、まだカミングアウトはしていない。

「まあまあいい感じだったんだけど、二軒けん目の店でその男の元カノと鉢はち合あわせしちゃって」

「元カノ？　女性もいける人だったの？」

「そうみたい。バイだって知ってたら避さけたんだけど」

　魁が肩をすくめる。

「で、その元カノが酔よってしつこく絡からんできてさ。彼が適当にあしらおうとしたから余計怒おこっちゃって。俺もほっとけばよかったんだけど、店を出たところで彼女が彼に殴なぐりかかろうとしたのをついつい止めに入っちゃって。小こ柄がらな女性だったから油断してたら、なかなかのハードパンチャーで……」

　傷に響いたのか、魁は顔をしかめた。

「警察には？」

　慶が尋ねると、魁が首を横に振る。

「たいした怪け我がじゃなかったし、俺としてもバーで喧嘩に巻き込まれたなんて知られたくないし」

　魁の職業は俳優だ。高校在学中に地元の劇場で初はつ舞ぶ台たいを踏ふみ、インディーズ映画や低予算のホラー映画で経験を積んで、二年ほど前に出演したドラマがヒットして顔と名前を知られるようになってきた。

　来月には準主役を演じた映画が公開されることになっている。このタイミングで私生活のトラブルが報じられるのは、どう考えてもまずい事態だろう。

「だけど、そのデートの相手と元彼女は魁のこと知ってるんでしょ？」

「いや、デート相手には本名と職業言ってないし、一応眼鏡かけて変装していったから気づかれてない。元カノのほうはべろべろに酔っぱらってたから、自分が何をしたかも覚えてないと思う」

「……そっか。でも病院には行ったほうがいいよ」

「何日か様子見て、傷が残りそうだったらね」

　頰に氷を押し当てながら、魁が軽く肩をすくめる。

　医者には守秘義務があるが、俳優やモデルの通院はあっというまにパパラッチに嗅かぎつけられる。ゴシップ誌に痛々しい顔写真とともにあることないこと書き立てられるのは目に見えていた。

「なんだったら、怪我が治るまでうちに泊まったら？　たしか次の撮さつ影えいまでしばらくオフだって言ってたよね」

「ありがと。実はそのつもりで来たんだ。慶も先週で図書館の仕事終わったんだよな？」

「そう。お互たがいしばしの休きゆう暇かだね」

　軽く微笑ほほえみ、慶はキッチンに向かった。魁のためにチキンカレーを温め、ブロッコリーとラディッシュのサラダを作る。

　──州立大学を卒業後、慶はここサンディエゴにある公立図書館の臨時職員に採用された。

　図書館の正規職員の座はどこも競争率が高く、なかなか空きが出ない。真面目まじめな働きぶりが評価されて何度か契けい約やくを更こう新しんしてもらえたが、予算の縮小と産休中だった職員の復帰で先週契約が終しゆう了りようしたところだ。

　しかし無職になったわけではない。慶の本業は、ヤングアダルトと呼ばれるティーン向けの小説の作家なのだ。

　大学在学中にデビューし、著作は三冊。去年出版された三冊目の本が口コミで評判を呼び、続編を書かせてもらえることになったところだ。初のシリーズ化に向けてじっくり腰こしを据すえて取り組みたいと思っていたので、図書館の契約が終了したのはむしろ好都合だった。

「うわー、美味うまそう。これ、慶が作ったの？」

　隣となりにやってきた魁が、鍋なべを覗のぞき込む。

「そうだよ。あんまり辛からくないから、傷にも染みないと思うんだけど……」

「少々染みたっていいよ。この匂におい嗅いじゃったら、傷に響くから食うなって言われても無理」

　魁に後ろからじゃれるように抱だきつかれて、慶はくすぐったさに声を立てて笑った。

「もう、ふざけないで座って待っててよ」

「慶、ちょっと瘦やせたんじゃね？」

　慶のウエストに手をまわした魁が、ふと動きを止めて呟つぶやく。

「瘦せてないよ。魁がジムに通って筋トレしてるからそう思うだけじゃない？」

　高校時代まで同じ身長、同じ体重だったふたりだが、俳優の仕事を始めてから魁は肉体改造に取り組んだ。すらりとした細身を維い持じしつつ、引き締しまった筋肉をまとっている。

「あ、そっか。だけど全体に細すぎじゃない？　もう少し筋肉つけたほうがいいよ。せっかくスタイルいいんだからさ」

　慶も魁も身長は一七三センチ、一いつ般ぱん人ならともかく、俳優としては小柄な部類に入るだろう。しかし長い手足と均整の取れた体つきは、まるで日本のアニメのキャラクターのようだとファンの間で好評なのだ。

「僕はスタイル関係ないからいいよ」

　苦く笑しようしつつ、炊すい飯はんジャーを開けて皿にご飯を盛りつける。

　亡なくなった父親が日本生まれの日本育ちだったので、椎葉家のカレーは日本風にご飯にかけるタイプだ。昔は炊飯ジャーがなかなか手に入らなかったらしいが、今ではネット通つう販はんで簡単に取り寄せることができる。

　テーブルにカレーとサラダを並べると、魁はいそいそと席に着いた。

「いただきます！」

　やはり傷に染みたらしく、ひとくち食べてわずかに顔をしかめる。

　しかし「めっちゃ美味い」という言葉に噓うそはなかったようで、あっというまに平らげた。

「これマジすげー美味い。慶は高校の頃ころから料理が上手だったけど、ますます上達してるじゃん。ＬＡに店出せるレベルだよ」

「僕もときどき、小説の仕事がなくなったら和食かカレーのデリバリーやろうかなって思うことがあるよ。おかわりは？」

「ぜひと言いたいところだけど、こんな時間だしやめとくよ。ごちそうさま」

「じゃあコーヒーでも淹いれようか」

　皿を片付けて、コーヒーメーカーをセットする。

　再び氷を頰に当てながら、魁もキッチンにやってきた。

「ブラックでいいんだよね？」

「うん……あのさ、ちょっと慶に頼たのみたいことがあるんだけど」

「いいよ、何？」

　軽く応じながら振り返ると、魁はひどく思い詰つめたような表情でこちらを見つめていた。

「……実はさ、次の撮影が始まるのはもう少し先なんだけど……てゆうか俺の出番は来月に入ってからなんだけど、監かん督とくの意向で出演者は早めにロケ地入りして雰ふん囲い気きに慣れてほしいって通達が来てさ」

「そうなの？　いつから？」

　それまでに怪我を治さなくてはならないということだ。不安になって、慶は隣に立つ魁に向き直った。

「明後日あさつて」

「明後日!?」

　驚おどろいて、慶は声を上うわ擦ずらせた。

「明後日なんて無理だよ。こういう傷は、鬱うつ血けつして多分明日あした以降もっと目立つようになるし、完全に腫はれが引くまで最低でも一週間は見ておかなきゃ」

「わかってる。俺もこの顔を人前に晒さらしたくないし」

「だったらロケ地入りは延期するしかないんじゃない？」

　慶の言葉に、魁がため息をつきながら首を横に振ふった。

「そういうわけにはいかないんだよ。前にも言っただろ、今度の映画はすごいチャンスなんだ。今後の俺の役者人生が懸かかってる」

　魁の言葉に、慶もため息をつくしかなかった。

　数ヶ月前、魁がオーディションに合格したときの浮うかれぶりがありありとよみがえる。

『聞いて聞いて！　なんとあのシュナイダー監督の新作映画のオーディションに受かったんだ！　あのシュナイダー監督だよ!?』

　タイロン・シュナイダー──アメリカ映画界の寵ちよう児じにして、今や世界的に有名な映画監督のひとりだ。

　大学時代に自主制作した映画が老舗しにせ映画祭で観客の支持を集め、インディーズとしては異例のヒット。スポンサーを得て二年後に公開された作品も、大衆向けの内容ではないにもかかわらず商業的に大成功を収めた。

　これまで監督した作品は五本、ハリウッド大作のような派手さはないものの、芸術と娯ご楽らくのバランスが絶ぜつ妙みようで、辛口の批評家たちも一目置く存在だ。

　タイロンが有名になったのは、本人の資質によるところも大きい。ニューヨークの資産家に生まれ、母親はイギリスの貴族の令れい嬢じよう、長身でノーブルな容よう貌ぼうから、映画界の貴公子と呼ばれている。本人は作品以外の部分で騒さわがれるのは不本意らしく、滅めつ多たに人前に出ない。私生活は謎なぞに包まれており、ミステリアスなところが一部の女性を熱ねつ狂きようさせている。

「シュナイダー監督は俳優の使い方に独特のこだわりがあるんだ。時間や予算に余よ裕ゆうのない現場だと、その日初めて顔を合わせた俳優といきなりラブシーンを演じることもある。俺も経験あるけど、共演者の都合がつかなくて別々に会話のシーンを撮影してあとで編集で繫つなぎ合わせたりね。だけどシュナイダー監督はそういうの絶対やらないんだ。撮影期間も長いから、スケジュールに余裕のある俳優しか参加できない。聞いた話だと、何度もリハーサルを重ねる舞ぶ台たい稽げい古こみたいなやり方らしいんだ。吹雪ふぶきの山さん荘そうに閉じ込められた人たちの映画があっただろ。あれもカナダの山荘にこもって一冬かけて撮影したって」

「つまり……撮影は来月からでも、現場には行っておかないといけない感じ？」

　慶の問いに、魁がこくこくと力強く頷うなずく。

　それからぱちんと両手を合わせて──これは亡くなった父親がよくやっていた日本風の仕草だ──魅み惑わく的な笑えみを浮かべて小首を傾かしげた。

「そこでお願いなんだけど、俺の怪け我がが治るまで、慶が代わりにちょこっと顔出しといてくれないかな」

　魁の言葉の意味がすぐには飲み込めず、慶はきょとんとして自分とそっくりの大きな瞳ひとみを見つめた。

「…………えええっ!?」

　数秒遅おくれて、少々間の抜ぬけた声を上げる。同時にがしっと両りよう肩かたを摑つかまれて、思わずよろめいて冷蔵庫にもたれかかった。

「つまり僕が、魁の代わりに撮さつ影えい現場に行って、魁のふりをするってこと？」

　一語一語区切るように、魁のお願いの内容を確かく認にんする。

　慶が言い終わらないうちに、魁は「そのとおり」と大きく頷いた。

「そんなの無理だよ。ばれるに決まってる！」

「大だい丈じよう夫ぶ！　俺たち見た目も声もそっくりだし、今度の映画、俳優もスタッフもほぼ全員初対面なんだ。パーティとかで顔合わせてる人もいるかもしれないけど、みんな忙いそがしいからいちいち覚えてないし」

「魁、大事なこと忘れてない？　僕は学生時代も図書館で働いてるときも、俳優の魁に間ま違ちがえられたことないんだよ。よく見たら似てるね、くらいは言われたことあるけど、誰だれも僕のこと魁の双ふた子ごの兄弟だなんて気づかない。同じ顔なのに間違われないってことは、つまり似てないってことなんだよ」

　魁の無む茶ちやな提案を断ろうと、慶は必死で弁明した。実を言うと、魁が売れ始めてから外出時には必ず眼鏡をかけて自衛しているのだが、そのことは黙だまっておく。

「それは俺もちょっと考えた。俺たち、一いつ緒しよにいると双子だってわかるけど、別々に見ると印象全然違ちがうって散々言われてきたし。だけど髪かみ型がたとか服装を変えればいけるって。堂々と魁ですって言えば誰も疑わないよ」

　言いながら、魁が慶の少々伸のびすぎた前髪をつまみ上げる。

「髪はこのままで大丈夫そうだな。役に合わせて美容師さんが切ってくれるから、むしろ長めにしといたほうがいいんだ」

「万が一信じてもらえたとしても、僕に演技なんてできないし……っ」

「大丈夫！　俺の役はあんまりセリフないから。本番の撮影はもちろん俺がやる。それまでにちゃんと怪我治しとくし」

「でも……」

「お願い！　監督には、大事な撮影前に不注意で怪我したとか絶対に知られたくないんだ。オーディションに合格したとき、撮影に支障が出ないよう私生活にも充じゆう分ぶん注意するよう釘くぎ刺さされてるし、仕事には厳しいことで有名だから、怪我したことがばれたらプロ意識が欠けつ如じよしてるってクビにされるに決まってる。実際のところ、俺の代わりなんていくらでもいるだろうし。だけど俺にとってはこれは代えのきかないすごいチャンスなんだ。この役は、絶対に誰にも渡わたしたくない」

　魁の力説に圧あつ倒とうされて、慶は冷蔵庫にもたれたまま茫ぼう然ぜんと弟の顔を見つめた。

　魁は本気だ。本気で慶を替かえ玉として撮影現場に送り込もうとしている。

　そして魁が本気を出したときは、並外れた情熱と最後までやり通す強い意志を伴ともなっていることを慶はよく知っていた。

「……ねえ、もう一度よく考え直して。これは子供の頃、ときどき入れ替わって楽しんでいた遊びとは全然違うんだよ。というか、入れ替わりごっこも十一歳のときにはみんなにばれるようになっちゃったじゃない」

　魁には当時から演技の才能があったようで、慶の口調や仕草をコピーするのが得意だったが、慶にはそういう器用な真ま似ねができなくて、たいてい慶のほうが入れ替わりを見破られていたことを思い出す。

「当時は細部の詰めが甘かったし、あくまでも遊びだったからね。今の俺は演技のプロだ。プロの俺が徹てつ底てい的に指導するから絶対ばれないって」

　胸を叩たたきながら、魁が自信満々に言ってのける。ばれるなんて、これっぽっちも思っていないのだろう。

　思えば魁は昔から楽観的な性格だった。見通しが甘くて失敗した経験も少なからずあるのだが、すぐに忘れてしまうので懲こりるということがない。

「そんな、無茶言わないでよ……」

　途と方ほうに暮れて、慶は天てん井じようを見上げた。

　指導者がプロでも、実じつ践せんする自分はずぶの素人しろうとだ。ただでさえ人前に出て話すのが苦手なのに、初対面の、しかも有名な監かん督とくや俳優相手にうまく立ちまわれるとは思えない。

「わかった。じゃあこうしよう。明日一日リハーサルやってみて、どうしても無理だったら俺も諦あきらめる。入れ替わりが可能かどうか、試ためしてみるのは構わないでしょ？」

　魁の提案に、慶はしばらく考えてから頷いた。

　自分の大根役者ぶりを目まの当たりにしたら、さすがの魁も諦めるだろう。

「よし、決まり！　じゃあ特訓に備えて今夜はもう寝ねようか。あ、その前にシャワー借りるね」

「うん……傷は擦っちゃだめだよ。タオルの場所、知ってるよね？」

　軽かろやかな足取りでバスルームに向かう弟を見つめ、慶は深々とため息をついた。








２






（本当にサンフランシスコまで来てしまった……）

　空港に降り立った慶は、半ば茫然とした気分で到とう着ちやくゲートをぐるりと見まわした。

　今さらながら緊きん張ちようがこみ上げてきて、サングラスの奥でしきりに瞬まばたきをくり返す。

　ゆうべ、魁に押し切られる形で替え玉を引き受けてしまった。

　魁に励はげまされながらリハーサルをやっているうちに、だんだん慶もその気になってきたのも事実だ。ふたりで一緒にあれこれ準備しているうちは、別人になりきる計画にちょっとした高こう揚よう感かんも覚えていたのだが、ひとりで飛行機に乗り込んだとたんに心が不安に覆おおい尽つくされた。

　しかし、ここで引き返すわけにはいかない。

　義ぎ理り堅がたい性格の慶にとって、一度引き受けたことを途と中ちゆうで投げ出すという選せん択たく肢しはなかった。

（同業者はいないよな……？）

　魁に渡された顔写真付きの共演者リストは、頭の中に叩き込んである。

　サンディエゴからの飛行機に共演者の顔はなかったが、撮影場所となるナパバレーはここサンフランシスコから車で一時間半ほどの距きよ離りだ。今夜顔合わせの夕食会が予定されているので、俳優やスタッフと鉢はち合あわせする可能性が高い。

『もし空港とかで見かけても、こっちから声をかける必要はないよ。俳優はプライベートな時間は声をかけられたくない派が多いんだ。スタッフは正直俺も全員は覚えてないし、向こうからなんか言ってきた場合は適当に話を合わせておけばいいから』

　魁はこともなげに言っていたが、慶にとって〝適当に話を合わせておく〟行こう為いはかなりの難題だ。

　時間に余裕があれば魁から場ば繫つなぎの会話のコツを伝授してもらうこともできただろうが、今回は覚えなくてはならないことが多すぎて、それどころではなかった。

　監督、助監督、脚きやく本ほん家、プロデューサーなどオーディションの現場にいた人物の顔と名前。共演者の顔と名前、それぞれの役やく柄がら。魁の口調や仕草、服装のコーディネート。そして映画の概がい要ようと魁の役柄。

　こういうとき協力してくれるマネージャーがいれば心強いのだが、ハリウッドでは駆かけ出しの部類に入る魁はまだマネージャーを雇やとっていない。マネージャーや付き人、専属スタイリストなどはある程度稼かせぎがないと雇えないので、マネージャーがついているのはベテランか売れっ子の証あかしなのだ。

　バゲージクレームでスーツケースを受け取り、出口に向かう。

　衣い裳しようはすべて用意されているので持って行くのは普ふ段だん着ぎだけ……なのだが、夕食会もあるし、滞たい在ざい先は高級リゾートホテルらしいので、あまりラフな格好はできない。

　それに、服装に無む頓とん着ちやくな慶と違って魁はファッションへのこだわりが多い。ふたつのスーツケースには今回の撮影用に揃そろえたというお洒落しやれな普段着がぎっしり詰つめ込まれている。

　スーツケースひとつで済ませようとした慶と、最低でも三つは必要だと主張する魁の意見の中間を取ったのだが、魁は不満そうだった。

『スニーカーが一足だけとかあり得ないよ。まあいいや、あとでホテル宛あてに送っとくから』

　魁はそう言っていたが、今履はいているスニーカーと、スーツケースの中には革かわ靴ぐつが二足とサンダルが一足入っている。慶としては充じゆう分ぶんだと感じているが、魁によると、服装に合わせるためにあと三足は必要らしい。

（ごめん魁。僕には服と靴のコーディネートとか全然わからない）

　入れ替かわり期間中に魁のお洒落なイメージを裏切ることになりませんように──などと考えながら、タクシー乗り場を目指して歩く。

　たどり着いたタクシー乗り場には、長ちよう蛇だの列れつができていた。

　あいにくホテルへはバスやトラムといった交通手段がない。レンタカーを借りるという手もあるが、アクシデントの可能性を考えるとやめておいたほうがいいだろう。

　時間はまだ充分ある。コーヒーでも飲みながら列が解消するのを待つことにして、慶は空港内に引き返した。

　ガラス張りのカフェも多くの客で賑にぎわっていたが、空席がないというほどではない。カウンターでコーヒーを受け取って窓まど際ぎわの席に座り、思い出してスマホの電源を入れる。

『無事空港に到着。タクシーが混こんでたから、空港内のカフェに落ち着いたところ』

　魁にメッセージを送ると、魁からもすぐに返事が来た。

『こっちも特に問題なし。退たい屈くつで死にそうだけど！』

　魁の不満そうな表情が目に浮うかび、慶は口元に笑えみを浮かべた。

　慶は一週間くらい家にこもっていても平気だが、魁は家にじっとしていられないタイプなのだ。怪け我がが治るまでなるべく外出しないよう言い聞かせてきたが、おそらく明日にはサンディエゴの中心街まで出かけていることだろう。

（魁なら、もし誰だれかに気づかれても上手にごまかして切り抜ぬけられるだろうし）

　スマホを置いて、コーヒーを口にする。

　慣れないサングラスを外して滑かつ走そう路ろを行き交かう飛行機をぼんやり眺ながめていると、ふいに誰かが隣となりの席の椅い子すを引いた。

「……？」

　振ふり向くと、黒くろ縁ぶちの眼鏡をかけた若い男がやけに親しげな笑みを浮かべてこちらを見つめていた。

「カイだろう？　カイ・シイバ」

　いきなり名前を呼ばれ、ぎょっとする。

　急いで頭の中で共演者リストの顔写真を思い浮かべるが、リストにはない人物だ。

（スタッフの人？　それとも魁の個人的な知り合い？）

　戸と惑まどっている間に、慶は「人ひと違ちがいです」と言うタイミングを逃のがしてしまった。

　眼鏡の男は断る暇ひまもなく隣の席に座り、「やっぱりカイだ」と嬉うれしそうに頷うなずいている。

「……えっと……」

「きみが出てたドラマ見てたんだ。いやあ、こうして本物に会えるなんて感激だよ」

　男のセリフに、どっと冷や汗あせが噴ふき出す。

　まずい。この男は共演者でもスタッフでもなく、ただのファンのようだ。

『ファンっていうのは、ありがたくもあるけど厄やつ介かいな存在でもあるんだ。特にプライベートな時間に声をかけてくるようなのは、単に有名人を見つけて浮かれているだけで、本当のファンじゃない場合が多い。とりあえず写真撮とってＳＮＳに上げとこうって輩やからにはくれぐれも気をつけて』

　魁の忠告どおり、男はさっそくスマホを取り出して慶に向けてきた。

　慌あわててサングラスをかけ、「写真は勘かん弁べんしてください」と両手を顔の前にかざす。

「一枚だけ。いいでしょ？」

「困ります……っ」

　写真をネットに上げられたら、本物の魁ではないことがばれる危険性が高まってしまう。

　実際の人間と違ちがって、写真は時間をかけて細部を観察することができる。世の中には、ほんの小さなほくろや目鼻立ちの微び妙みような差を目ざとく見つける人が一定数存在するのだ。

「なんで？　映画祭のレッドカーペットではファンと記念撮影してたじゃん」

「今日はちょっと、顔がむくんでてみっともないから……」

「えー、全然むくんでないよ。つか、テレビで見るよりずっと綺き麗れいだし」

　慶の了りよう解かいを得ないまま、男は無ぶ遠えん慮りよにシャッターを押した。

　さすがの慶もかちんと来て、抗こう議ぎの声を上げようとしたそのとき──ふいに眼鏡男の背後に長身の男性がやってきて、ひょいとスマホを取り上げた。

「ちょっと！　何すんだよ！」

　眼鏡の男が、驚おどろいたように立ち上がって振り返る。

「失礼、きみたちの会話が聞こえてきて気になったものでね」

　長身の男は表情ひとつ変えず、サングラス越ごしに何やらスマホを操作していた。

「断っているのに勝手に写真を撮るなんてマナー違い反はんだ。というわけで、この写真は削さく除じよする」

「勝手なことを……」

　眼鏡男が文句を言おうとするが、言葉が尻しりすぼみになっていく。

　なんせ相手は一九〇センチはあろうかという大男だ。仕立てのよさそうな麻あさのスーツに包まれた肩かたや胸にも厚みがあり、がっちりと逞たくましい。口調は穏おだやかで丁てい寧ねいだが、ギリシャ彫ちよう刻こくを思わせる彫ほりの深い顔立ちにもやけに迫はく力りよくがあった。

（ちょっと待って、まさかこの人……）

　人の顔を覚えるのは苦手だし、濃こい色のサングラスをかけているので確信は持てない。

　しかし、これほど存在感のある男性は滅めつ多たにいないだろう。

　長身の男──タイロン・シュナイダーは、口元に笑みを浮かべて眼鏡の男を見下ろした。

「覚えておきなさい。俳優にもプライベートな時間があるし、撮影やサインを断る権利もある」

「……っ」

　差し出されたスマホを奪うばい取るようにして、眼鏡の男があとずさる。口の中でもごもごと悪態らしき言葉を呟つぶやくが、周囲の客の視線が集まっていることに気づいたのか、くるりと背を向け足早にカフェから立ち去っていった。

　タイロンが、ちらりと慶のほうに視線を向ける。

　茫ぼう然ぜんと成り行きを見守っていた慶は、慌ててぴょこんと立ち上がった。

「あの、どうもありがとうございます……っ」

　魁のふりをしなくてはならないことも忘れて、ぺこりと日本風に頭を下げる。心の準備ができていなかったのでひどく狼ろう狽ばいしていた。

　タイロンが何か思案するように顎あごに手を当て、しげしげと慶の顔を見つめる。

（ま、まさか、さっそくばれちゃったとか？）

　背中にじわりと冷や汗がにじむ。サングラス越しの視線は、何もかも見み抜ぬいてやるぞと言わんばかりに鋭するどかった。

「オーディションのときより瘦やせたんじゃないか？」

「えっ、いえ、そんな」

　反射的に否定してから、魁に教わった模も範はん解答例を思い出す。

「ええと、ちょっと瘦せたかもしれません」

　頑かたくなに否定するより、素す直なおに認めたほうがいい。ジムワークで鍛きたえている魁と比べたら、誰がどう見ても自分のほうが瘦せているのは明らかだ。

「瘦せるようには指示していないが」

「すみません、撮影に向けてダイエットを頑がん張ばりすぎたみたいで……」

　準備してきたセリフを口にするが、しどろもどろになってしまった。

　声も上うわ擦ずっているし、多分顔も赤くなっている。まさかこんなところでいきなり監かん督とくと鉢はち合あわせするとは思っていなかったので、何もかも準備不足でひどい有様だ。

　慶がおろおろするさまを無言でじっと見下ろしていたタイロンが、ポケットで震ふるえ始めたスマホを取り出して画面に視線を向ける。

「まあいい。先ほどの男にまた絡からまれたら面めん倒どうだ。ちょうど迎むかえの車が来たから、一いつ緒しよに乗っていきなさい」

　タイロンの申し出に、慶はくらりと目め眩まいを感じた。

　魁とのリハーサルに、このような事態に対処する方法は含ふくまれていなかった。

　一刻も早くタイロンから離はなれて気持ちを立て直したい。しかしここで固辞しては、きっと変に思われる。

　頭の中は高速で空回りするばかりで、正しい回答例はまったく浮かんでこなかった。

「ええと……ご迷めい惑わくでなければ」

　ようやく声を絞しぼり出すと、ふっとタイロンが口元をほころばせた。

　何かおかしなことを言ってしまっただろうかと青ざめるが、もう遅おそい。　>>>♥

「では行こうか」

「はいっ、あ、ちょっと待ってください……っ」

　慌ててコーヒーカップを返へん却きやく口に戻もどしにいき、大きな背中を追いかける。

　タイロンはスーツケースひとつの身軽ないでたちだった。それにひきかえカフェのガラス扉とびらに映った自分の姿ときたら、両手にスーツケース、背中にバックパックといういささか垢あか抜ぬけないスタイルだ。

（大荷物でも、魁だったらもっとスマートに振る舞まえるんだろうけど）

　姿形は髪かみ型がたや服装でごまかすことができるが、持って生まれた性格は一日やそこらではどうにもならない。早くも慶は、入れ替かわりを演じる自信を失いつつあった。

　カフェを出たところでタイロンが振り返り、「ひとつ持とうか」と慶のスーツケースに手を伸のばす。

「いえそんなっ、大だい丈じよう夫ぶですっ」

　舌がうまくまわらなくて、だんだん自分でも何を言っているのかわからなくなってきた。

　こんなことでは先が思いやられる。魁の怪け我がが一刻も早く治りますようにと祈いのりつつ、慶はロボットのようなぎこちない動きで左右の足をくり出した。







　カリフォルニア州北部のナパバレーは、全米随ずい一いちのワインの産地として知られている。

　広大な葡ぶ萄どう畑、点在するワイナリー、温暖な気候とのどかな風景はリゾートとしても人気があり、高級ホテルから山小屋風のロッジまで、宿しゆく泊はく施し設せつも充じゆう実じつしている。

　今回の映画は、ナパバレーにある高級リゾートホテル〈オーベルジュ・ドュ・レザン〉が舞ぶ台たいだ。オールロケで、ホテルと近きん隣りんの村で撮さつ影えいが行われることになっている。

　夏の観光シーズンに丸々貸し切りという贅ぜい沢たくができるのは、タイロンの伯お父じが〈オーベルジュ・ドュ・レザン〉のオーナーだから──ゆうべ魁から聞いた情報を思い出し、慶は革かわ張ばりのシートの上で小さく身じろぎした。

　空港に迎えに来た車は、なんと黒くろ塗ぬりのロールスロイスだった。

『まさかリムジンでお出で迎むかえとは思わなかったな』

　タイロンも少々驚いていたようだった。制服姿の運転手によると、誕生日や結けつ婚こん記念日などの特別な日に宿しゆく泊はくする客に人気のあるサービスらしい。

　生まれて初めて乗ったロールスロイスは、乗り心ごこ地ちは抜ばつ群ぐんだが自分がいかにも場ば違ちがいに思えて落ち着かないことこの上ない。

　対照的に、タイロンのほうは慣れているのか、悠ゆう々ゆうと脚あしを組んで書類に目を通している。

（うう……まさかこんな、いきなり監督とふたりきりになってしまうとは）

　しかもシートが向かい合わせだ。ひたすら窓の外を眺ながめてやり過ごすしかない。寝ねたふりでもすれば楽なのかもしれないが、車に乗せてもらったのに居い眠ねむりするのは失礼な気がしてできなかった。

「きみはサンディエゴに住んでいるのか？」

　ふいにタイロンに話しかけられ、ぎくりとする。

　どうして住んでいる場所がわかったのだろう。飛行機の到とう着ちやく時間などからばれてしまったのだろうか。

「いえ、ＬＡです」

　内心の焦あせりを隠かくし、魁になりきろうと笑えみを浮うかべる。しかし魁の魅み惑わく的な笑みとは程ほど遠とおい不自然な表情になってしまった。

「そうか。スーツケースについてたシールがサンディエゴの空港だったから」

　指し摘てきされて、どっと冷や汗あせが噴ふき出す。手荷物預かりのシールを剝はがしておくべきだった。

「えっと、兄がサンディエゴに住んでまして、久々に会いに行ってたんです」

「なるほど」

　タイロンはそれ以上は突つっ込んでこなかった。ほっとしつつ、再び窓の外に目を向ける。

「……あっ」

　カーブを曲がった先、なだらかな丘おかの向こうに見えてきた景色に、思わず声を上げてしまう。

「どうした？」

　書類に目を戻していたタイロンが、訝いぶかしげな表情で顔を上げた。

「いえあの、気球が……」

　慌あわてて慶は、窓の外を指さした。

　真っ青な空に、色とりどりの気球が五つ浮かんでいる。大地の緑とのコントラストも見事で、童話の挿さし絵えのようだ。

　突とつ然ぜん目の前に現れた非現実的な光景に、慶は我を忘れて見入ってしまった。

「そういやこの辺りは観光用の熱気球を飛ばしてるんだったな」

　独り言のように呟つぶやいて、タイロンが運転席との仕切りのアクリル板を軽く叩たたく。

「ちょっと車を停とめてくれないか。写真を撮とりたいんだ」

「かしこまりました」

　車が路ろ肩かたに停車し、タイロンがカメラを手に降りていく。

　慶も車から降りて、撮影の邪じや魔まにならないようにタイロンの背後で気球を見上げた。

（あの気球、どこへ行くんだろう）

　ぼんやり見つめているうちに、意識が執しつ筆ぴつ中の小説の世界へと向かっていく。

　主人公のジャックが親友のボブとＴＪと一緒に気球に乗って遊んでいると、強い風が吹ふいてきて飛ばされてしまうのだ。たどり着いたのは見知らぬ奇き妙みような町で……。

　浮かび上がったあざやかなイメージを、慶は夢中で追いかけた。

　子供の頃ころから慶には空想癖へきがあった。頭の中で作り上げた物語の世界で、自由自在に飛びまわっていたものだ。

　成長するにつれて空想の時間は減っていったが、小説を書き始めてから再びこんなふうに夢想の世界に没ぼつ頭とうすることが増えてきた。

（──町は濃こい霧きりに包まれており、人の気配がまったくない。なのに、たくさんの目に見られている気がするのはどういうわけだろう）

　高速で脳内のキーボードを叩いていく。

　忘れないうちに書き留めておかなくては。頭の中のパソコンにも、プリンターがついていたらいいのに……。

「大丈夫か？　気分でも悪い？」

　ふいに頭上から降ってきた低い声に、現実に連れ戻される。

　顔を上げると、真っ青な瞳ひとみが目に飛び込んできた。

「……だ、大丈夫ですっ」

　慌てて表情を引き締しめる。物思いに耽ふけりすぎて、無意識にロールスロイスの扉に手をついてもたれていたようだ。

「ならいいが」

　言いながら、タイロンがふっと口元に笑みを浮かべた。

「振ふり返ったらきみが焦しよう点てんの合わない目で空を見上げていて焦ったよ。宇宙人に操あやつられてふらふらとＵＦＯに乗り込もうとしてる人みたいだった」

　かあっと頰ほおが熱くなる。おそらく口が半開きで、体が前後にゆらゆら揺ゆれていたに違ちがいない。

『慶の悪い癖くせ、ＴＰＯをわきまえずに突然空想タイムに入っちゃうの、あれ絶対やめてよね。常に意識をクリアにして、人に見られていることを忘れないで』

　ゆうべ魁にしっかり釘くぎを刺さされていたのに、このざまだ。

「すみません、つい見入ってしまって……」

　無防備な姿をさらしてしまった気き恥はずかしさに、慶は俯うつむいて視線をさまよわせた。

　魁だったらなんと言い訳するだろうかと考え、そもそも魁は気球を見上げてぼんやり空想に耽ったりはしないということに気づいて青くなる。

「たしかに、このちょっと非現実的な感じは癖になるな。湖でデートするシーン、気球に差し替えるのもありかなと思っていたところだ」

　タイロンが、一眼レフのデジタルカメラの画像をチェックしつつ呟く。

　シナリオにはひととおり目を通しておいたので、タイロンが言っているシーンはすぐにわかった。湖のボートよりも気球のほうがインパクトがあっていいかもしれない。

　ふと慶は、小説と映画という違いがあるにせよ、タイロンも物語を形にする仕事をしているのだということに気がついた。わざわざ車を停めて写真を撮ったのも、気球を見て撮りたいシーンが頭に浮かんだからだろう。

「そろそろ行こうか」

「はい」

　ほんのり芽生えた仲間意識に、慶は内心苦く笑しようした。

　タイロンは自分のように突然夢想モードにならないし、人前で堂々と振る舞うことができる立派な紳しん士しだ。第一、世界的に有名な映画監かん督とくが駆かけ出しの小説家と一いつ緒しよにされてはいい迷めい惑わくだろう。

（だけど……映画を作る過程を間近で見ることができるのは、僕にとってすごくプラスになりそう）

　魁に頼たのまれて仕方なく替かえ玉を引き受けたが、創作の勉強になると思えば意い欲よくも湧わいてくる。

　そう考えて、慶はしゃんと背筋を伸のばした。







〈オーベルジュ・ドュ・レザン〉は、南仏プロヴァンスをイメージした建物とナパ産のワインに合うよう工く夫ふうされたフレンチが好評の高級リゾートホテルだ。

　事前にネットで写真を見ていたにもかかわらず、ホテルの玄げん関かんに降り立った慶は思わず感かん嘆たんの吐と息いきを漏もらしてしまった。

　三階建てで客室は五十、さほど規模が大きいわけではない。ロビーもテラコッタの床ゆかと大きな梁はりのある天てん井じようが素そ朴ぼくな印象で、高級ホテル然としたゴージャス感は皆かい無むだ。

　なのに洗練された空気を感じるのは、シックな制服姿の従業員の落ち着いた立ち居い振ふる舞まいのせいだろうか。

（本当のお金持ちが来る高級ホテルって感じ……）

　慣れない雰ふん囲い気きに緊きん張ちようしている慶とは対照的に、タイロンはごく普ふ通つうにドアマンや出迎えた支配人と言葉をかわしている。先ほどのリムジンの運転手への丁てい寧ねいな接し方といい、上流社会で生まれ育った品の良さが窺うかがわれた。

『映画監督って俳優以上に個性的な人が多くてさ。作品の評価が高くても、二度と一緒に仕事したくないって人もいるんだよね』

　魁が言っていたことを思い出す。タイロンは仕事にはとても厳しいけれど、俳優やスタッフに怒ど鳴なり散らしたりしないので評判がいいのだと。

「シュナイダー監督」

　カウンターで宿しゆく泊はくの手続きをしていると、背後から誰だれかが呼びかけてきた。

　振り返って、どきりとする。主演俳優のひとり、ジョー・クレメンスだ。

　年ねん齢れいはたしか五十代の半ば、白髪しらが交じりの髪かみに日焼けした肌はだ、やや険しい感じのする風ふう貌ぼうで、スクリーンでは悪役を演じることが多かったと記き憶おくしている。アメリカを代表する演技派俳優は、ポロシャツにチノパンというラフな格好でも一いつ般ぱん人とは違う存在感を漂ただよわせていた。

「ジョー、到とう着ちやくは明日だと思ってましたよ」

　タイロンも笑顔になり、ジョーとがっちり握あく手しゆをかわす。

「予定を繰くり上げて、ゆうべから滞たい在ざいしてるんだ。のんびりスパに浸つかってリフレッシュさせてもらったよ。ああ、きみがカイ・シイバだね。初めまして」

「はいっ、初めまして、お会いできて光栄です……っ」

　右手を差し出され、慌てて慶は握手に応じた。

　魁ならばもっと気の利きいた挨あい拶さつができたのだろうが、自分にはこれが精せい一いつ杯ぱいだ。

「ふむ、テレビで見るより線が細くて清せい楚そな印象だな。おっと、最近はこういう発言はまずいんだっけ」

　ジョーの軽口にたじたじしていると、エントランスから数人の集団が入ってくる。

「ジョー！　それに監督も！」

　到着したのはもうひとりの主演俳優、サム・コーディだった。

　ジョーと同世代で、こちらも知名度では負けていない。若い頃からイケメン俳優として人気を博し、今もセクシーと称しようされることが多く、熱ねつ狂きよう的な女性ファンがついている。

　ジョー・クレメンスとサム・コーディという人気俳優がダブル主演というだけで、今回の映画は大いに話題を呼ぶだろう。ふたりとも出演する映画や役やく柄がらを選ぶことができる立場だが、タイロンのオファーに即そく応じたと聞いている。

『それだけ業界にシュナイダー監督のファンが多いってことだよ。ジョーは決まってた予定をキャンセルしてこっち選んだっていう噂うわさだし』

　そう話していた魁も、シュナイダー監督の熱ねつ烈れつなファンのひとりだ。

　今回のチャンスは絶対に逃にがしたくないと言っていたときの魁の真しん剣けんな表情が脳のう裏りによみがえり、ここは魁のためにも頑がん張ばらなくてはと気を引き締める。

「きみとは前にどこかの映画祭で会ったね」

　サムに話しかけられて、慌あわてて慶は頭に叩き込んでおいた情報を引っ張り出した。

「ええ、サンダンスで一度」

　心なしか、サムは訝いぶかしげな表情だ。内心冷や冷やしつつ握手に応じる。

「前に会ったときと印象が違うな。ますます綺き麗れいになったと言うべきか……きみ、こんなに細かったっけ」

「サム、今のご時世、そういう発言はアウトだ」

　ジョーが茶々を入れ、ふと思い出したように慶のほうへ向き直る。

「きみはタイロンと一緒に来たの？」

「ええ、空港でばったり会って、車に乗せていただいたんです」

　カウンターで何やら書類にサインをしていたタイロンが振り返り、ご丁寧に付け加える。

「空港のカフェで、妙みような男に絡からまれていたんだ」

「ナンパ？」

「いえ、写真撮さつ影えいを断るのに四苦八苦してて、監督に助けていただいて……」

「へえ、意外。映画祭では若いのにファンのあしらいが上手うまいなと思っていたんだが」

　サムに指し摘てきされて、どっと冷や汗あせが噴ふき出す。

（もしかして疑われてる？）

　ホテルに到着するなり化けの皮が剝はがれそうな事態に、泣きたくなってくる。

　やはり最初から無理な話だったのだ。自分と魁では、コミュニケーション能力に差がありすぎて──。

「さすがの彼も手こずるほどのしつこい男だったんですよ」

　じっと慶を見下ろしていたタイロンが、ふっと口元を緩ゆるめて助け船を出してくれた。

「そりゃ災難だったな。きみもそろそろマネージャーかボディガードを雇やとったほうがいい」

「近ちか頃ごろはファンの中にも物ぶつ騒そうなのがいるしね」

　ジョーとサムの同情するようなセリフに、とりあえず危機を脱だつ出しゆつしたらしいことがわかってほっとする。

「おっと、僕の妻が到着したようだ」

　ホテルの前に停車したタクシーから、サムの妻役の女優が降りてくるのが見えた。

（大だい丈じよう夫ぶ、彼女とは初対面だ。落ち着いて挨拶すれば、疑われる要素は何もないはず）

　自分に言い聞かせながら、慶は大きく息を吸った。







〈オーベルジュ・ドュ・レザン〉の二階の一室。

　バルコニーに出た慶は、目の前に広がる景色に思わず見とれてしまった。

　ホテルの裏手はよく手入れされた庭園になっている。その向こうに葡ぶ萄どう畑が広がり、そのまた向こうにはなだらかな丘おかが見えて、さまざまな濃のう度どの緑色が美しい。

　しばし景色を楽しみ、部屋に戻もどって荷ほどきに取りかかる。

　慶に宛あてがわれた部屋はダブルルームだった。高級ホテルだけあってゆったりした間取りになっており、ソファセットも置かれている。しっかりした作りのライティングデスクもあるので、滞在中は執しつ筆ぴつがはかどりそうだ。

　持ってきた服をクローゼットのハンガーに掛かけ、ノートパソコンをライティングデスクの上に設置する。

　しかし小説を書く気分にはなれなくて、慶は映画のシナリオを手にソファに座った。

　ページをめくり、原案がタイロンでシナリオも脚きやく本ほん家と共同執筆となっていることに気づく。

（シナリオも書くんだ……）

　急いで目を通しただけなので、改めてじっくり読もうと居住まいを正す。

　映画は中年の男性ふたりが主人公だ。

　ジョー・クレメンス演じるスミスは妻を亡なくして以来、大学生の娘むすめと高校生の息むす子ことぎくしゃくしている。サム・コーディ演じるホワイトも、別居中の妻やミュージシャンの息子とうまくいっていない。

　夏のある日、それぞれ家族と一いつ緒しよにリゾートホテルにやってきたスミスとホワイトが再会する。

　実はスミスとホワイトには、高校時代に密ひそかにつき合っていた過去がある。当時は今よりも同性愛への偏へん見けんが強く、若かったふたりは互たがいへの想おもいを残しつつ別れを選んだ。

　数十年ぶりの再会に、ふたりは心中穏おだやかではない。家族には〝高校時代の友人〟と紹しよう介かいし、過去を忘れたふりをして接するが、次し第だいに心の奥底に秘ひめてきた想いが募つのり始める。

　同時に、彼らの子供たちも恋れん愛あい感情を育はぐくんでいく。スミスの娘は卒業後の進路に思い悩なやみ、ホワイトの息子もミュージシャンとしての才能に限界を感じて将来に不安を抱いだいている。第一印象は最悪だったふたりだが、同じ悩みを持つ相手に次第に心を開いていく。

　そしてスミスの高校生の息子は、自分の性的指向に悩んでいる。ホテルで働くウェイターの美青年──これが魁の役だ──にほのかな憧あこがれを抱くが、彼が同性の恋こい人びとと睦むつみ合うところを目もく撃げきしてしまい、ショックを受ける。

　ホワイトは別居中の妻に「あなたは私のことを愛していない」と指摘され、自らの気持ちと向き合う。スミスも、残りの人生を誰と一緒に過ごしたいか、自問自答をくり返す。

　ふたりの中年男性、そしてそれぞれの家族が、一夏の騒そう動どうを経てたどり着いた答えとは──。

　シナリオを読み終えた慶は、物語の余よ韻いんを味わうように目を閉じた。

　スミスとホワイトは自分の気持ちに正直になろうと決意し、家族にカミングアウトする。

　彼らの娘と息子のカップルは、惹ひかれ合いながらも互いの価値観を認めることができず、一夏の恋こいを終える。

　スミスの息子は、ウェイターに誘ゆう惑わくされて初めてのセックスを経験する。ウェイターにとってはただの遊びでしかないことを知ってはいたが、それでもいいと思って童どう貞ていを捧ささげるのだ。けれど自分が恋愛と性せい欲よくを分けて考えることができないということに気づいて、虚むなしさに襲おそわれる。

　すべてがハッピーエンドというわけではないが、映画の終わりは温かく希望に満ちていた。

　いろいろな経験を経て人生の後半にきたスミスとホワイトは運命の伴はん侶りよに巡めぐり会い、人生が始まったばかりの若者たちはいろいろな人と関かかわりながら成長していく。

（切ないシーンもあるんだけど、なんかこう、いいことも悪いことも含ふくめて全部肯こう定ていされているような、ポジティブな気持ちになれるお話なんだよね……）

　自分が書いている話に、こういう読後感はあるだろうか。

　同じ創作者として、慶はこの話を生み出したタイロンにほんの少し嫉しつ妬としてしまった。

「──っ！」

　ふいにスマホが低く唸うなる音が聞こえて、ぎくりとする。

　物語の世界に浸ひたっていた慶は、慌てて現実に戻ってバッグの中を探さぐった。

　メールは魁からだった。開くと『その後どう？　順調？』という文字が目に飛び込んでくる。

　そうだった。ホテルに着いたら真っ先に魁に連れん絡らくしようと思っていたのに、思いがけないアクシデントのせいですっかり忘れていた──。

　部屋のドアに鍵かぎがかかっていることを確かく認にんしてから、魁に電話をかける。

「もしもし、魁？」

　声を潜ひそめると、魁の『大丈夫？』という心配そうな声が返ってきた。

「連絡遅おそくなってごめん。えっと、大丈夫ではあるんだけど、ちょっといろいろあって……」

『ちょっとって何？　なんかまずい事態？』

　魁にたたみかけられて、空港でファンらしき男性に写真を撮とられたこと、居合わせた監かん督とくに助けてもらったことを手短に伝える。

『マジで？　たまにそういう無礼なやついるんだよなあ』

　話を聞き終えた魁が、憤ふん慨がいしたように呟つぶやく。

「うまく対処できなくてごめん」

『いいって、写真は削さく除じよさせたんだろ？』

「監督がね。それで、またつきまとわれたら面めん倒どうだからってホテルまでリムジンに乗せてもらって……」

　気球にぼけっと見とれてしまった件は省いて、ホテルに着いてから主演俳優のふたりに会って挨あい拶さつしたことを話す。

『すごい、上出来じゃん』

「そう思う？」

『ああ。いちばん心配だったのが、あのシュナイダー監督の目をごまかせるかどうかだったからね。俳優や女優は、社交的なようでいて実は自分のことにしか興味ない人が多いんだ。だからわりと簡単にごまかせるけど、映画監督は人間観察力に優すぐれてるっていうか、人を見る目が厳しいから。特にシュナイダー監督は、こっちの心の中まで見み透すかしていそうな凄すごみがあるだろ？』

　それを聞いて、どっと冷や汗が噴き出す。

　そうとは知らずに、いきなり要注意人物に遭そう遇ぐうしてしまったようだ。

『監督が信じてるんだったら心配ないよ。少しでも疑ってたら、絶対何か言ってくるはずだし』

「だといいんだけど……今夜の夕食会で何か気をつけることある？」

『ゆうべも言ったように、極力写真に写らないこと。不自然でない程度に俯うつむいたり、顔を背そむけたりするくらいでもいいよ。酒が入ったらみんな会話も適当になるし、周囲に合わせてにこにこしながらやり過ごせばＯＫ』

　魁がいかにも簡単そうに言うので、慶は苦く笑しようした。

　周囲に合わせてにこにこしながらやり過ごす、それが慶にとってどれだけ難易度の高い技わざか、魁はわかっていないらしい。

「了りよう解かい。うまくいくように祈いのってて」

　時計を見て、慶は電話を切り上げた。

　夕食会の前に、シャワーを浴びてさっぱりしたい。

　魁と話したことで少し気が楽になって、慶は軽かろやかな足取りでバスルームへ向かった。
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　ナパバレーに来て二日目の朝。

〈オーベルジュ・ドュ・レザン〉の裏庭にたたずみ、慶は朝あさ露つゆに濡ぬれた草花の香かおりを胸いっぱいに吸い込んだ。

　時刻は午前五時半、早朝の庭園にひとけはなく、ときおり鳥がさえずる声が聞こえるばかりだ。普ふ段だんはこんなに早く起きないのだが、五時前に目が覚めてから眠ねむれなくなり、思い切って散歩に出ることにした。

（眠れないときって、どうしても悪いことばかり考えちゃうし）

　東あずま屋やに向かって歩きながら、雑念を振ふり払はらおうと周囲の景色を眺ながめる。

　──ゆうべの夕食会は、うまく乗り切ったとは言い難がたいが、大きな失敗もなかった。

　一階のダイニングルームに集まったのは、俳優が十人、スタッフが二十人ほどだっただろうか。あらかじめ席順が決まっており、慶の席の両りよう隣どなりは助じよ監かん督とくとヘアメイク担当者だった。

　幸いふたりとも物静かなタイプで、食事中は無難な会話をしつつなんとかやり過ごすことができた。

（監督と席が離はなれててよかった……）

　ダークグレーのスーツ姿が脳のう裏りにちらつく。

　主演俳優のふたりが夕食会の主役になるように席が配置されていたが、慶の目にはタイロンの存在感のほうが目立って見えた。

　長身で男前というだけでも人目を惹きつけるが、タイロンにはそれだけではない何かがあるような気がする。低くなめらかな声、穏やかで上品な話し方、優ゆう雅がな立ち居い振ふる舞まい──大勢の人の中に紛まぎれ込んでいても、そこだけ光が当たっているかのような……。

　八角形の東屋にたどり着き、一段高い場所から庭園を見み渡わたす。

　朝の光にきらめく瑞みず々みずしい緑に目を細め、慶は美しい庭の景色を堪たん能のうした。

（終わったことをあれこれ思い返すのはやめよう）

　いちばんの目的は別人だとばれないようにすることだ。夕食会で話をした人たちは、誰だれも慶のことを疑っているようには見えなかった。

　けれど、どうしても意識は夕食会の光景に引き戻もどされていく。

　魁から〝監督の次に要注意〟と言われたのが、魁が演じるウェイターが誘惑する高校生役の俳優、デレク・ソーンだ。映画の中では高校生だが、実際には慶と同い年の二十四歳と聞いている。

『彼とはまだ会ったことないんだ。ラブシーンのある相手役ってお互たがい意識しちゃってぎくしゃくすることがあるけど、その辺はあんまり気にしなくていいよ』

『ちょっと待って、気にしなくていいって簡単に言うけど、具体的にはどう振る舞えばいいの？』

　魁の指南に、慌あわてて慶は問い返した。

　シナリオを読んだ限りでは、ラブシーンは濃のう厚こうなものではなくソフトな表現だった。キスと抱ほう擁よう、服を脱ぬぐ描びよう写しやはあるが、セックスそのものは省かれており、事後のふたりの会話で関係を結んだことがわかるようになっている。

　慶の質問に、魁は軽く肩かたをすくめた。

『相手の出方次し第だいかな。演技以外で話しかけられるのを嫌いやがる人もいるし、劇中で恋人だろうが敵だろうが全然お構いなしに自然体の人もいる。挨拶したときの感じでわかると思うよ』

　慶には雲を摑つかむような話だったが、デレクが後者のタイプだということはすぐにわかった。

　映画の中ではシャイでナイーブな高校生を演じるが、本人は明るく社交的で、人ひと懐なつこい大型犬のような青年だったのだ。

『やあ、きみが出てた映画観みたよ。わお、実物はさらに綺き麗れいだね。役のイメージと全然違ちがうけど、まあそれはお互いさまだよね。あはは』

　慶の手をぶんぶんと振りまわすように握あく手しゆをして、彼は上じよう機き嫌げんで立ち去っていった。

　デレクの屈くつ託たくのない態度に、慶はほっと胸を撫なで下ろした。

　個人的には彼のような調子のいいタイプは苦手なのだが、ぎくしゃくした空気にならずに済みそうだ。

　東屋から出て、花か壇だんを眺めつつ歩く。

　薔ば薇らが植えられた一角に立ち止まると、芳かぐわしい香りが漂ただよってきた。蜂はちの羽音の低い響ひびきに耳を傾かたむけながら、夕食会を終えてロビーに戻ったときのことを思い返す。

　夕食会のあと、ジョー・クレメンスの呼びかけでホテル内のバーに移動しようという話になった。いわゆる二次会だ。

　寝ねるにはまだ早い時間だったが、慶は誘さそいを辞退して部屋に戻ることにした。魁なら喜んでついていっただろうが、これ以上皆みなと一いつ緒しよにいたらぼろが出そうで怖こわかったのだ。

（僕はお酒も弱いし……）

　夕食のとき、皆に合わせて赤ワインを軽く二杯はいほど飲んだ。慶のアルコール許容量はそれがマックスだ。魁も決して強くはないのだが、慶よりは飲む機会が多いのでうまく調整する術すべを心得ている。

　視線は五分ぶ咲ざきの白い薔薇に向けられているが、頭の中では別の映像がくり返し流れていた。

　しっかりとした足取りで堂々と歩く、ダークグレーのスーツの大きな背中。

　気がつくと、慶はいつのまにかタイロンの後ろ姿を目で追っていた。

　そのことに特に意味はない。あの場所でいちばん目立っていたのが彼だった、というだけだ。

　あるいは、魁から要注意人物だと忠告されたせいか──。

（初対面のインパクトも強かったし）

　心の準備ができていないときに出会ってしまったので、動どう揺ようや狼ろう狽ばいが尾おを引いているのかもしれない。タイロンに疑われていないか心配で、無意識にちらちら窺うかがってしまったのだろう。

　特に人間観察力に優れているとは思わないが、ゆうべの夕食会で慶にもわかったことがあった。

　たとえばスミス氏の娘むすめ役の女優、モニカ・ミルズのこと。

　モニカは元子役で、去年ブレイクした注目の若手女優のひとりだ。黒くろ髪かみに緑色の瞳ひとみが印象的な美人で、恋こい多き女としても知られている。

　夕食会では少し離れた場所にいたが、彼女がタイロンに熱い眼まな差ざしを注いでいることはすぐにわかった。

　夕食会がお開きになると同時にタイロンのそばに近づき、何やら熱心に話しかけ……慶の位置からはタイロンがどういう表情をしていたのか見えなかったが、モニカの笑え顔がおから察するに、それなりに会話が弾はずんでいたようだ。

　ダイニングルームを出てからも、モニカはタイロンの隣となりにつきっきりだった。

　慶の目には、タイロンもまんざらではなさそうな態度に見えた。

（ふたりとも魅み力りよく的だから、並んでいると絵になるし）

　けれど、昨夜はそれ以上の進展はなかったはずだ。というのも、慶がエレベーターを待っていると、背後からタイロンがやってきたのだ。

　てっきりタイロンも皆と一緒にバーに移動したのだと思っていたので、驚おどろいて慶は目をぱちくりさせた。

『きみも不参加？』

『はい、あの、やっぱりちょっと旅の疲つかれが……』

　しどろもどろに言って俯くと、タイロンがくすりと笑った気がした。

『俺もそういうことにしておいた。俺がいると、皆が羽目を外せないからな。二次会は監かん督とく抜ぬきで楽しんでもらわないと』

『……そうなんですか？』

　間の抜ぬけた返事しかできなくて、その上エレベーターでタイロンとふたりきりになり、慶はますます緊きん張ちようしてしまった。

『率そつ先せんして羽目を外す監督もいるが、俺はパーティの類たぐいはあまり得意じゃないんだ。真面目まじめな話をして場を白けさせたり、節度のない言動をたしなめたりするから、ああいう場では煙けむたがられる。学生時代、〝ミスター優等生は絶対パーティに呼ぶな〟って陰かげ口ぐち叩たたかれてたくらいだから』

　僕もパーティは苦手なんです……と言ってしまいそうになって、すんでのところで飲み込んだ。タイロンの意外な一面に、思わず口元に笑みを浮うかべつつ。

　エレベーターが二階に着くと、なぜかタイロンも一緒に降りてきた。

〈オーベルジュ・ドュ・レザン〉は三階がスイートルームのフロアになっており、タイロンや主演俳優のふたりはそこに泊とまることになっているはずだ。

　慶の訝いぶかしげな表情に、タイロンはこともなげに言った。

『あんなことがあったばかりだし、念のために部屋まで送っていくよ』

『…………ありがとうございます』

　目をぱちくりさせながら、なんとか声を絞しぼり出した。

　ホテル内はセキュリティも万ばん全ぜんだろうし、空港で絡からんできた男がわざわざここまでつけてくるとは思えなかったが……。

（自分ではしゃんとしてたつもりだけど、もしかしたら千鳥足だったのかな）

　ナパ産の赤ワインが美味おいしくて、許容量をオーバーしていたのかもしれない。

『おやすみ』

　部屋の前で囁ささやきかけてくれたタイロンの姿が、ありありと浮かび上がる。

　同時に、青い瞳に見つめられたときの奇き妙みような感覚もあざやかによみがえってきた。

　あれはいったいなんだったのだろう。うなじのあたりがくすぐったいような、胸の奥がちりちりと疼うずくような感覚は──。

「……きみはどう思う？」

　語りかけながら、薔薇の蕾つぼみにぶらさがっていた蜘く蛛もをそっと手のひらですくい取る。

　小さな蜘蛛は「さあ、私には人間の気持ちはさっぱりわかりませんから」とはぐらかし、慶の指先に糸をかけてするすると逃にげていった。




　　　　◇◇◇




　──午前五時四十五分、〈オーベルジュ・ドュ・レザン〉の三階のスイートルーム。カーテンを開けたタイロン・シュナイダーは、裏庭の人ひと影かげに気づいて目を凝こらした。

　見覚えのあるほっそりとした立ち姿に、思わず口元がほころんでしまう。

（ずいぶんと早起きだな）

　花壇の前にたたずんだ魁は、ぼんやりと薔薇の花を見つめていた。

　何か考えごとでもしているのか、視線を固定したまま、体を小さく左右に揺ゆらしている。

　まるで風に煽あおられて頼たよりなげに揺れているヒナギクのようだ。

（いや、スイセンかな……それともスズランか）

　花には詳くわしくないので、彼にぴったりの花の名前が浮かばない。

　白か水色の可か憐れんな花で、レースのような繊せん細さいな葉がついているやつ──。

　頭に浮かんだ清せい楚そな花のイメージに、タイロンはくくっと喉のどの奥で笑いを嚙かみ殺した。

　いやはや、オーディションで会ったときの魁とはまるで違う印象だ。顔かたちはそっくりなのに、魁は華はなやかなラナンキュラス、庭にたたずんでいる彼は野に咲さく花のように慎つつましい。

　昨日空港のカフェで彼に会ったとき、タイロンは強きよう烈れつな違い和わ感かんを覚えた。顔は同じ、背格好もほぼ同じ、けれど受ける印象がまったく違ったのだ。

　己おのれの直感が、「これはオーディションで選んだ俳優の魁ではない」と告げていた。

　映画業界に身を投じて十余年、海千山千の連中に揉もまれてきたので、人を観察する術にかけては人並み以上だと思っている。おどおどした表情や仕草から彼がひどく緊張していることが伝わってきて、タイロンは自分の直感が正しいことを確信した。

　俳優の魁は、初対面の人に対してこんなふうに物もの怖おじしない。オーディションでも緊張した様子はなく、のびのびと振ふる舞まっていた。

　明るく無む邪じや気きでありながら、魁は自分に自信を持っているタイプだ。

　その彼が、素人しろうと同然の替かえ玉をよこすとはいったい何ごとか。

（素人同然どころか、素人以下だったな）

　再び口元に笑いがこみ上げてくる。

　勝手に写真を撮とる輩やからなど、今どき高校生でももう少し上手にあしらうことができる。あんな物慣れない様子で、今までどうやって生きてきたのか……。

　いつもだったら、替え玉などよこした時点で即そつ刻こくクビを申もうし渡わたしていただろう。

　しかしどういう気まぐれか、タイロンは青年の下手な芝しば居いにもう少しつき合ってみることにした。

　青年があまりに必死すぎて、「きみは誰だれだ」と詰つめ寄るのが可か哀わい想そうになったというのもある。

（この俺が、俺をだまそうとしている人間に同情するとはな）

　青年の正体はすぐに判明した。

　リムジンに乗ってからスマホで検けん索さくし、魁に双ふた子ごの兄がいることを知った。一いつ般ぱん人なので名前は出ていなかったが、魁がインタビューの中で〝性格がまるで違ちがう〟一いち卵らん性せい双そう生せい児じの兄についてコメントしている箇か所しよもあった。

『僕はいつも外を走りまわっているような子供だったけど、兄は家で静かに本を読むのが好きなタイプで……』

『いちばんの理解者は兄です。俳優になることに母は反対したんですけど、兄は応おう援えんしてくれました』

　おそらく魁になんらかのアクシデントがあって、兄に替え玉を頼たのみ込んだのだろう。

　魁の出番は少し先だし、撮さつ影えいに入る寸前に再び入れ替わるつもりでいるのかもしれない。

　まったく、顔がそっくりだからばれないとでも思ったのだろうか。魁は相当な自信家かつ楽天家らしいが、兄に自分の代役が務まると思うなんて無む謀ぼうもいいところだ。

（ああ、またゆらゆら揺れてる。ほんとに宇宙人に連れ去られる人みたいだな）

　花か壇だんの前でぼんやりと物思いに耽ふけっている青年を、タイロンはにやにや笑いを浮かべながら観察した。

　ホテルに行く途と中ちゆう、気球を見るために車を停とめてもらったのだが、そのときもあんなふうにトランス状態になっていた。

　おそらく意識が空想の世界に飛んでいるのだろう。気球を見上げていた瞳ひとみは、夢見るようにうっとりと潤うるんでいた。

　顎あごに手を当てて、じっと青年を見つめる。

　見られていることにはまったく気づいていないらしく、彼はすっかり自分の世界に入り込んでいた。唇くちびるがかすかに動いているように見えるのは、何か独り言でも呟つぶやいているのだろうか。

（無防備きわまりないな。あんな調子じゃ、俺以外の誰かが別人だと気づくのも時間の問題だ）

　そうなると、少々面めん倒どうなことになる。魁がなぜ来られないのか問い質ただし、皆みなにばれる前に荷物をまとめて帰るよう諭さとしたほうがいい。

　頭ではそう思うものの、タイロンは決心がつかなかった。

　何ごともてきぱきと決断を下してきた自分にとって、これは珍めずらしいことだ。

　──もうしばらく、あの青年を観察していたい。

　頭に浮かんだ考えに、タイロンは無意識に眉まゆ根ねを寄せた。

（なぜ彼を観察していたいんだ？）

　腕うでを組んで、自分に問いかける。理由がはっきりしない事案にＧＯサインを出すわけにはいかない。プライベートならともかく、今は仕事中だ。

（……性格が正反対の一卵性双生児を観察する、またとないチャンスだから？）

　今後の映画作りに生かせるかもしれない。

　そう考えて、自分を納なつ得とくさせるように何度か頷うなずく。

　観察対象の青年は、別の花壇に向かってふらふらと歩いていくところだった。

　自らの意志で歩いているというよりも、女王然と咲き誇ほこる赤い薔ば薇らに呼びつけられているようでなんだか心配になってくる。

　結局タイロンは、魁の兄が無事にホテルに戻もどるまでずっと窓辺に立ち尽つくして見守る羽目になってしまった。
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　──三日目の朝。

　のろのろとベッドから起き上がった慶は、時計を見て再びベッドに倒たおれ込んだ。

　時刻は午前七時をまわっている。この時間だとキャストやスタッフに遭そう遇ぐうする可能性が高いので、庭園の散歩はやめておいたほうがいいだろう。

（今日は……午後から撮影か）

　撮影といっても慶の出番のないシーンだが、現場の雰ふん囲い気きに慣れるために見学させてもらおうと思っている。

　昨日はキャスト全員がダイニングルームに集められ、読み合わせという作業を行った。円状に並べられた椅い子すに座り、台本を見ながらセリフを読み上げていく、簡易版リハーサルのようなものだ。

『魁、デレク、きみたちのシーンはちょっと手直ししたいから今日はカットだ』

　タイロンに告げられて、慶は内心ほっとした。

　セリフの朗読のみであっても、本職の俳優と素人の自分ではあまりに差がありすぎる。

　一応前の晩に部屋で自分のセリフを練習しておいたのだが、どんなに頑がん張ばっても棒読みになってしまう。皆の前で披ひ露ろうするとなれば、緊きん張ちようが加わってさらにひどいことになるのは目に見えていた。

（魁が言ってたとおり、僕の役はセリフは少ないけど）

　セリフが少ないからこそ、演技力が問われるのだろう。スケジュール表によると撮影は一週間後に予定されており、それまでに魁の怪け我がが完治することを祈いのるしかない。

　目を閉じると、昨日の読み合わせの光景があざやかに浮うかび上がってくる。

（台本を読んだときとはまた違った印象があったりして、面おも白しろかったな……）

　真面目まじめな会話だと思っていたセリフが少々コミカルに演じられたり、素っ気ないと感じていたセリフが少々含ふくみのある口調で語られたり。

　それは慶にとって、新しん鮮せんな発見だった。小説を書いているときは、どうしても自分ひとりの考えや感覚に支配されがちだ。しかし昨日のように複数の俳優が集まって読み合わせをすると、同じセリフでも人によって解かい釈しやくが違うということがよくわかる。

　一回目の読み合わせの際、タイロンは口を挟はさまず皆のセリフに耳を傾かたむけ、ときおり台本に何やら書き込んでいた。

　二回目の読み合わせで、「この会話はもう少し軽い感じで」とか「今のセリフ、呟くように言ってみてくれますか？」などと指示し、俳優の意見も取り入れつつセリフの修正をしていた。

　その手法に大いに刺し激げきを受け、部屋に戻ってから慶はさっそく執しつ筆ぴつ中の小説のセリフを声に出して読んでみた。すると登場人物のイメージがさらに膨ふくらんで、それぞれの声こわ音ねや口調などが明確になり……。

（頭の中で、登場人物が勝手にしゃべり出した感じだった）

　おかげで原げん稿こうがはかどり、ゆうべは二時近くまで夜よ更ふかししてしまった。魁から「美容のために、日付が変わるまでには必ず就しゆう寝しんすること」と言われていたのだが、あっというまに時間が過ぎていたのだ。

（シャワー浴びて、朝食のあと続きを書こう）

　勢いをつけてベッドから起き上がり、バスルームへ向かう。

　撮影の間、スタッフとキャストにはダイニングルームでビュッフェ形式の食事が提供されている。焼きたてのパンやオーガニック野菜をふんだんに使ったメニューはどれも美味おいしくて、慶にとってはこれも楽しみのひとつだ。

（特にゆうべの茄な子すとズッキーニのグラタン、すごく美味しかったな）

　昨夜の光景を思い出し、口元に笑えみが浮かぶ。

　読み合わせのあと、夕食の際ダイニングでタイロンと一いつ緒しよになった。タイロンは助じよ監かん督とくや脚きやく本ほん家、ジョー・クレメンスとサム・コーディとともにテーブルを囲んでいたのだが、慶に気づいて「一緒に食べよう」と誘さそってくれたのだ。

　皆熱心に映画の話をしていたので、慶はほぼ聞き役に徹てつすることができて助かった。

　それに、皆の議論はとても興味深かった。読み合わせのときよりも突つっ込んだ内容で、ふたりの主演俳優も積極的に意見を述べ、大いに盛り上がっていた。

　話が一段落したところでビュッフェに料理を取りに行くと、ほどなくタイロンもやってきた。

『これを取りに来たんだ。きみがあんまり美味しそうに食べてたから、気になって』

　そう言って、タイロンは茄子とズッキーニのグラタンを皿によそった。

　議論に夢中な様子だったので、まさか見られていたとは思わず、ちょっと驚おどろいてしまった。

『ええ、すごく美味しいです……お薦すすめです』

『俺のお薦めはこのラタトゥイユだ。もう食べた？』

『いえ、まだ。さっそく食べてみます』

　タイロンとかわした言葉を思い出し、うなじのあたりがくすぐったくなる。

　タイロンとしては、単に不慣れな新人俳優が現場に馴な染じめるよう気を遣つかってくれているだけなのだろうが……。

　席に戻ると、いつのまにかモニカ・ミルズも輪に加わっていた。ちゃっかりタイロンの隣となりの席を確保していたあたり、抜ぬけ目がない。

（だけどなんか憎にくめないっていうか……きっとタイロンに夢中なんだろうな）

　モニカがタイロンに惹ひかれる気持ちはよくわかる。

　彼女だけでなく、タイロンが世の女性から熱い視線を浴びている理由も。

（かっこいいだけじゃなくて、中身も紳しん士しだし）

　会う前は、怖こわそうな人という印象だった。

　けれど実際会ってみると、自分のような新人俳優にも気配りを忘れないし、穏おだやかで仕事熱心な、とても素す敵てきな男性で──。

　バスタブの前に立ち尽くしていたことに気づいて、はっと我に返る。ゆうべのことを思い出しながら、ついつい夢想モードになってしまっていたようだ。

　急いでパジャマのズボンと下着を脱ぬいで、シャワーのコックを捻ひねる。

　ぼんやりしているうちに体が冷えたのか、乳ち首くびがつんと縮こまるように尖とがっていた。

「……っ！」

　シャワーをかけて温めようとして、胸に走った衝しよう撃げきに顔をしかめる。

　尖った乳首がじんと疼うずき、体の芯しんに覚えのある熱が集まり始めるのがわかって慶は驚いて目を見開いた。

（え、なんで感じてるの？　エッチなことなんて全然考えてないのに）

　初うぶで奥手ではあるが、慶も二十四歳の健康な男性だ。当然ながら性せい欲よくもあるし、セクシャルな妄もう想そうに浸ひたりながら自じ慰いに耽ふけることもある。

　けれどこんなふうに、なんの前まえ触ぶれもなく唐とう突とつに欲よく情じようを覚えることは稀まれだ。いつもは時間をかけてストーリーを思い描えがき、徐じよ々じよに気持ちを高めていくのだが……。

　下腹部を見下ろすと、いつのまにかペニスが半分ほど頭をもたげていた。

　いつものように、下からそっとすくい上げるように持ち上げる。快感が全身にさざ波のように広がり、慶はぞくりと背筋を震ふるわせた。

（あ……）

　ふいにタイロンとエレベーターでふたりきりになったときの光景が脳のう裏りをよぎる。

　ほのかなコロンの香かおり、ボタンを押す大きな手、ワイシャツに包まれた逞たくましい胸むな板いた──。

　くらりと目め眩まいを感じて、慶はバスルームの壁かべにもたれかかった。シャワーの温かな湯が、肩かたから胸へ、そして脚あしの間へと伝い降りてくる。

　目を閉じると、心の奥底に封ふう印いんしたはずの淫みだらな妄想があざやかに浮かび上がってきた。

　エレベーターの中……全ぜん裸らの自分が、スーツ姿のタイロンにおずおずと歩み寄る。

　恥はずかしくて彼の顔を正面から見ることはできなかったが、肉感的な唇くちびるにふっと笑みが浮かぶのがわかった。

　──おいで。

　低くてなめらかな、魅み惑わく的な声。

　伸のばされた腕うでに、慶はふらふらと引き寄せられるように倒たおれ込み……。

「……あ……っ」

　素す肌はだがスーツの布地に触ふれた気がして、思わず慶は声を上げた。

　上着の襟えりにしがみつき、ワイシャツの胸に頰ほおを擦すり寄せる。日ひ頃ごろの妄想力の鍛たん錬れんのたまものか、腹にベルトの金具が当たるところまではっきりと感じることができた。

（あ……、タイロンの……っ）

　ベルトの下、仕立てのいいズボンの前が硬かたく盛り上がっているさまを思い描いて、慶は息を乱した。

　──ここに、きみのものを擦こすりつけてごらん。

　淫らな行こう為いを促うながすように、タイロンの大きな手が尻しりを愛あい撫ぶする。

　布越ごしにタイロンの硬い屹きつ立りつに己おのれの勃ぼつ起きを擦りつけているところを想像しながら、慶は性急な手つきでペニスをしごいた。

　鈴すず口ぐちからは、先走りがとろとろと溢あふれ出している。今にも射精してしまいそうで、思わずタイロンに訴うつたえる。

「だめ……っ、服を汚よごしちゃう……っ」

　──それはまずいな。じゃあこうしよう。

　背後から逞しい体に抱だき締しめられて、慶は息を吞のんだ。

　尻にタイロンの猛たけ々だけしい屹立が押し当てられ、大きな手のひらで射精寸前のペニスを包み込まれ……。

「あ、あっ、あああ……っ！」

　体の芯に、電流が駆かけ抜ける。

　気がつくと、バスルームの壁がとろりとした白はく濁だくで汚れていた。

　射精の余よ韻いんが収まるのを待って、ずるずるとその場にへたり込む。

（うわ……やっちゃった……）

　こんなふうに衝しよう動どうに駆られるように自慰をしたのは初めてかもしれない。いつもはもっと慎しん重ちように──ドアの鍵かぎを確かく認にんし、射精後の後始末を考え、心の準備を整えてから臨のぞむのに。

　それだけではなく、タイロンを思い浮うかべながら欲情してしまったことに、慶はひどく動どう揺ようしていた。

（もしかして僕、タイロンに惹かれてるんだろうか？）

　まったく自覚がなかったが、たしかに今、自分はタイロンに抱き締められるところを想像しながらいってしまった。

　妄想の内容を思い出して、恥ずかしさに頰が熱くなる。

　これまでにも片かた想おもいの相手を思い浮かべながら自分を慰なぐさめたことがなかったわけではないが、妄想の内容はもっとソフトで曖あい昧まいな、ぼんやりしたものだった。

　タイロンとは一昨日おととい会ったばかりなのに、妄想の中の彼はやけにリアルだった。今も目を閉じると、大きな手の形や喉のど仏ぼとけの隆りゆう起き、ワイシャツの下の胸板の厚みなどがはっきりと瞼まぶたに浮かんでくる。

　どうやら自分は、無意識に細部まで観察していたらしい。

　俯うつむいた際に視界に入ってしまった、ズボンの前のどっしりとした質感に至るまで──。

「……っ」

　硬いものを押し当てられる感かん触しよくが生々しくよみがえり、じわりと残ざん滓しが漏もれてしまう。

　慌あわてて慶は、集まり始めた不ふ埒らちな熱を振ふり払はらうように立ち上がった。

（……午後の撮さつ影えいの見学はパスしよう）

　まだ頭が混乱している。それに、このような淫らな行為をしたあとではとてもタイロンの顔を見られそうにない。

　ため息をついて、慶は性しよう懲こりもなく頭をもたげ始めたペニスをそっと手のひらで包み込んだ。







　そういうわけで今日は一日部屋にこもって小説を書こうと考えていたのだが、午前十時にかかってきた内線電話によって、慶は予定を変へん更こうせざるをえなくなった。

　電話は助じよ監かん督とくからで、シナリオの変更部分をテストしたいので午後からの撮影に参加するようにとの通達だった。

「え……っ、ええと、本番の撮影ですか？」

　動揺して尋たずねると、助監督は慶を安心させるように笑った。

『いやいや、リハーサルだけだよ。監督が、何パターンか試ためしてみたいって』

　それを聞いて少しほっとしたが、電話を切ったあと緊きん張ちようがこみ上げてきた。

　本番ではないといっても、皆みなの前で演技を披ひ露ろうしなくてはならない。予定外のアクシデントに、慌てて慶は魁の助言を仰あおごうと電話をかけた。

『リハーサルでしょ？　大だい丈じよう夫ぶ、リラックスして』

　寝ね起おきだったらしく、魁は眠ねむそうな声でそうくり返すだけで、役に立つアドバイスとは程ほど遠とおかった。よほど信しん頼らいしてくれているのか、それとも慶が思っている以上に楽天家なのだろうか。

（魁にとってはリハーサルなんて朝飯前なんだろうけど……）

　衣い裳しようの担当者が届けてくれたウェイターの制服に着き替がえ、鏡の前に立つ。

　白いシャツに黒いベストと蝶ちようネクタイ、〈オーベルジュ・ドュ・レザン〉の制服よりも、オーソドックスでクラシカルな衣裳だ。魁のサイズに合わせて仕立てられており、ズボンのウエストが少々緩ゆるくてベルトで締める。

　魁には怪け我がの治り具合を逐ちく一いち報告してもらっている。ゆうべ送られてきた自じ撮どり写真では痣あざがだいぶましになっていたものの、完治まで最低でもあと五日はかかりそうな雰ふん囲い気きだった。

（こうやって黙だまって突つっ立ってるだけなら、魁とそっくりなんだけどな）

　あれこれ悩なやんでも、時間が過ぎていくばかりだ。

　こうなったら腹をくくり、替かえ玉だとばれないことを祈いのるしかない。

　大きく深呼吸してから、慶は廊ろう下かへと踏ふみ出した。
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　──庭園を見下ろすウッドデッキのオープンテラス。高級リゾートで優ゆう雅がに過ごす客たちが、ワイングラスを手に笑いさざめいている。

　隅すみの丸テーブルに、家族らしい三人の客。初老の父親、若く美しい娘むすめと内気そうな青年。

　ジョー・クレメンス演じる父親が、モニカ・ミルズ演じる娘に話しかける。娘のほうは、不ふ機き嫌げんを露あらわに父親に言い返す。それを心配そうに見守る弟役のデレク・ソーン──。

　午前中に撮影したフィルムをチェックして、タイロンは満足げに頷うなずいた。

「いいね。エキストラの配置や服装にまでこだわった甲か斐いがあった」

　傍かたわらにいたカメラマンと助監督も、深々と頷く。

「エキストラの衣裳を用意したのは正解でしたね。こうして見ると、色のバランスがとてもいい」

　ホテルの従業員など制服が必要な場合を除き、エキストラには私服で参加してもらう場合が多い。けれど今回は高級リゾートの客ということで、衣裳係に頼たのんで場にふさわしい服や帽ぼう子し、靴くつを調達してもらったのだ。

「ああ、魁が来ました。みんなも彼みたいに時間厳守だと助かるんだけどなあ」

　助監督の言葉に顔を上げると、魁の兄がぎくしゃくした足取りでオープンテラスに現れたところだった。エキストラでほぼ満席の客席を見まわして、目を白黒させている。

　こみ上げてきた笑いを、タイロンはそっと嚙かみ殺した。

　まったく、顔はそっくりなのに醸かもし出す雰囲気が違ちがいすぎる。

「やあ、急な呼び出しですまないね」

　立ち上がって声をかけると、制服姿の彼はびくりと一歩あとずさった。

　慌てて笑えみらしきものを浮かべるが、瞳ひとみが怯おびえたように左右に揺ゆれている。

（ちょっと悪戯いたずらが過ぎたか？）

　タイロンとしては、別に意地悪な気持ちで呼び出したわけではない──いや、この純じゆん朴ぼくな青年をからかってみたい気持ちがあったことは否定できないが。

　もちろん、シナリオの変更やリハーサルは単なる悪戯ではない。彼の持つ柔やわらかな雰囲気をどうにか生かしたくて、タイロンなりによくよく考えてのことだ。

　彼に演技ができるなら、このまま彼で撮影するのもありかもしれない。

　その場合、本物の魁と一度話し合わなくてはならないが、それはテストの結果次し第だいだ。

「シナリオを変更しようかどうしようか迷っててね。実際きみたちに演じてもらって、考えようかと」

　ひどく緊張している様子の彼をこれ以上怖こわがらせないよう、優やさしく話しかける。

「ええ、はい、どうぞよろしくお願いいたします……っ」

　早口で言いながら、魁の兄がまた一歩あとずさる。

　無意識に彼に詰つめ寄っていたことに気づいて、タイロンは苦く笑しようした。

（どうも俺は、彼に苦手意識を持たれているみたいだな）

　自分が少々威い圧あつ感かんのある容よう貌ぼうであることは自覚している。仕事には厳しいという評判も事実だ。だからこそ、態度や物言いが荒あら々あらしくならないよう常に気をつけている。

　こんなふうに怯えられると、なんだか彼をいじめて愉たのしんでいるようで気が咎とがめるではないか──。

「きみのセリフはないし、実験みたいなものだから、リラックスしてやってくれ」

「はい」

「リハーサルはこの部分からだ。きみとデレクが初めて出会うシーン。シナリオではきみが演じるウェイターが、初うぶな高校生に意味ありげな視線を送って誘ゆう惑わくすることになっていたが……」

　変へん更こう箇か所しよを説明しながら、タイロンはさりげなく魁の兄を観察した。

　ウェイターの制服が、細い体をよりいっそう華きや奢しやに見せている。ウエストはだぶついているし、肩かたの細さや胸むな板いたの薄うすさときたら、なんだか心配になってくるほど頼たよりない。

　それでいて、妙みような色気がある。魁の持つ小こ悪あく魔まっぽいなまめかしさとは対照的な、清せい楚そで初うい々ういしい色いろ香か──。

「そろそろ始まります？」

　魁の相手役のデレク・ソーンが、弾はずむような足取りでやってくる。

　ジョーとモニカは午後の撮影に備えて休きゆう憩けい中だが、デレクにはこのテスト撮影のために少し早めに戻もどってきてくれるよう頼んでおいたのだ。

「おっ、制服姿、いいねえ。魔ま性しようのウェイターって感じ」

　デレクのおどけたセリフに、タイロンと魁の兄の間にあった緊きん張ちよう感かんがさっとかき消えていく。

「シーン８だ。きみの役は、とりあえずシナリオどおりにやってみてくれ」

「了りよう解かいです」

　さすがに俳優としてのキャリアを重ねているだけあって、デレクはさっとシャイでナイーブな高校生の顔に切り換かえて頷いた。

「それじゃ、始めよう」

　エキストラにも位置につくよう指示して、タイロンはカメラの背後に立った。

　助監督のかけ声で、カメラがまわり始める。

　──制服姿の魁の兄が、俯き加か減げんにカウンターでグラスを磨みがいている。

　家族と一いつ緒しよにテーブルを囲んでいるデレクは、美しい彼が気になってちらちらと盗ぬすみ見る。

　デレクの視線に気づいた魁が思わせぶりな目つきで微笑ほほえみ、ふたりの間に秘密が生まれる瞬しゆん間かんだ。

「…………」

　腕うでを組んで、タイロンは魁の兄の演技を見守った。

　グラスを磨く動作が不自然だ。ぎくしゃくしていて、いかにも演技初心者然としている。

　けれどタイロンは、敢あえてストップをかけなかった。

　このぎこちなさが、デレク演じる高校生の熱い視線を感じて戸と惑まどっているように見えて、なかなか悪くない。

　タイミング的にはデレクと目が合う頃ころ合あいだが、魁の兄はなかなか顔を上げようとしなかった。せわしなく視線を揺らし、落ち着かない様子でひたすらグラスを磨いている。

　いつもなら即そく座ざに「カット」と言い放つところだが、思わずタイロンは彼の挙動不ふ審しんな動きに見入ってしまった。

　頰ほおがほんのりと上気しているのは、単なる緊張のせいだけではなさそうだ。

　自分を見つめている高校生に気づいてはいるが、恥はずかしくて顔を上げられない──そんなところだろうか。　>>>♥

（これが演技だとしたら、たいしたものじゃないか）

　ふいに彼が、意を決したように顔を上げる。

　三秒間ほどデレクを見つめ……それから急に、助けを求めるようにタイロンのほうへ視線を向けてきた。

　目が合ったとたん、魁の兄はぱあっと顔を赤らめた。

　まずい。これは演技ではない。完全に素すに戻っている──。

「……カット！」

　慌あわててタイロンは、指示を出した。

　魁の兄が、消え入りそうな声で「すみません」と呟つぶやく。

「いや、今のでいい。ちょっとカットが遅おくれてしまった」

　彼の動どう揺ようが伝でん播ぱしたかのように、タイロンも声を上うわ擦ずらせた。

（なんだったんだ、今のは……）

　心臓が、階段を駆かけ上がったときのように鼓こ動どうを速めている。視線がぶつかったときの彼の表情がよみがえり、胸の奥がざわめいた。

「なかなかいいんじゃない？　こういう初々しいのもありだね」

　カメラマンが、顎あご髭ひげを撫なでながら振ふり返る。

「うん、遊び慣れた男が純情な男を誘惑するのもいいけど、純情同士も悪くないね」

「魁のはにかんだ表情って初めて見たよ。ああいう顔もできるんだ」

　助じよ監かん督とくや撮さつ影えい助手も、今のシーンを魁の演技だと思っているようだった。

　とりあえず別人だとばれずに済んだことに、ほっと胸を撫で下ろす。

（しかし危ないところだった。短いシーンだったからごまかせたけど、これ以上演技をさせるのはまずいな）

　カメラマンの「もうワンカット行きますか？」という問いかけに、タイロンは首を横に振った。

「いや、今ので充じゆう分ぶんだ。このあとは予定どおり、シーン５の撮影に入ろう」

　ジョー・クレメンスとモニカ・ミルズが休憩を終えて戻ってきたのが目に入り、タイロンはふたりを手招きした。

「シーン５、スタンバイお願いします」

　助監督が指示を出し、エキストラを含ふくめたキャストがそれぞれの位置へ移動する。

　魁の兄は、撮影の邪じや魔まにならないようにオープンテラスの隅すみに立っていた。部屋に戻っていいのか、それともここにいるべきなのか、困って立ち尽つくしている様子だ。

　にこやかな笑みを浮うかべ、タイロンは彼に近づいた。

「さっきの演技、とてもよかったよ」

　演技ではないのはわかっていたが、動揺している彼を安心させるために声をかける。

「ありがとうございます……」

　視線を泳がせながら、魁の兄は恥ずかしそうに俯うつむいた。

　まるで先ほどのシーンの続きのようで、くすぐったいような気持ちがこみ上げてくる。

　思わずタイロンは、彼の肩に手をかけた。普ふ段だんは撮影中の俳優にそういったスキンシップはしないのだが、ついつい手が出てしまったのだ。

「……このあときみの出番はないけど、撮影に立ち会ってほしい。デレクとの関係を演じるヒントになると思うから」

「は、はい」

　触ふれた場所から、あからさまな緊きん張ちようが伝わってきて苦笑する。

　細い肩の感かん触しよくを愉しむようにひと撫でし、タイロンは名残なごり惜おしい気持ちで手を離はなした。
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　午後七時三十分。撮影がすべて終しゆう了りようし、慶はほっと胸を撫で下ろした。

「お疲つかれさま」

　先ほどまで熱演をくり広げていたジョーとモニカ、デレクが素の表情に戻ってにこやかに言葉をかわしている。半分ほど残っていたエキストラも席を立ち、スタッフが椅い子すや小道具を片付け始めていた。

（こういうときって、片付けを手伝うべき？）

　勝手がわからずきょろきょろしていると、そばを通りかかった助監督が「魁、お疲れさま。もう上がっていいよ」と声をかけてくれた。

「はい、では、お先に失礼します……」

　慶が言い終わらないうちに、助監督は風のように立ち去っていった。

　タイロンにも挨あい拶さつしてから帰ろうと近づくが、彼はこちらに背を向けてカメラマンと何やら話し込んでいる最中だった。

（えーと……割り込むのはやめたほうがいいかな）

　見れば、ジョーとデレクも連れ立って引き上げるところだった。郷ごうに入っては郷に従え、ということで、慶もホテルに戻ることにする。

　出番が終わったあと着き替がえて、制服一式は衣い裳しよう係に返へん却きやく済み。明日の集合時間は午前九時。

　頭の中で確かく認にんしながらロビーへ向かう。ひとりになると、無事に終えることができた安あん堵ど感かんがじわじわとこみ上げてきた。

　心配していたテスト撮影は、ほんの短いワンシーンだけだった。

　なかなかカットの声がかからず、不安になってタイロンのほうを見てしまうという失敗をやらかしたが、自分で思っていたほどひどい失敗ではなかったらしい。

　正直、魁になりきるのに精せい一いつ杯ぱいで演技どころではなかった。なので、一回だけで済んだのもありがたかった。

（監督に褒ほめられたし）

　エレベーターホールにたたずんだ慶は、思い出して頰が熱くなるのを感じた。肩かたに置かれた大きな手の感触がよみがえり、くすぐったさに首をすくめる。撮影中は緊張でそれどころではなかったが、今朝の淫みだらな行こう為いがありありと浮かび上がり……。

「魁」

　ふいに背後から降ってきた声に、慶はびくりと肩を震ふるわせた。

　驚おどろいて顔を上げると、隣となりに立ったタイロンがこちらを見下ろしていた。

「……あ、お、お疲れさまです……っ」

　ちょうど恥ずかしい行為を思い出していたところだったので、声が上擦ってしまう。

　間近で目を合わせることなどできそうになくて、失礼だとわかっていても俯くしかなかった。

「ああ、お疲れさま」

　タイロンが、くすりと笑う気配がした。

　エレベーターがやってきて扉とびらが開き、「どうぞ」と言われて逃にげるように箱に乗り込む。

　初日の夕食会のとき同様、エレベーターはふたりきりだった。会話がとぎれたので、モーター音がやけに大きく聞こえる。

　二階に着いて、「では、失礼します」と振り向きかけたところで、タイロンも一いつ緒しよに降りてきた。

「二階に泊とまってる脚きやく本ほん家と打ち合わせなんだ」

「そ、そうなんですか」

　タイロンと肩を並べて廊ろう下かを歩きながら、慶は早口で答えた。

　タイロンとふたりきりという状じよう況きようは、実に心臓に悪い。心しん拍ぱく数すうはうなぎ登り、血圧もかなり上じよう昇しようしていることだろう。

「ああ。きみの役やく柄がらをどうするか、話し合おうと思って。そうだ、きみも来ないか？　きみの意見も聞きたいし」

　思いがけない申し出に目を白黒させていると、ふいにタイロンが慶の部屋の前で立ち止まった。

「なんだ、これは……」

　白いコピー用紙を半分に折ったものが、ドアにテープで貼はり付けてある。紙は薄うす汚よごれて皺しわが寄っており、ホテルの従業員がメッセージを届けにきたという感じではなかった。

「スタッフの誰だれかかな。どうやら綺き麗れいな紙がなかったらしい」

　眉まゆ根ねを寄せながら、タイロンが苦言を呈ていする。たしかに、この状態の紙ではちょっと印象が悪い。

「急いでいたのかもしれませんね」

　言いながら、慶はコピー用紙をドアから剝はがした。

　広げたとたん、目に飛び込んできた文字にぎょっとする。

『いい気になるな！』

　──暗くら闇やみで、いきなり背後から殴なぐられた気分だった。

　殴り書きの短い文章は悪意に満ちており、全身が凍こおりつく。

　他人からこんなふうに罵ば倒とうされたのはいつ以来だろう。十三歳の頃ころ、クラスに意地悪な男子がいて何度か嫌いやな思いをさせられたが、書き手がわからない分この手紙のほうが衝しよう撃げきが大きかった。

「たちの悪い嫌がらせだ」

　押し殺した声で呟つぶやき、タイロンが慶の手からコピー用紙を取り上げる。

　表面上は冷静に見えるが、手紙をぐしゃりと握にぎりつぶした手に怒いかりが漲みなぎっていた。

（いったい誰がこんなことを？）

　青ざめて、慶は言葉もなく宙を見つめた。

　この憎ぞう悪おは、魁に向けられたものなのだろうか。

　それとも替かえ玉に気づいた誰かが、自分に宛あてたメッセージ……？

　茫ぼう然ぜんと立ち尽くす慶の横で、タイロンがスマホでフロントを呼び出し支配人に至急二階に来てくれるよう要よう請せいしている。

　ほどなく従業員用の階段室の扉が開き、支配人が大おお股またでこちらに向かってきた。

「どうなさいました？」

「これを見てくれ。魁の部屋のドアに貼り付けてあったんだ」

　タイロンが、丸めた手紙を広げて支配人に見せる。

　支配人は顔色をさっと変えて、慶とタイロンを交こう互ごに見やった。

「魁、何か心当たりは？」　>>>♥

「……いえ……全然……」

　タイロンに問われ、なんとか声を絞しぼり出す。

　心当たりなど、まったくなかった。いい気になっているつもりなどないし、何が手紙の書き手を刺し激げきしたのかさっぱりわからない。

「このフロアに防犯カメラは？」

　支配人のほうへ向き直り、タイロンが尋たずねる。

「はい、各階のエレベーターホールに設置してあります」

「階段室は？」

「階段室には設置しておりません」

「ここへの出入りは、エレベーターと階段だけ？」

「廊下の先に非常口がありますが、外からはロックされていて入れません」

　矢や継つぎ早に質問をくり出したタイロンが、険しい表情で顎あごを撫なでる。

「魁の部屋を変へん更こうしたいんだが、空きはあるか？」

「ひと部屋だけ予備があるのですが、バスルームを修理中でして。どなたかと部屋を替わっていただけるようお願いしてみましょうか」

　支配人の申し訳なさそうな顔を見やり、タイロンは首を横に振ふった。

「いや、いい。午後一時以降の防犯カメラをチェックしてくれ」

　支配人が頷うなずき、踵きびすを返す。

「いい気になるな、か。今日のテスト撮さつ影えいで、俺がきみを褒めたのが気に入らなかった奴やつがいるのかもな」

　タイロンが、慶を見下ろしながらぼそっと呟く。

　──さっきの演技、とてもよかったよ。

　タイロンにかけられた言葉を思い出し、慶は目を瞬またたかせた。

　こんな嫌がらせを受けるほどの大絶賛だったとは思えないし、第一あれは皆みなの前での発言ではなく、タイロンが慶にだけかけてくれた言葉だ。

（もしかしたら、個人的にわざわざ声をかけに来てくれた行為そのものが、特別扱あつかいに見えてしまったのかも？）

　思い返してみると、今日の撮影であんなふうに声をかけてもらったのは自分だけだ。

　おそらくタイロンとしては、今回のキャストの中でいちばんキャリアの浅い魁を気き遣づかってくれただけのことだろう。

　それをやっかんだ人がいるのかもしれない──。

「さてと、ここで立ち尽つくしていても仕方がない。荷物をまとめなさい。きみは俺の部屋に引っ越こしだ」

「…………」

　聞き間ま違ちがいだろうかと、思わず慶はタイロンの顔を見上げた。

　廊下の明かりが逆光になっており、その表情は読み取れない。

「きみをこの部屋に置いていくわけにはいかない。何かあってからでは遅おそいんだ。ストーカー絡がらみの事件は、こういう嫌がらせから始まることが多い」

　タイロンが、子供に言い聞かせるような口調で説明する。

　それはわかるのだが、慶が耳を疑ったのはそこではなく──。

「誰かと部屋を替わってもらうとなると、事情を説明しなけりゃならんから面めん倒どうだ。幸い俺の部屋はスイートで寝しん室しつがふたつある。俺としても、きみが目の届くところにいてくれるほうが安心だし」

　動どう揺ようのあまり、言葉が出てこなかった。

（タイロンの部屋に移動？　同じ部屋に泊まるってこと？）

　絶対無理だ。心臓が持たないし、魁ではないことがばれてしまう──。

　茫然と固まったままの慶に苛いら立だったのか、タイロンが右手を差し出した。

「鍵かぎは？」

「……あ、はい」

　部屋のカードキーを差し出すと、タイロンがスキャンして解かい錠じようする。

　促うながされて、慶はぎくしゃくとロボットのように部屋に足を踏ふみ入れた。

「室内に誰かが侵しん入にゆうした形けい跡せきは？」

「えっと……ないと思います」

　撮影に出かけたあと、清せい掃そうが入っているので確信は持てない。けれどデスクやクローゼットの荷物を触さわられた形跡はなかった。

「荷物は全部じゃなくていい。とりあえず必要なものだけ持ってきなさい」

「はい」

　ようやく頭と体が動き始め、慶は真っ先に書きかけの小説が入っているノートパソコンをバックパックに入れた。







　タイロンに案内された三階のスイートルームは、思っていた以上に広々としていた。

　大型テレビとソファセット、六人にん掛がけのダイニングテーブル、庭園を望むバルコニーにはデッキチェアが置かれている。パソコンとプリンターを備えたワーキングスペースまであって、本やシナリオ、映画のコンテなどが雑然と積み上げてあった。

「こっちの寝室を使ってくれ」

「はい」

　荷物を抱かかえ、おずおずと寝室に足を踏み入れる。

　今まで泊とまっていた部屋とほぼ同じサイズだが、天てん井じようが高い分解放感があった。ダブルベッドとライティングデスク、窓のそばにはコーヒーテーブルまである。

「ちょっと下に降りて、防犯カメラを見てくる。きみは俺が戻もどるまでここにいてくれ」

「はい……」

　頷いて、ノートパソコンを取り出してライティングデスクの上に置く。慶としても、今はとてもひとりで出歩く気にはなれなかった。

　踵を返そうとして、タイロンが思い直したように振り返る。

「それと、誰だれかが尋ねてきてもドアを開けるな。スタッフやホテルの従業員を騙かたる可能性もあるから居留守を使うんだ」

　タイロンの険しい表情に気け圧おされて、こくこくと頷く。

　タイロンが部屋を出て行くと、さっそく慶は魁に電話をかけた。

『もしもし、慶？』

「うん。あの、ちょっと急ぎで訊ききたいことがあるんだけど」

　タイロンが戻ってくる前に済ませようと、慶は早口で貼はり紙の件を報告した。

『ええーっ、ちょっと、大だい丈じよう夫ぶ!?』

「うん、結構ダメージ食くらったけど大丈夫。念のために監かん督とくが、部屋を……」

　タイロンの部屋に移動することになった旨むねを説明するが、しどろもどろになってしまう。

『それ聞いて安心したよ。寝室が別々ならばれる心配ないしね』

　魁は、拍ひよう子し抜ぬけするくらいあっさりそう言った。慶がタイロンを意識していることを知らないので、これが当たり前の反応だろう。

「……それで訊きたいんだけど、犯人に心当たりはない？　たしか前に、ファンにアパート突つきとめられて待ち伏ぶせされたことがあったって言ってたよね？」

『うーん……それもあるけど、実は慶には話してないこともあってさ。一年くらい前にドラマの制作会社の男性社員に執しつ拗ように言い寄られて、断ってもしつこくて、だんだん嫌いやがらせとかされるようになって……』

「ちょっと待って。どうして言ってくれなかったの？」

　驚おどろいて遮さえぎると、魁が小さくため息をついた。

『心配かけたくなかったんだよ』

「話してくれないほうが心配だよ。それでその人とはどうなったの？」

『スタッフやキャストに俺を中傷する手紙を送りつけたから、警察に通報した』

　中傷の手紙と聞いて、慶はぎょっとした。

　芸能界というのは思っていた以上に危険がいっぱいらしい。表おもて沙ざ汰たになっていない事件もいろいろありそうだ。

「それで？」

『警察に捕つかまって、接近禁止命令が出た』

「今回の貼り紙も、その人の可能性ある？」

『かもな。俺の手元には残ってないけど、当時取り調べしてくれた警察に男の写真とか中傷の手紙とか資料が残ってると思う。連れん絡らくしてみようか？』

「そうして。何かわかったらすぐにメールちょうだい」

　電話を切ろうとすると、魁に待ったをかけられた。

『ホテル宛あてに荷物送っといたから』

「荷物？」

『服とか靴くつとか。ショッピングモールに行ったら結構品しな揃ぞろえがよくて、あれこれ買っちゃった。多分今日か明日くらいに届くから、ちゃんと活用してよ』

「もう……家で大人しくしててって言ってるのに」

　苦く笑しようしつつ、魁が魁らしく元気で過ごしていることに安あん堵どする。

『ばれないようにちゃんと変装していったから大丈夫。じゃあね、愛してるよ』

「僕も。おやすみ」

　ドアが開く音が聞こえてきたので、急いで通話を切る。

　寝室から顔を覗のぞかせると、部屋に戻ってきたタイロンが小こ脇わきに段ボール箱を抱えていた。

「残念ながら防犯カメラは収しゆう穫かくなし。ちょうどフロントにきみ宛ての荷物が届いたから持ってきた」

「ありがとうございます……っ」

　慌あわてて受け取って、礼を言う。

　差出人は〝ケイ・シイバ〟、先ほど魁が話していた荷物だ。

「あんなことがあったばかりだから念のために訊くが、これは開けて大丈夫か？」

「……ええ、服とか靴とか、サンディエゴに住んでいる兄に送ってもらったんです」

　先ほど魁と話したばかりなので、頭を切り換かえるのに少し間が空いてしまった。間ま違ちがえないように慎しん重ちように答え、ぎこちない笑えみを浮うかべる。

「そういえば、ここに来る前に会いに行っていたと言ってたな。お兄さんも芸能界に？」

「いえ、図書館で働いてます」

　今は小説の仕事だけだが、それについては伏ふせておく。

　俳優の双ふた子ごの兄というといろいろ注目されてしまうので、慶は魁と兄弟であることを公おおやけにしていない。本名は非公表、ペンネームは母親の旧きゆう姓せいを拝借し、Ｋ・ＭＩＮＡＭＩと名乗っている。顔写真も眼鏡をかけた横顔や俯うつむき加か減げんのモノクロのみ、今のところ魁と同じ顔であることはばれていない。

「ケイというのか」

　箱を持って寝室に戻ろうとしたところで、ふいにタイロンが嚙かみ締しめるように呟つぶやく。

　思わず振ふり返ると、青い瞳ひとみと視線がぶつかった。

「……はい」

　タイロンの口から自分の名前を聞くのは、なんだか不思議な感じだった。

　うなじの辺りがくすぐったい。同時に、胸の奥がじわっと熱くなるような感覚がこみ上げてくる。

「こうやって荷物を送ってきてくれるってことは、仲がいいんだな」

「そうですね……会うのは年に数回ですけど」

　ぼろが出ないよう、言葉少なに答える。

　寝室の床ゆかに箱を置いて顔を上げると、タイロンが入り口にもたれるようにしてじっとこちらを見ていた。

　慌てて視線をそらし、箱の粘ねん着ちやくテープを剝はがす。

（なんかへましちゃったんだろうか？）

　自分と魁が一いち卵らん性せい双そう生せい児じであることは告げていない。入れ替かわりを疑われるようなことは何も話していないはず……。

「……あっ、そうだ、思い出したんですけどっ」

　箱を開ける手を止めて、慶はぴょこんと立ち上がった。荷物に気を取られて大事なことを言い忘れていた。

「なんだ？」

「心当たりはないって言いましたけど、一年くらい前に、ドラマの制作会社の社員に……その、嫌がらせをされて、警察に言って、接近禁止命令を出してもらったことがあって」

　タイロンが、はっとしたように体を起こす。

　つかつかと歩み寄られて、慶は無意識にあとずさった。

「警察に通報したなら記録が残ってるな。管かん轄かつの署は？」

「えっと、ＬＡの……今さっき電話して、照会してもらってます」

　タイロンが電話すると言い出さないうちに、急いで先まわりする。

「具体的には、どういう嫌がらせを？」

「……その、交際を申し込まれて断ったら、スタッフやキャストに中傷の手紙を……」

　先ほどの魁の話を思い出しながら、簡潔にまとめる。自分が言い寄られたわけではないのに、タイロンに恋れん愛あい絡がらみの揉もめごとを報告するだけで顔が赤くなってしまった。

「手紙か。今回と同じように手書きだった？」

「…………」

　タイロンの質問に、ごくりと唾つばを飲み込む。

　手書きだったかどうかまでは聞いていない。細部まできちんと確かく認にんしておくべきだった。

「……僕は見てないんです。怖こわくて……」

　しどろもどろに言い訳すると、タイロンがふっと表情をやわらげた。

「まあいい。警察が調べればわかることだ」

「はい、あの、すみません、撮さつ影えいに水を差すようなことになってしまって」

　先ほどから気になっていたことを謝る。監督はただでさえ多た忙ぼうなのに、個人的なトラブルで手をわずらわせることになってしまって申し訳なく思っていたのだ。

「きみが謝ることはない。悪いのは、不ふ愉ゆ快かいな手紙を貼り付けていった奴やつだ」

　タイロンが振り返り、口元に笑みを浮かべる。

「プロデューサーの中には俳優のスキャンダルや撮影中のアクシデントも映画の宣伝に利用しようと考える人もいるが、俺はそういうことはしない主義だ。今回の件も、表沙汰にならないように手を尽つくす」

　タイロンの力強い言葉に、胸に安あん堵ど感かんがこみ上げてくる。

　心細く不安なときに、こうやって味方してくれる人がいるのがどんなにありがたいことか。

「それと、きみがこの部屋に移動したことは、支配人と限られた従業員にしか知らせていない。俳優やスタッフに訊きかれても、ここに泊とまっていることは言わないように」

「はい」

　背筋を伸のばし、こくこくと頷うなずく。

　あまり考えたくなかったが、犯人はホテルに宿しゆく泊はくしているスタッフやキャストの中にいる可能性が高い。そして監かん督とくが魁を褒ほめたことが気に入らないらしい犯人は、魁が監督の部屋に移動したと知ったらますます怒いかりを募つのらせるおそれがある。

「夕食はルームサービスを頼たのもう」

　言いながら、タイロンが踵きびすを返す。

　部屋でふたりきりで食事することを意識して、慶はしばし固まってしまった。







　その晩、慶はなかなか寝ねつくことができなかった。

　午後十一時にベッドに入ってから、かれこれ一時間以上寝ね返がえりを打っている。

（あんなことがあったんだし、当然といえば当然か……）

　部屋のドアに貼はられていた手紙の件は、慶にとってかなりショックな出来事だった。

　おそらく魁は、これまでにも何度もああいう嫌がらせを受けているのだろう。芸能界にいると多くの人の注目を集めるし、ネットで否定的な意見を書かれるのは日常茶さ飯はん事じだ。

　慶も小説家である以上、読者から批判を受けることもある。けれどあくまで小説への批判であって、慶本人を攻こう撃げきするものではない。

（僕はＳＮＳもやってないし、滅めつ多たに人前にも出ないし）

　人気作家となれば話は別だろうが、今のところ慶は無名に近い存在だ。

　出版社の担当者からは宣伝のためにサイン会やイベントに出るよう勧すすめられているが、今回のようなことがあると人前に出るのが怖くなる。他人から悪意を向けられたときのダメージを考えると、今後もなるべく人前に出ないようにしたほうがよさそうだ──。

　そのようなことをつらつら考えつつ、慶はどこか上の空だった。

　頭では気味の悪い手紙について考えているのに、心は別のところをふわふわと漂ただよっている。

　目を閉じると、瞼まぶたにタイロンの姿が浮かび上がる。

　撮影現場での厳しい表情。

　演技を褒めてくれたときの、優やさしい笑顔。

　ドアに貼られていた手紙を丸めた、静かに怒りを漲みなぎらせた手。

　ふたりきりでの夕食の席、慶は気き恥はずかしくてタイロンと目を合わせることができなかったが、タイロンは打ち解けた様子で映画や料理の話をしてくれて……。

　今日一日のタイロン総集編が、くり返し慶の心のスクリーンに映し出されていく。

（……こんなの困る）

　仰あお向むけになって、慶は両手で顔を覆おおった。

　想おもいを募らせたところで、著名な映画監督のタイロンと駆かけ出しの小説家の自分が結ばれるはずもない。

　そもそも自分は魁の怪け我がが治るまでの身代わりだ。あと何日かでお別れだし、タイロンは椎葉慶という人物を知る機会がない。

（親切にしてくれてるのも僕のことを魁だと思っているからであって、僕に特別な感情を持っているわけじゃないんだよな）

　魁は今回の映画で重要な役どころを演じる大事な俳優だ。俳優がストーカー絡がらみのトラブルに巻き込まれたりしたら、撮影に支障が出てしまう。

（早く犯人がわかって、一件落着となればいいけど……）

　寝返りを打つと、カーテンの隙すき間まから月明かりが差し込んでいた。

　月明かりに誘さそわれるように、そっとベッドから抜ぬけ出してバルコニーに下り立つ。

　今こ宵よいは満月だ。青白い光を浴びて、ホテルの庭園はひっそりと静まり返っている。

　こんな夜に、薔ば薇らの咲さく庭を散歩したら気持ちよさそうだ──。

　目を閉じると、裸足はだしで庭を歩く自分の姿が浮うかび上がる。

　足の裏にちくちく刺ささる芝しば生ふの感かん触しよく、眠ねむるように花びらを閉じている薔薇のほのかな香かおり、どこからか聞こえてくる虫の音……想像の中で、慶は物語の主人公になって庭をそぞろ歩いた。

　夜しか散歩できないのは、主人公は昼間は屋や敷しきの一室に閉じ込められているからだ。

　いや、日光に当たると死んでしまうからという理由のほうがいいかもしれない。

　日光が苦手ということは、きっと主人公は吸きゆう血けつ鬼きなのだろう。あるいは自分のことを吸血鬼だと思い込んでいる、少々エキセントリックな少年とか。

『こんな時間にひとりで出歩くのは感心しないな』

　花か壇だんの前でたたずんでいると、ふいに背後から声をかけられてどきりとする。

　振ふり返ると、そこに立っていたのは黒いマントをまとったタイロンで──。

「……っ！」

　うとうとと微睡まどろんでいた慶は、はっと目を覚ました。

　バルコニーから庭を眺ながめていたつもりだったが、ベッドに横たわったまま空想の世界に入り込んでしまったらしい。

　すぐには頭を切り換かえられなくて、慶は妄もう想そうの世界に身を委ゆだねた。

〈オーベルジュ・ドュ・レザン〉は中世のヨーロッパの城館で、タイロンは城館の主あるじである貴族の青年だ。黒い馬にまたがって颯さつ爽そうと駆けていくタイロンに、村の娘むすめたちが熱い視線を送っている。

　村はずれの小さな家で代書屋をしている慶も、密ひそかにタイロンに憧あこがれていた。

　ある日森に出かけた慶は、狼おおかみに追われて道に迷ってしまう。あたりが暗くなり、心細い気持ちで森をさまよっていると、通りかかったタイロンが馬上から声をかけてくれるのだ。

『どうした、道に迷ったのか？』

『は、はい……』

『きみは村に住む代書屋だな。送っていこう』

『ありがとうございます……っ』

　馬のうしろについて歩こうとすると、逞たくましい腕うでにひょいと抱かかえ上げられて慶は目を白黒させた。馬上でタイロンと体が密着し、かあっと頰ほおが熱くなる。

（うわ、なんかちょっと、生々しい……）

　ずくんと体の芯しんが疼うずいて、慶はシーツの上でもぞもぞと身じろぎした。

　いつもと違って、空想がロマンス小説のような展開になってしまった。甘いムードに浸ひたるだけならまだしも、性的な興奮に至りそうになって、慌あわてて不ふ埒らちな妄想を振り払はらう。

（だめ……隣となりの部屋にタイロンがいるんだから）

　今朝のように自じ慰いに耽ふけるわけにはいかない。こみ上げてきた欲よく望ぼうを抑おさえようと、慶は体を丸めた。

　それにしても、自分はいったいどうしてしまったのだろう。同世代の男性に比べて淡たん泊ぱくな質たちだと思っていたが、タイロンに出会ってから急に男性ホルモンが活性化しているような感じだ。

（だめだ……エッチなこと考えてるってタイロンに知られたら、きっと軽けい蔑べつされる）

　なんとか熱をやり過ごそうと、慶はタイロンに冷たい眼まな差ざしを向けられるところを想像した。
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「これまでだって、パパは好きなようにやってきたでしょう。今さら父親面づらしないで」

　モニカ・ミルズ演じる娘が、ジョー・クレメンス演じる父親に向かって静かに言い放つ。今にも爆ばく発はつしそうな感情を抑え、必死で理性を保とうとしている姿が痛々しい。

　モニカの迫はく真しんの演技に、慶は感かん嘆たんの吐と息いきを漏もらした。

（すごい……シナリオに書かれていた役のイメージそのものだ）

　表向きは穏おだやかで賢かしこい女性だが、心に長年の鬱うつ屈くつを溜ため込んでいる。抱えている不満をときおり父親や弟に八つ当たり的にぶつけてしまい、そんな自分が嫌いやで仕方ないという、なかなか一筋縄なわではいかない役どころだ。

　モニカの本当の性格はどうだかわからないが、慶が見る限り、明るく自信に満ちあふれ、何ごとにも積極的な女性という感じがする。普ふ段だんの彼女とは対照的な役やく柄がらを、表情や声こわ音ね、ちょっとした仕草で実にうまく演じていた。

「カット！　ＯＫです」

　一発でＯＫが出て、モニカが満足そうに微笑ほほえむ。父親役のジョーも、苦く悩のうの表情から素すの顔に戻もどって笑えみを浮かべた。

「休きゆう憩けいにしよう。十五分後にシーン17だ」

　タイロンが立ち上がり、ぐるりと周囲を見まわす。エキストラの待機席の隅すみにいた慶に目を留め、「大だい丈じよう夫ぶか？」というように首を傾かしげた。

「大丈夫です」

　声を出さずに言いながら、慶も軽く頷うなずいて見せた。秘密めいたやりとりが照れくさくて、ついつい頰が緩ゆるんでしまう。

（いけない、こういうのが特別扱あつかいだって思われるんだ）

　慌てて慶は、俯うつむいてシナリオを読むふりをした。

　今この現場に、手紙を貼はった犯人がいるかもしれないのだ。犯人を刺し激げきしないよう、細心の注意を払わなくてはならない。

　本当は今日は一日部屋にこもって小説を書こうと思っていたのだが、今朝タイロンと一いつ緒しよに部屋で朝食をとった際、撮さつ影えい現場で見学するように言われた。

『俺の目が届くところにいてほしいんだ。それと、犯人にきみがあの手紙に怯おびえて部屋に引きこもっていると思わせたくない』

『犯人を挑ちよう発はつすることになりませんか……？』

　おずおずと尋たずねると、タイロンは考え込むように腕を組んだ。

『だとしても、きみをひとりにしておくのは心配だ』

　そう言われると慶もひとりで部屋に残るのが怖こわくなり、撮影現場に出ることにした。

（そろそろ魁から返事来てるかな）

　休憩の間にメールをチェックしようと、スマホの電源を入れる。三十分ほど前に、魁から『ストーカーの件、判明。電話して』というメッセージが入っていた。

（ここでかけるわけにはいかないな）

　ロビーなら従業員の目もあるし安全だ。立ち上がってちらりとタイロンのほうを見やると、タイロンはモニカと何やら話し込んでいた。

　慶の動きに気づいたのか、タイロンがモニカと話しつつこちらに視線を向ける。

　目が合ったので、慶は軽くスマホを掲かかげて「電話してきます」と口を動かした。

　ロビーにはスタッフとエキストラが何人かいたが、皆みなそれぞれ電話をかけたりメールしたりと忙いそがしそうだった。慶も壁かべ際ぎわに立って、魁に電話をかける。

『もしもし、慶？』

「うん。今メッセージ見た。どうだった？」

　声を潜ひそめて尋ねると、ソファに掛かけてスマホを操作していた髭ひげ面づらの男性がちらりとこちらに視線を向けてきた。

『ストーカーしてた奴やつの所在を調べてもらったんだけど、残念ながらはずれだった。半年前にオハイオ州の実家に戻って就職して、昨日も職場に出勤してたって』

「そう……ちゃんと立ち直って生活してるんだね」

『立ち直ってるかどうかはわかんないけど、就職したって聞いて俺もちょっとほっとしたよ。嫌な思いはさせられたけど、破は滅めつしろって願ってたわけじゃないから』

　魁の話に相あい槌づちを打ちつつ、髭面の男が聞き耳を立てているような気がしてエントランスのほうへ移動する。

「じゃあやったのは別の人だね。他ほかに心当たりは？」

『ない。思い出したらまた連れん絡らくするよ』

「あ、待って。昨日荷物が届いた、ありがとう」

　電話を切ろうとした魁を、慌てて慶は呼び止めた。

『もう届いたんだ。あのスニーカー、めっちゃかっこいいだろ。服も出し惜おしみせずにじゃんじゃん着てよ』

「服はともかく、あの下着はなんなの」

　さらに声を潜め、早口で尋ねる。

　ゆうべ寝しん室しつでひとりになってから箱の中身を点検したのだが、服や靴くつとは別に、綺き麗れいな包装紙に包まれた下着が入っていた。『これは俺からのプレゼント。開けてみて！』と書かれていたのだが……。

『へへっ、気に入った？』

「気に入ったも何も、びっくりしすぎて何がなんだか……」

　ぴったりしたビキニやＴバック、肌はだが透すけそうな布地のセクシーな下着の数々が目の前にちらついて、慶は頰を上気させた。

『だって慶の下着、無難なボクサーブリーフばっかりで色気皆かい無むなんだもん。俺、ズボンに下着のラインが出るの嫌なんだよね。だからそっちにいる間くらいはぴったりしたの穿はいて』

「だけど、あんな……っ」

　ズボンにラインが出るのを防ぐだけなら、何もあんな透け透けの布地でなくてもいいのではないか。

『慶もさあ、せっかく素材がいいんだから、もっと色気を醸かもし出さないと。エッチな下着を身につけると、それだけで気分が盛り上がってエロい雰ふん囲い気きになれるよ』

「今そういう状態になるのってまずいでしょう！」

『ストーカーを刺激しちゃうから？　いやいや、嫌がらせしてくるような奴に萎い縮しゆくしちゃだめだよ。こういうときこそ堂々と、そうだ俺はいい気になってる、悪いか？　って見せつけてやらないと』

　魁の逞しさに、慶は苦く笑しようした。さすが俳優、海千山千の芸能界ではこれくらい図太くないとやっていけないのだろう。

「僕には無理。ここにいるだけで精せい一いつ杯ぱいなんだ」

『わかった。撮影現場で穿けとは言わない。だけどひとりエッチのときに……』

「もう切るよ」

　破は廉れん恥ちな提案を遮さえぎって、慶は通話を切った。

　一いつ拍ぱく置いてから、かあっと頰が熱くなる。考えまいとしても、頭の中にむくむくと今朝の光景が広がっていくのを止められなかった。

　ゆうべは自制し、自じ慰いをしなかった。タイロンが隣となりの部屋にいるのだから当然だ。

　けれど寝ねる前に淫みだらな妄もう想そうに浸ひたっていたせいか、何やらエロティックな夢を見てしまった。

　裸はだかでベッドに横たわり、いけないと思いつつ自慰に耽ふけっていると、いつのまにかタイロンがそばに立っていて──。

　夢は願望の表れ、という言葉が頭をよぎる。

　自分の中にそんな破廉恥な欲よく望ぼうが潜んでいるとは思いたくないが、夢の中で慶はタイロンの視線を感じながら達してしまった。

　それだけでも充じゆう分ぶんに恥はずかしいのに、目が覚めると下着がしっとりと濡ぬれていた。

　夢精なんて思春期以来で、慶はひどく狼狽うろたえた。慌あわててベッドから抜ぬけ出し、タイロンが起きる前に急いでシャワーを浴びた。

　汚よごしてしまったのは魁の言うところの色気のないボクサーブリーフだが、薄うすい布地のセクシーなビキニが白はく濁だくに濡れているところを想像してしまい……。

「──魁」

「ひゃっ！」

　ふいに背後から降ってきた声に、慶は文字どおり飛び上がった。急いで妄想の世界から現実に戻って振ふり返る。

　タイロンが、怪け訝げんそうな表情でこちらを見下ろしていた。

「なかなか戻ってこないから心配になって」

「あっ、すみません、大丈夫です……っ」

　先ほどまで淫らな妄想に浸っていたので、動どう揺ようして声が上うわ擦ずってしまう。

　休きゆう憩けい時間は残り五分だ。周囲を見まわしてから、慶は声を潜めた。

「あの、警察から電話が来ました。例の男性はオハイオ州の実家に戻もどってて、昨日も職場に出勤していたそうです」

「じゃあ犯人は別の人物か。振り出しに戻ったな」

　タイロンが顎あごに手を当てて、思案するように宙を見上げる。

　髭面の男性の視線が気になって、慶はそわそわしながら「そろそろ戻らないと」と呟つぶやいた。

「そうだな。引き続き、俺の目の届くところにいてくれ」

「はい」

　大きく肩かたで息をして、深々と頷く。

　手紙を貼った犯人に見られているのではないかと冷や冷やしつつ、こうやってタイロンが気き遣づかってくれるのが嬉うれしかった。

　タイロンは撮影中のトラブルに対処しているだけなのだろうが、そうとわかっていても、犯人の指し摘てきどおりいい気になってしまいそうだ──。

（いやいや、僕は思ってることが顔や態度に出ちゃうほうだから気をつけないと）

　魁と違ちがって自分は演技ができない。いい気になる云うん々ぬんよりも、タイロンへの想おもいを周囲に気づかれないように細心の注意を払はらわなくては。

（とりあえず、人前では空想癖へきを封ふう印いんすること……！）

　タイロンの背中を追いかけながら、慶は自分にそう言い聞かせた。







　その日の撮さつ影えいも滞とどこおりなく進み、午後七時前に終しゆう了りようした。

　いったん部屋に戻って着き替がえ、夕食はビュッフェで皆と一いつ緒しよにとることにして、タイロンと連れ立ってダイニングルームへ向かう。

「ずっと見てるだけってのも疲つかれるだろう」

「いえ、全然。勉強になりますし、映画のフィルムとは違った角度から見ることができるのは興味深いです」

　廊ろう下かを歩きながら、タイロンと言葉をかわす。

　実際慶は、見学を大いに楽しんでいた。皆の演技もさることながら、普ふ段だんは目にする機会のないスタッフやエキストラの働きぶりも垣かい間ま見みることができる。

（今書いているシリーズを続けさせてもらえたら、次は主人公たち三人組の住む町で映画のロケが行われるっていう話もいいなあ……。主人公たちもエキストラで参加したりして）

　頭の中で、小説のキャラクターが動き始める。張り切ってエキストラに参加したものの、ジャックとボブとＴＪはまたしても事件に巻き込まれてしまうのだ。

　そう、たとえば撮影用の貴重な小道具が行方ゆくえ不明になったり……。

「そうそう、熱気球の会社が撮影に協力してくれることになったんだ」

「……えっ？」

　ぼんやり物思いに耽っていた慶は、タイロンの言葉を聞き逃のがして慌てて顔を上げた。

「気球だよ。撮影に使わせてもらえないか交こう渉しようしてたんだ。明日の早朝、下見に行くことにした」

「そうなんですか」

　気球と聞いて、慶はぱっと顔を輝かがやかせた。シナリオで読んだデートのシーンが気球バージョンで頭に浮うかび、青い空とカラフルな気球の色に気持ちが高こう揚ようする。きっと心が浮き立つような素す敵てきな場面になるだろう。

　エレベーターホールで立ち止まったタイロンが、慶の顔をしげしげと見下ろす。反応が薄いので、訝いぶかしく思っているのかもしれない。

（うう……こういうとき、とっさに気の利きいたことを言えたらいいんだけど）

　気球のシーン、楽しみです。印象的なシーンになりそうですね。

　そんな感じのことを言おうとするが、唇くちびるが固まってしまったかのように動かなかった。

　おろおろする慶を凝ぎよう視ししていたタイロンが、ふっと口元をほころばせる。

「失礼。気球と聞いたときのきみの表情がすごくよかったから、つい見入ってしまった。デートに誘さそわれたときのモニカにも、ぜひああいう表情をしてもらいたいな」

「…………」

　いったい自分はどんな表情をしていたのだろう。

　青い瞳ひとみに見つめられて、体温が急きゆう上じよう昇しようする。きっと耳まで赤くなっているに違いない──。

　ふとタイロンが怪訝そうな表情になり、慶の背中を覗のぞき込む。

「……えっ!?」

　首の付け根の辺りに触ふれられて、慶は驚おどろいて声を上げてしまった。

「ああ、悪い。このカーディガン、裏返しなんじゃないかと思って」

　カーディガンのタグをつまんで、タイロンがくすくす笑う。

　慌てて前立ての部分を見下ろすと、タイロンの言うとおり裏返しだった。

「うわ、ほんとだ……っ」

　魁が選んだ薄うす手での生き成なりのカーディガンは、前にボタンのついていない洒落しやれたデザインだ。それでなくても普段から服を裏返しや後ろ前に着てしまうことが多々あるので、指摘されるまでまったく気づかなかった。

　焦あせって脱ぬごうとすると、腕うでの部分が絡からまってしまう。

　袖そでを引き抜こうとあたふたしていると、タイロンが声を上げて笑った。

「そんなに慌てなくていい」

「は、はい……っ」

　タイロンが、慶の前に立ってカーディガンを脱がせてくれる。

　目の前に厚い胸むな板いたが迫せまり、慶はくらくらと目め眩まいを感じた。　>>>♥

（うわ、うわ……っ、近すぎる……っ）

　ほとんどハグされる寸前の距きよ離りだ。ほのかなコロンの香かおりにタイロン自身の匂においが混じり、濃のう厚こうなフェロモンと化して慶の官能をくすぐる。

　タイロンは慶がカーディガンを着直すのを見守り、最後に軽く襟えりを摑つかんで形を整えてくれた。

「これでよし」

「ありがとうございます……っ」

　視線を泳がせながら、ようやくやってきたエレベーターに逃にげるように駆かけ込む。

　エレベーターの中でも、鼓こ動どうが鳴り止やまなかった。すぐ近くに立っているタイロンを意識してしまい、頭がまともに働かない。

　一階に到とう着ちやくしてぎくしゃくとロビーを歩いていると、ソファで脚あしを組んでスマホを見ていたモニカが顔を上げた。

「あら、一緒だったの？」

「ああ、エレベーターで一緒になって」

　タイロンが、慶のほうを見ながら愛あい想そよく答える。

　無意識にカーディガンの襟を両手で引っ張ってしまい、慌てて慶は手を離はなした。

「ふたりはよく一緒にいるわよね」

　モニカの緑色の瞳が、探さぐるように慶とタイロンを交こう互ごに見やる。

「そうかな？」

　タイロンがとぼけ、モニカが「ええ」と微笑ほほえむ。

　その目が笑っていないことに気づいて、慶はすっと体温が下がるのを感じた。

（まさか……モニカがあの手紙を？）

　あり得ない話ではない。以前魁が、女優同士の陰いん湿しつないじめについて話してくれたことがあった。

『悪口言ったり衣い裳しようを隠かくしたりするのはまだ可愛かわいいほうだよ。すごいのになると、相手の彼氏や旦だん那なを寝ね取とったり、芸能記者と結けつ託たくしてスキャンダル捏ねつ造ぞうしたり』

　疑いたくはないが、モニカには動機がある。怖こわくなって、慶は「ちょっと失礼します、電話かけてこなきゃ」と呟きながらふたりから離れた。

　タイロンが何か言おうとするが、目で「先に行っててください、すぐ行きます」と訴うつたえる。

　了りよう解かいしたように頷うなずいて、タイロンはモニカを伴ともなってダイニングルームへ向かった。

　ふたりの後ろ姿を見送ると、慶はエントランスから外に出た。周囲に誰だれもいないのを確かく認にんしてから魁に電話をかける。

『もしもし？　慶？』

「あのさ、モニカがやった可能性はあると思う？」

　声を潜ひそめ、早口で尋たずねる。

『モニカ・ミルズ？』

「うん、ここに来たときから彼女、監かん督とくのこと狙ねらってるっぽくて……」

　先ほどの出来事を手短に伝えると、魁が『あー、なるほどね』と呟いた。

『モニカって必ず自分の格が上がるような相手を選んでつき合ってるもんね。シュナイダー監督なら女優としてのハクもつくし、一気にランクアップって感じだもんなあ』

「彼女に恨うらまれないように、監督と距離を置くべき？」

『まだモニカが犯人って確定したわけじゃないんだろ？　だったら泳がせて尻しつ尾ぽを摑まなきゃ』

「どうやって？」

『そうだな、敢あえて監督といちゃいちゃする』

「魁！　ふざけないでよ！」

　思わず声が高くなり、慌あわてて手で口を覆おおう。

『ふざけてないよ。でもまあ、慶には難しいミッションだよね。監督がモニカとつき合うほうが手っ取り早いかな』

「……っ」

　魁の提案に、慶は言葉を失った。

　魁の言うとおり、モニカが犯人だとしたら、タイロンと恋こい仲なかになれば満足して嫌いやがらせをやめるだろう。

　トラブルは解消され、魁がここに来てからも安全に過ごすことができる。

　けれど慶は、タイロンとモニカが結ばれることを想像するだけで息が止まりそうだった。

『まずは監督に相談してみなよ。言っとくけど、ひとりでどうにかしようなんて思っちゃだめだからね』

「……うん」

　打ちひしがれた気分で、電話を切ってロビーに戻もどる。

　昼間も見かけた髭ひげ面づらの男が、ソファに座ってスマホを弄いじっていた。男に見られているような気がして、慶はそそくさとダイニングルームへ向かった。







「ちょっと二階のきみの部屋を見てくる。きみはここにいてくれ」

　夕食を終えて三階のスイートルームに戻ると、タイロンは慶を残して再び出かけていった。

　また手紙が貼はられていないか、確認しにいくのだろう。

　ひとりになると急に心細くなり、落ち着かない気分で寝しん室しつをうろうろする。

　夕食の時間は、慶にとって少々気き詰づまりなものとなった。モニカが、タイロンの隣となりにべったりくっついて離れなかったのだ。

　誰がどう見てもモーションをかけているとしか思えない態度で、実際慶の向かいに座っていたデレクがにやにやしながら「彼女、ちょっとあからさますぎじゃない？」と囁ささやき、隣の席にいたメイク担当の女性も深々と頷いていた。

　それだけなら別にモニカへの疑いを深めるようなことではない。

　けれど料理を取りに席を立った際に、気になることを言われてしまった。

（敵意というか、牽けん制せいかな）

　思い出して、ため息をつく。

　にこやかな笑えみを浮かべて近づいてきたモニカは、料理を取るふりをしながら慶に話しかけてきた。

『監督はゲイじゃないわよ』

　急にそんなことを言われて、慶は驚いて彼女を見つめた。一いつ瞬しゆん自分の正体がばれてしまったのかと焦ったが、数秒経たってから魁がカミングアウトしていることを思い出した。

『……ええ、知ってます……』

　なんとか声を絞しぼり出すと、モニカはすっと目を眇すがめた。

『そう。ならいいんだけど』

　たったそれだけの短い会話だったが、モニカが親切な気持ちで忠告してくれているわけではないことははっきりと伝わってきた。

　タイロンを狙っている彼女からすれば、慶は目め障ざわりな存在なのだろう。

　今日も休きゆう憩けい時間になるたびにタイロンが声をかけてくれたし、一いつ緒しよに過ごす時間が長いとどうしても親しそうに見えてしまう。

（どうしよう……タイロンに相談するべき？）

　ベッドの端はしに掛かけて、慶は両手を握にぎり合わせた。

　モニカの言葉が耳によみがえり、気持ちが沈しずんでいく。

　モニカは、慶がタイロンに想おもいを寄せていることに気づいている。

　魁のふりをするのに必死で頭から抜ぬけ落ちていたが、魁はゲイであることを公表しているわけで、当然タイロンもそのことは承知だろう。

　モニカが気づいているということは、タイロンも薄うす々うす慶の気持ちに気づいているのかもしれない。

　自分に想いを寄せている男と同じ部屋に寝ね泊とまりすることを、タイロンはどう思っているのだろう……。

「……っ」

　ドアの開く音に、慶ははっとして顔を上げた。

　タイロンが戻ってきたようだ。立ち上がって寝室を出ると、タイロンがネクタイを外しているところだった。

「貼り紙はなかったよ」

　タイロンがこちらに向き直り、慶を安心させるように笑みを浮うかべる。

「そうですか……」

　いい知らせではあるが、まだ解決したわけではない。モニカのことを切り出そうかどうしようか迷っていると、タイロンが「座ってくれ」とソファを指さした。

「夕食のとき、モニカ・ミルズに何を言われた？」

　慶の向かいに座ったタイロンが、いきなり核かく心しんを衝ついてくる。

　質問に動どう揺ようし、慶は目を左右に泳がせた。

「……別にたいしたことじゃありません。どれがお薦すすめ？　とかそんな感じの……」

「そうは見えなかったぞ。きみはひどく傷ついた顔をしていた」

「……っ」

　そんなところまで見られていたのかと、愕がく然ぜんとする。取り繕つくろおうにも、瞬しゆん時じに顔が赤くなってしまってどうすることもできなかった。

「……えーと、ちょっと忠告されました」

「具体的には？」

　問い詰つめられて、慶は観念して睫まつ毛げを伏ふせた。

「…………監督はゲイじゃない、と」

　蚊かの鳴くような声で告げると、タイロンがわずかに眉まゆをそびやかした。

「俺がきみと親しげにしているのが気に入らないんだろうな」

「…………」

　モニカがどう思っているかより、モニカの指し摘てきをタイロンがどう思ったかのほうが気になって落ち着かない。俯うつむいて、慶は判決を言い渡わたされる被ひ告こくの気分でタイロンの言葉を待った。

「つまり、モニカが犯人だという可能性が大いに高いわけだ。実は俺も彼女が怪あやしいんじゃないかと感じていた。俺に媚こびを売るだけならともかく、きみに敵意をちらつかせてるだろう」

　それについてなんとコメントしようか迷っていると、誰かがドアをノックする音が聞こえてきた。

　タイロンが立ち上がり、寝室に隠れているようにと手で示す。

　慶がドアを閉めたのを確かく認にんしてから、タイロンは訪問者に「はい」と返事をした。

「モニカです」

　彼女の声に、ぎくりとする。寝室のドアにへばりつくようにして、慶は耳を澄すました。

「どうした？」

　タイロンがドアを開ける音に続いて、モニカが「遅おそくにごめんなさい」と言っているのが聞こえた。

「演技のアドバイスが欲しくて。よかったら一階のバーで飲みながら話しません？」

　彼女の声は、はっきりと艶つやを帯びていた。女性が意中の男性を誘ゆう惑わくするとき、こんなにも普ふ段だんと違ちがう声こわ音ねで話すものなのかと驚おどろくほどに。

　タイロンはモニカの誘さそいに応じるのだろうか。

　もしも彼女が犯人なら、魁が言っていたようにタイロンがモニカの誘いに乗れば嫌がらせは収まるだろう。

（……だけどそんなの嫌だ）

　ぎゅっと胸の前で拳こぶしを握り締しめる。

　タイロンにこの気持ちを告げるつもりはないが、ふたりがいちゃつくところを目にするのはつらすぎる。

「いや、やめておこう」

「バーじゃなくてもいいわ。なんなら私の部屋でも」

　食い下がるモニカの言葉を、タイロンが「ミズ・ミルズ」と遮さえぎった。

「きみの女優としての能力は大いに買っている。女性としても魅み力りよく的だと思っているが、俺は仕事仲間とは寝ねない主義なんだ」

「ふうん、セクハラ問題を心配して？」

　モニカがからかうような口調で尋たずねる。けれど声音に先ほどのような甘さはなく、刺とげ々とげしい響ひびきをはらんでいた。

「それもあるが、職場恋れん愛あいはたいてい厄やつ介かいなことになる」

「用心深いのね」

「そういうことだ」

「じゃあ……クランクアップしてから改めて誘うしかないみたいね」

　それについてはコメントせず、タイロンが「おやすみ」とだけ口にする。

　ドアが閉まる音に、慶は詰めていた息をふっと吐はき出した。無意識に拳を強く握り締めていたらしく、指先がじんじんと痛む。

「もう出てきて大だい丈じよう夫ぶだ」

　おずおずと寝室のドアを開けると、タイロンが顎あごに手を当てて険しい表情を浮かべていた。

「おそらく彼女が犯人だろうな。さて、どうしたものか」

　魁の提案のひとつ、タイロンがモニカとつき合うというのはどうやら実現しなさそうだ。

　もうひとつの案、慶とタイロンがわざといちゃいちゃするというのは……。

（論外だな。タイロンだって、男といちゃつくのは気が進まないだろうし）

　窓辺に寄って、慶は夜の庭園を見下ろした。

　この部屋に移ってきてから用心のためバルコニーに出ないようにしているが、月を眺ながめながら滅めつ多たに飲まないお酒をちびちびやりたい気分だった。

「あの……僕としては、犯人を突きとめなくてもいいんじゃないかと思ってます。今のところ大きな被ひ害がいを受けたわけじゃないですし、犯人もついあんなことしちゃったけど今は反省しているかも……」

　先ほどから考えていたことを口にする。

　モニカを追い詰めたら、かえって事態が悪化しそうだ。何より慶は、撮さつ影えいへの影えい響きようを恐おそれていた。

　タイロンが隣となりにやってきて、青い瞳ひとみでじろりと慶を見下ろす。

「こういう小さな兆候を甘く見てはいけない」

　びくりと首をすくめると、タイロンがはっとしたように表情をやわらげた。

「仕し事ごと柄がら、こういったいじめや嫌いやがらせはたくさん見聞きしている。たいしたことないだろうと放置すると事態は悪化する一方なんだ。犯人がわかった時点でしっかり釘くぎを刺さしておかないと」

「……まだ彼女が犯人と決まったわけじゃないですよね」

　慶が言うと、タイロンが特大のため息をつきながら宙を見上げた。

「そう、証しよう拠こがないのに問い詰めるわけにはいかない」

　言いながら、先ほどの慶と同じように庭を見下ろす。

　しばしの沈ちん黙もくののち、タイロンは慶のほうへ向き直った。

「モニカが尻しつ尾ぽを出すところを押さえたい。きみを囮おとりにするのは気が進まないが、協力してくれないか」








６






　翌日の午前八時。気球の下見から戻もどったタイロンと慶は、同行した助じよ監かん督とくやカメラマンたちと朝食をとりにダイニングルームへ向かった。

「おはよう。気球見にいってたんだって？」

「ええ、撮影の下見に」

　隣のテーブルからジョー・クレメンスに声をかけられ、タイロンがにこやかに答える。

「どうだった？　モニカのデートのシーン、気球に変へん更こう？」

「そうするつもりです。気球のほうが断然よかった」

「何年か前に乗ったことあるけど、あれはなかなか面おも白しろかった。時間があったら行ってみようかな」

　一いつ緒しよにいたサム・コーディも話に加わり、ひとしきり気球の話題で盛り上がる。

　けれど慶は、サムの向かいの席にいるモニカの反応が気になってそれどころではなかった。

　普ふ通つうは撮影場所の下見に俳優は参加しないものらしい。しかも気球のシーンは魁の出演シーンではなく、モニカと相手役のデートの場面だ。

　モニカが出演するシーンなのに、タイロンは彼女ではなく慶を連れていった。モニカとしては内心面白くないだろう。

　タイロンがわざわざ慶を伴ともなったのは、これも作戦のひとつだからだ。

『モニカはきみに嫉しつ妬としている。そこをつつけば尻尾を出すかもしれない』

　タイロンの作戦というのは、モニカの嫉妬を煽あおって再び嫌がらせの手紙を貼はるように仕向け、現場を押さえる、というものだった。

　つまり魁の言うところの〝敢あえてタイロンと慶がいちゃいちゃしてみせる〟という計画で……。

（そんなにうまくいくかな）

　モニカはコーヒーカップを手に微び笑しようを浮うかべ、皆みなの話を興味深そうに聞いている。その表情から怒いかりや苛いら立だちは微み塵じんも感じられなかった。

　といっても彼女は女優なので、感情を隠かくすことなどお手のものだろうが……。

「魁、コーヒーは？　紅茶のほうがいいかな」

「あ、えーと、コーヒーいただきます」

　タイロンに親しげに話しかけられ、慌あわてて返事をする。

「サラダとフルーツも取ってこよう」

「いえ、自分で……」

「大丈夫。きみの苦手なものは把は握あくしている」

　ぽんぽんと肩かたを叩たたかれて、慶は目を白黒させた。

　作戦だとわかっていても、タイロンの親密な態度に顔が熱くなる。

　しかしモニカの作り笑え顔がおがかすかに引きつったのを見て、上じよう昇しようした体温がすっと下がっていった。




　　　　◇◇◇




「今日はここまでにしよう。お疲つかれさま」

　プールサイドでのシーンを撮とり終え、タイロンは皆にねぎらいの声をかけた。

　腕うで時ど計けいを見ると、そろそろ午後十時になろうとしている。今日は午後から撮影を行い、夕食を挟はさんで夜のシーンを撮ったので結構長丁場になってしまった。

（慶はどこだ？）

　助監督と言葉をかわしつつ、さりげなく辺りを見まわす。

　エキストラの待機席の端はしにちょこんと掛かけている姿が見えて、タイロンはほっと胸を撫なで下ろした。

　モニカの姿は見当たらない。夕食前に彼女の出演シーンの撮影は終わったので、さっさと引き上げたのだろう。これまでは自分の出番を終えても現場に残っていたが、タイロンに脈がなさそうなので居残っても無む駄だだと判断したらしい。

（これで嫌がらせも収まればいいんだが）

　モニカのことは、実力のある女優だと評価している。今回の役にもぴったりだし、タイロンとしても彼女と揉もめて撮影に支障が出る事態は避さけたかった。

　いつもだったら撮影現場の後片付けにつき合ってから引き上げるのだが、タイロンは慶のもとへ急いだ。

「疲れただろう」

　声をかけると、エキストラと一緒に椅い子すを片付けていた慶が驚おどろいたように顔を上げた。

「いえ、全然……」

　周囲の目が気になるらしく、視線を左右に泳がせている。

　そばにいたエキストラの女性が、興きよう味み津しん々しんの様子でこちらを窺うかがっていた。

「きみの出演シーンの場所の下見をしたい。ちょっとつき合ってくれないか」

　聞き耳を立てているエキストラの女性に聞こえるように言って、慶の肩に軽く触ふれる。

　触れたとたんに白い頰ほおが上気したのを見て、タイロンは口元に笑みを浮かべた。

「はい、もちろんです」

　さりげなくタイロンの手から逃のがれつつ、慶がなんとか笑顔を作ろうとする。

　どうやら彼は、スキンシップにあまり慣れていないらしい。

（いや、アメリカで生まれ育ったんだから慣れていないってことはないか）

　今朝の気球の視察の際、ぼんやり空を見上げながら歩いていた慶がつまずきそうになってスタッフに支えられていたが、こんなふうに赤面はしていなかった。

　休きゆう憩けい時間にデレクが馴なれ馴れしく肩に手をまわしたときも、戸と惑まどいの表情こそ見せていたものの、こんなふうに恥はずかしそうにはしていなかった。

（これは……俺を意識しているからだと思っていいんだろうか）

　隣を歩く慶の横顔を、ちらりと見下ろす。

　タイロンは決して鈍どん感かんな男ではない。相手が自分に気があるか否いなか、見み抜ぬくのはお手のものだ。

　相手に気があってこちらも吝やぶさかでない場合、さりげなく誘さそいをかける。これまで恋れん愛あいで苦労した記き憶おくはなく、タイロンはいつもスマートにことを進め、後あと腐くされなく終わらせてきた。

　そう、それは恋愛というよりも男女の駆かけ引きのゲームだった。相手に夢中になったことはないし、深い愛情や執しゆう着ちやくを抱いだいたこともない。生しよう涯がいの伴はん侶りよを得たいと思ったこともなく、それゆえ結けつ婚こん願望も皆かい無むだ。

　もちろん世の中には真しん剣けんな恋愛を望んでいる人も多いし、結婚に夢を見ている人も少なからず存在する。そういう人たちを傷つけないよう、タイロンは純真なタイプを徹てつ底てい的に避けてきた。

（慶は、遊びでつき合ってはいけないタイプだな）

　それ以前に慶は同性だ。これまで同性とつき合った経験はないし、性的な関心を寄せたこともない。

　しかし歳を取ってから己おのれの性的指向に気づく場合もある。叔お父じのひとりは四十を過ぎてから自分がゲイだということに気づき、今は同性のパートナーと一緒に暮らしている。

　慶と出会ってから、タイロンは己の性的指向が揺ゆらぎつつあるのを感じていた。

（キスしたいとか思ってる時点で、ほぼ確定なんだろうが）

　彼に性的な欲よく望ぼうを感じていることは、もう認めざるを得ない状じよう況きようだ。

　けれど慶は初うぶで純真で、気軽に手を出していい相手ではない──。

　物思いに耽ふけっていたタイロンは、慶が何か言おうとしては取りやめ、ちらちらとこちらを窺っていることに気づいた。

「質問はなんでも受け付けるから、遠えん慮りよなくどうぞ」

　裏庭に通じる小こ径みちを歩きながら話しかけると、慶が「えっ？」と驚いたように振ふり向いた。

「さっきから何か訊ききたそうにしてるから」

　優やさしげな笑みを作り、慶の顔を覗のぞき込む。外灯の柔やわらかな光の下もと、慶の頰がほんのりと赤くなるのがわかった。

「……えーと、下見というのはどこですか……？」

　おずおずと尋たずねられ、タイロンは声を立てて笑った。

「すまない。行き先を言ってなかったな。すぐそこだ」

　前方を指さし、さりげなく細い肩に手を添そえる。

　幸い裏庭には誰だれもいなかった。月が皓こう々こうと輝かがやいて、薔ば薇らの花か壇だんを照らし出している。

「夜の庭もいいもんだな」

「そうですね」

　無難な会話をかわしつつ、東あずま屋やへ向かう。

　月夜の庭にふたりきり、という状況が落ち着かないのか、慶はタイロンの視線から逃にげるようにずっと俯うつむいている。

「あの、下見ってどのシーンでしょう？　僕の出番に夜の庭園のシーンはなかったと思うんですが」

　東屋にたどり着いたところで、慶が緊きん張ちように耐たえられなくなったように切り出した。

「そう、きみの出演シーンに夜の庭園は含ふくまれていない。散歩の口実だ」

　慶が面めん食くらったように目を瞬またたかせる。どう解かい釈しやくしていいか、戸惑っているのだろう。

「嫌いやがらせのせいで、ひとりで出歩くなとか部屋で待ってろとか、ずっと窮きゆう屈くつな思いをさせているだろう。俺が貼りついてたらリラックスできないかもしれないけど、そろそろ庭の散歩をしたいんじゃないかと思って」

　慶が訝いぶかしげな表情になったので、タイロンは手の内を明かすことにした。

　東屋のベンチに掛け、慶に隣となりに座るよう手で示す。

「何日か前、早朝に庭を散歩してただろう。バルコニーから見えたんだ」

「……っ」

　慶の横顔が、みるみる赤くなっていく。

　まったく、可愛かわいいにもほどがある。

　こんな物慣れない青年をいやらしい目で見るなんて、許されないことだ──。
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「何日か前、早朝に庭を散歩してただろう。バルコニーから見えたんだ」

「……っ」

　タイロンの言葉に、慶は思わず息を吞のんだ。

　まさか見られていたとは思わなかった。

　たしかあのとき、自分は魁のふりをすることも忘れてぼんやりと空想に耽っていて……。

（うわ、変な奴やつだと思われたかも）

　かあっと顔が熱くなり、視線を左右に泳がせる。

　変な奴だと思われただけならまだいいが、別人ではないかと疑われてはまずい。

「そ、そうなんです。ちょっと早く目が覚めちゃって、せっかくだから庭でも見ようかなって」

　魁の口調を真ま似ねて軽く受け流そうとするが、しどろもどろになってしまった。

　隣に座るタイロンにちらりと目を向けると、青い瞳ひとみと視線がぶつかる。

「ああ、何も考えずにぼーっと過ごすにはいい場所だ」

「ですね」

　こくこくと頷うなずいて、視線を薔薇の花壇に向ける。

　月明かりに照らされた庭は、絵に描かいたようなロマンティックなムードを漂ただよわせていた。

（ロマンティックとか、何考えてるんだ僕は……っ）

　タイロンと手をつないで歩く姿を思い浮うかべてしまい、慌あわてて振り払はらう。

　しかし頭の中は、次から次へ湧わき出した妄もう想そうにあっというまに占せん領りようされていった。

「ふむ……月夜の庭でデートっていうのもいいもんだな。映画でやるとベタ過ぎるが、現実ならありだ。きみは経験ある？」

「えっ？　いえ、月夜の庭でっていうのはないですね」

　月夜の庭どころか、まともにデートした経験もない。けれど今は魁になりきって、経験豊富なふりをしなくては。

「じゃあ今夜はデートってことにしよう。おいで」

　立ち上がったタイロンに手を伸のばされ、慶は目を白黒させた。

（デートってことにしようって、どういうこと？　映画のリハーサル？　それともタイロンの個人的な予行演習？）

　タイロンの言葉の真意を尋ねたかったが、唇くちびるが固まって動かない。ふらふらと引き寄せられるように右手を差し出すと、大きな手にすっぽりと包み込まれてしまった。

「これも敵をおびき出す作戦の一いつ環かんだ」

「あ……なるほど」

　間の抜ぬけた返事をしつつ、ぎくしゃくと歩く。

　タイロンは薔薇の花壇に挟はさまれた道を通って中央の小さな噴ふん水すいへ向かった。

　虫の音、木々のざわめき、そして風に乗って撮さつ影えい現場に残っている人たちの声もかすかに聞こえてくる。

　ふと慶は、今まで味わったことのない不思議な感覚に包まれていることに気づいた。

　緊張しているのに心ここ地ちいい。ふわふわと夢の中を歩いているような心こころ許もとなさもあるが、五感は研とぎ澄すまされたように冴さえ渡わたっている。

　今この瞬しゆん間かんを、自分は一生忘れないだろう。つないだ手から伝わる熱も、胸の鼓こ動どうも、薔薇の香かおりと草いきれが混じり合ったこの匂においも。

　タイロンの真意はもうどうでもよかった。

　好きな人と手をつないで歩く、それだけで充じゆう分ぶんだ。

（幸福感っていうのは、こういう気持ちのことをいうんだろうか）

　噴水にたどり着き、タイロンが足を止める。

　手を離はなされるかと思ったが、タイロンはしっかりと指を絡からめるようにつなぎ直してくれた。

「噴水は夜間は休止か」

「ええ、昼間だけみたいですね」

　睡すい蓮れんが浮かぶ水みな面もに月が映っていた。ゆらゆら揺れるさまを、心に刻みつけようと凝ぎよう視しする。

「思い出したよ。子供の頃ころ住んでた家の庭にもこんな噴水があった。あれは八つか九つの頃だったか、近くの池で捕つかまえたナマズをこっそり飼ってたんだ」

「え、飼ってたんですか？　ばれませんでした？」　>>>♥

「一週間ほどはばれなかったんだが、庭師に見つかってね。ナマズが母のお気に入りの睡蓮を荒あらしたもんだから、こっぴどく𠮟しかられたよ」

　タイロンがくすくす笑う。つないだ手から笑い声が伝わってきて、慶も口元をほころばせた。

「ナマズはその後どうなったんですか？」

「料理すると言われて、慌てて池に戻もどしにいった。名前をつけて可愛がってたから、晩ご飯にされてしまうのは忍しのびなくて」

　タイロンの子供時代の思い出を聞いて、空想癖へきがむくむくと頭をもたげ始める。

　池の畔ほとりに立ってナマズに別れを告げるタイロン少年。その隣には、幼い頃の自分がたたずんでいて……。

「……あなたはニューヨーク育ちの都会っ子だと思ってました」

　膨ふくらみかけた妄想を遮さえぎって、慶はタイロンの横顔を見上げた。

　振り返ったタイロンが悪戯いたずらっぽく微笑ほほえみかけてきて、どきりとする。

「ネットにはそう書いてあるけど、実は高校を出るまでニュージャージー州の小さな田舎いなか町に住んでたんだ。子供は田舎で育ったほうがいいという両親の方針でね」

「そうだったんですか」

　タイロンは根っからの都会人だと思っていたので意外だった。

「高校生になるとご多分に漏もれず都会に憧あこがれるようになったけど、実際住んでみたら自分はあんまり都会向きじゃないとわかった。そのせいか、映画の舞ぶ台たいもたいてい田舎だ」

　僕もそうです、小説の舞台はいつものんびりした田舎町で……と言ってしまいそうになり、慌てて飲み込む。

「きみはシアトル育ちだっけ？」

「ネットにはそう書いてありますけど、実は僕もシアトル郊こう外がいの田舎町育ちです」

「田舎はいいよな。独特の閉へい塞そく感かんもあるけど」

　タイロンの言葉に、慶は深々と頷いた。

「ええ、ときどき全力で逃げ出したくなりましたけど。なのに、しばらく都会にいるとどうしようもなく帰りたくなるんです」

「ああ、それすごくわかるよ。俺もどっちつかずの状態で都会と田舎を行き来してる感じだ」

　タイロンとの会話に、慶は胸がいっぱいになった。

　タイロンにとってはなんということのない雑談なのだろうが、仕事とは関係ないプライベートな部分を話してくれたことが嬉うれしい。

　けれど、この心地いい時間はもうすぐ終わってしまう。幸福感に満たされていた胸に、切ない寂せき寥りよう感がひたひたと押し寄せてきた。

　魁の怪け我がが治ったら、自分はサンディエゴに帰らねばならない。

　タイロンは入れ替かわりに気づくこともなく──多少は違い和わ感かんを覚えるかもしれないが、それもすぐに忘れてしまうだろう。

　タイロンの記き憶おくに、椎葉慶という人物は存在しないのだ。

「……っ」

　涙なみだがこみ上げそうになり、慌てて顔を背そむける。

「そろそろ戻ろうか」

　タイロンが、慶の顔を覗のぞき込むようにして語りかけてくる。

　急に黙だまり込んでしまったので、退たい屈くつしていると思わせてしまったのかもしれない。

　本当はもっとこうしていたいのだが、今はとても会話を続けられそうになかった。

「……そうですね」

　掠かすれた声で答えると、ゆっくりと指が離れていく。

　夢のような時間は終わりを告げ、慶は平常心を取り戻そうと大きく息を吸った。







　撮影現場の片付けも終わったらしく、ホテルに戻ると辺りはしんと静まり返っていた。

　ロビーにいた従業員と挨あい拶さつをかわし、タイロンとともにエレベーターに乗り込む。

「明日の撮影は午後からだ。ちょっと寝ね坊ぼうできるな」

「脚きやく本ほん家のかたと打ち合わせがあると言ってませんでした？」

「ああ……忘れてた。寝坊は中止か」

　三階で降り、廊ろう下かの奥の部屋を目指す。部屋の前で立ち止まったタイロンが、訝いぶかしげに辺りを見まわした。

「煙草たばこの匂いがする」

「ええ……してますね」

　煙草の残り香がには、先ほどから慶も気がついていた。三階に泊とまっている人に喫きつ煙えん者はいないので、少し気になっていたのだ。

　このホテルは全館禁きん煙えんだ。吸いながら館内をうろついた人がいるとは思えないが、スタッフの中に喫煙者も何人かいる。常に煙草の匂いをまとわりつかせているヘビースモーカーもいるので、もしかしたらスタッフが用があって訪ねてきたのかもしれない。

「エレベーターの中は匂いしてなかったよな？」

「ええ、してませんでした」

「従業員の誰だれかか？　いや、これまで従業員から煙草の匂いがしたことはないな……」

　呟つぶやきながら、タイロンが扉とびらを解かい錠じようする。

　ドアを開けると、室内にも煙草の匂いが漂っていた。しかも、今さっきまで誰かがここで喫煙していたのではないかというほど強い残り香だ。

「ちょっとここで待っててくれ」

　小声で言って、タイロンは明かりをつけずにリビングを突つき進んだ。

　バルコニーや窓の鍵かぎをひとつひとつ確かめる彼の後ろ姿を、固かた唾ずを吞のんで見守る。

（まさか、従業員以外の誰かが侵しん入にゆうしたとか？）

　怖こわくなって、慶は後ろを振ふり返った。

　誰もいないのに、誰かに見られているような気がして落ち着かない。

　リビングのサイドテーブルを調べていたタイロンが、何を思ったのかふいに花か瓶びんに活いけられた花の中へ手を差し入れた。

「……？」

　無言で手招きされて、おそるおそる近づく。

　タイロンが広げてみせた手のひらには、小さな電子機器がひとつ載のっていた。

「これ……」

　驚おどろいて口を開きかけたところで、タイロンの人差し指がそっと唇くちびるにかざされる。

　薄うす闇やみの中、慶は目を白黒させながらタイロンの指を見つめた。数秒経たってからしゃべるなと言われていることに気づき、こくこくと頷うなずく。

　タイロンが電子機器をつまんで花瓶の水に沈しずめ、「他ほかにもまだあるかもしれない。外に出よう」と囁ささやいた。

「あれってカメラですか？」

　部屋の外に出てから、小声で尋たずねる。

「ああ、マイク付きの小型カメラだ」

　部屋に隠かくしカメラが仕し掛かけられていたと知って、慶は青ざめた。

　これまでの平へい凡ぼんな人生にも、それなりに波風はあった。けれど嫌いやがらせの手紙をドアに貼はられたり、宿しゆく泊はくしている部屋に隠しカメラを仕掛けられたりといったことは初めてで、足元から恐きよう怖ふが這はい上がってきて体が硬こう直ちよくする。

（いったい誰がそんなことを……）

　嫌がらせの手紙の犯人だろうか。それとも別の誰かか──。

「……ちょっと待ってください。僕がこの部屋に宿泊していることは、あの手紙の犯人は知らないはずですよね？」

「きみがこの部屋に避ひ難なんしていることを嗅かぎつけたんだろうな。あるいは、俺を狙ねらっている別の人物か」

　後者の可能性もなくはないが、今現在タイロンの周辺でおかしなことは起きていない。手紙の件を考えると、狙われているのはやはり慶のほうだろう。

　タイロンがスマホを取り出し、支配人にかけて至急部屋に来てくれるよう要よう請せいする。

　駆かけつけた支配人は、タイロンから事情を聞くと表情を強こわ張ばらせた。

「バスルームの修理が終わりましたので、おふたりは予備のお部屋にご案内します。他にカメラや盗とう聴ちよう器きがないか確かめてから、お荷物を運びます」

「そうしてくれ。それと、防犯カメラのチェックも頼たのむ」

　慶が半ば茫ぼう然ぜんと立ち尽つくしている間に、警備員がやってきて部屋を調べ始めた。

　支配人に案内されて、タイロンとともに一階の奥へ向かう。

「少々手て狭ぜまになりますが……」

　鍵を開けて、支配人が申し訳なさそうに振り返る。

　部屋はツインルームだった。つまりベッドは二台あるが、タイロンと同じ部屋で寝ね泊とまりするということだ。

「俺は構わない。きみは？」

「ええ、構いません」

　急いで笑え顔がおを作って答える。

　ふたつのベッドの間は約一メートル、同じベッドで寝ねるわけではないのだからと自分に言い聞かせる。

「失礼いたします」

　支配人が出て行き、タイロンとふたり部屋に取り残される。

　緊きん張ちようはするけれど、一いつ緒しよにいてくれるのは心強い。小型カメラを目にしたときのショックがやわらいで、慶は自分が平常心を取り戻もどしつつあるのを感じた。
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　バスルームから、かすかにシャワーの水音が聞こえてくる。

　裸はだかでシャワーを浴びている慶の姿を想像してしまいそうになり、タイロンは不ふ埒らちな考えを追い払はらうように頭を横に振った。

　備え付けの冷蔵庫からビールを取り出し、どさりとソファに腰こしを下ろして二台並んだベッドに視線を向ける。

（それにしても、いったい誰がカメラなんか仕掛けたんだ）

　部屋に侵入した者がいるなんて、不ふ愉ゆ快かいきわまりない。

　もし侵入者と鉢はち合あわせしていたら、慶の前で紳しん士し的とはいえない振る舞まいをしてしまうところだった──。

　腕うでを組んでベッドカバーの模様を睨にらみつけていたタイロンは、控ひかえめなノックの音に我に返った。覗き窓まどから来訪者を確かく認にんし、ドアを開けて招き入れる。

　軽く会え釈しやくをして、支配人は後ろ手にドアを閉めた。

「もうひとつカメラが見つかりました。窓まど際ぎわの観葉植物に仕込んでありました」

「やっぱりな。それで？」

「気づかないふりをして鉢はちの向きを変えて、カメラには壁かべしか映らないようにしておきました」

「いいね。犯人がカメラの向きを変えるために再び現れるかも。防犯カメラのほうはどうだった？」

「野球帽ぼうをかぶっていて顔ははっきり見えませんが、背格好はわかります。見覚えがありますか？」

　支配人が、持ってきたタブレットで動画を再生する。

　サングラスに無ぶ精しよう髭ひげ、中肉中背の男が俯うつむきながら廊ろう下かを歩く様子が映っていた。Ｔシャツにジーンズ、スニーカーというありふれた格好で、撮さつ影えい現場に紛まぎれ込んでいてもまず気づかないであろう目立たない男だ。

「残念ながら心当たりがないな。魁にも見せたいからコピーさせてもらっていいか？」

「どうぞ」

　ＵＳＢメモリを差し込んで動画をコピーする。支配人に「通報しましょうか？」と問いかけられ、タイロンは首を横に振った。

「いざとなったら警察を呼ぶが、できれば事を荒あら立だてたくない。次に部屋に来たときに押さえよう」

　支配人が頷き、部屋をあとにする。

　とりあえず解決の目め処どが立ったことで、怒いかりや苛いら立だちといったネガティブな感情は薄うすまった。

（しかし、もうひとつ大きな問題があるな）

　バスルームのドアに目をやり、顎あごに手を当てる。

　慶と同じ部屋で寝ることになり、そわそわして落ち着かない気分だった。

　もちろん不埒な真ま似ねをする気などまったくない。けれど、しどけない寝ね姿すがたを目にするチャンスだと思うとどうしても気持ちが高ぶってしまう。

　瓶びんに残っていたビールを飲み干して、タイロンは大きく深呼吸した。

　慶は自分のことを信しん頼らいしてくれている。その信頼を、決して裏切ってはならない。

「タイロン、紳士的に振る舞うんだ。いいな？」

　ぶつぶつと独りごちていると、バスルームのドアがゆっくりと開いた。

「あの、シャワーお先にどうもありがとうございました」

　慶が、ぎこちない足取りで出てくる。

　期待していたバスローブ姿ではなかったが、白いＴシャツに水色のハーフパンツというラフな格好で、しかも素す足あしだ。

「……ああ、うん。そうそう、さっき支配人が来たんだ」

　視線をそらして、タイロンは先ほどのやりとりを伝えた。ライティングデスクの上にノートパソコンを置いて、慶に動画を見るよう促うながす。

「僕もこの人には見覚えがありませんね……」

　何度かくり返し見たあと、慶も首を横に振った。

「……そうか」

　シャンプーの香かおりを漂ただよわせている慶に気を取られて、返事が遅おくれてしまう。

　風ふ呂ろ上あがりの慶の色っぽさときたら、思っていた以上に強力だ。なめらかな肌はだがほんのり上気してつやめき、洗い立ての黒くろ髪かみが湿しめり気を帯びてうなじに貼りついている。

「疲つかれただろう。先に寝ていて構わないから」

「はい」

　慶が恥はずかしそうに睫まつ毛げを伏ふせるさまを横目で見て、タイロンはむらむらと欲よく望ぼうがこみ上げてくるのを感じていた。

　欲望はたちまち破は廉れん恥ちな妄もう想そうを生み出し、頭の中を占せん領りようしていく。

　後ろから慶の華きや奢しやな体を抱だき締しめて細いうなじに唇くちびるを這わせ、Ｔシャツをたくし上げて薄い胸むな板いたをまさぐり……。

（……まずい）

　このままそばにいたら、欲望がはっきり形になってズボンを突つき上げてしまいそうだ。

「シャワーを浴びてくる」

　ぼそっと呟つぶやいて、タイロンは大おお股またでバスルームに向かった。

　ドアを閉めて鍵かぎをかけ、急いで服を脱ぬぎ捨てる。

　己おのれの体を見下ろし、タイロンは大きく肩かたで息をした。

　ペニスが完全に勃ぼつ起きしている。ただそばにいただけで、触ふれてもいないのに。

　想像だけで勃起してしまうなんて、いつ以来だろう。あまりがつがつしたところがないので自分でも淡たん泊ぱくな質たちだと思っていたのだが、慶に出会ってからどうも調子がおかしい。

　もしかして、三十三歳にしてようやく本当の意味で性に目覚めたのだろうか。

　シャワーのコックを捻ひねり、頭から水をかぶる。しかし高ぶった体は、冷たい水をかけてもいっこうに鎮しずまる気配がなかった。

　荒あらい息を吐はいて、硬かたく反り返った男根を握にぎる。

　ドア一枚隔へだてた部屋には慶がいる。こんな状じよう況きようで自じ慰い行こう為いに及およぼうとしているなんて、正気の沙さ汰たとは思えなかった。

　けれど体は、慶がそばにいると思うことでますます興奮の度合いを高めていく。

　声を殺しながら、タイロンはいきり立ったペニスを手でしごいた。

　欲望を漲みなぎらせた男根を、慶の中に突き入れたい。

　慶の中に入るところを想像しているうちに、自然と腰が前後に動いてしまう。

　壁に手をついて、タイロンは慶とセックスする妄想に浸ひたった。腰を動かすたびに亀き頭とうが壁に当たったが、構わず手しゆ淫いんを続ける。

「う……っ」

　慶が快感に喘あえぐ表情を思い浮うかべた瞬しゆん間かん、絶頂が訪おとずれた。

　濃のう厚こうな白はく濁だくがほとばしり、バスルームの壁に飛び散ってどろりと垂れる。

　しばし放心状態になり、タイロンは水に打たれるままに立ち尽つくした。

（俺にもこんな変態じみた部分があったんだな）

　激しく乱れてしまった自分に苦く笑しようし、シャワーを水から湯に切り換かえる。

　思えば恋れん愛あいで苦労したことはなく、こんなふうに誰だれかを狂くるおしく欲ほつしたことがなかった。

　自じ慰いもセックスも礼れい儀ぎ正しく淡たん々たんとこなしてきた自分が、まさか好きな人のそばでこそこそ隠かくれて処理するような羽目になるとは思いもしなかった。

　シャンプーを手に取り、泡あわ立だてる。

　先ほど慶が漂わせていた香りに、タイロンは再び体の芯しんが疼うずくのを感じた。

（これは……忍にん耐たい力が試ためされる夜になりそうだ）

　慶には、慶にだけは、がっついたみっともない姿を見せたくない。

　念のためもう一度抜ぬいておくべきか考えながら、タイロンはがしがしと髪かみをかきまわした。







　バスルームを出ると、慶がこちらに背を向けてベッドに横たわっているのが目に入った。

　足音を立てないようにそっと近づいてみると、かすかな寝ね息いきを立ててすやすやと眠ねむっている。今日は撮影が長引いたし、先ほどの一件ですっかりくたびれてしまったのだろう。

　ベッドサイドの肘ひじ掛かけ椅い子すに座って、タイロンはしばし慶の寝ね顔がおを鑑かん賞しようすることにした。

　欲望を解消したので、少し落ち着いて慶の寝姿を見ることができる。

　長い睫毛、なめらかな白い頰ほお、軽く閉じられた形のいい唇──。

「……天使だな」

　思わず小声で呟く。

　欲よく情じようするのが憚はばかられるほど可愛かわいらしい寝姿だ。庇ひ護ご欲よくをかき立てられ、同時にＴシャツから覗のぞいた鎖さ骨こつの辺りに色気を感じてしまって動どう揺ようする。

（……いや、慶だって二十四歳の大人なんだから、罪悪感を覚える必要はないはずだ）

　腕を組んで、タイロンは慶の寝顔に見入った。

　誰かと恋こいをしたことはあるのだろうか。

　キスをしたことは……？

　自分で自分を慰なぐさめるとき、いったいどんな表情で、どんな声を出しているのだろう。

　慶に欲望を感じると同時に、タイロンは自分の中に未知の領域が広がっていくのを感じていた。

　これまでタイロンが恋愛だと思ってきた関係は、セックスだけで完かん了りようしていた。

　今まで気づかなかったが、その先にもうひとつ扉とびらがある。慶を見ていると、なぜかその扉の向こう──性せい欲よくの先にある未知の領域に連れていきたくなるのだ。

（これは……なんだろう。これが恋という感情なんだろうか）

　思わず手を伸のばし、慶のさらさらした髪に触れる。

　瞼まぶたがぴくりと動いたが、慶は目覚めることなくタイロンに触れられるままになっていた。

　この青年と一いつ緒しよにいたい。

　それがどういうことなのか自分でもよくわからないが、慶と一緒にいることがタイロンにとって当たり前になりつつあった。嫌いやがらせの手紙や隠しカメラにかこつけて、同じ部屋に寝ね泊とまりするよう強要してしまうほどに──。

（俺も結構必死だな）

　慶を自分の目の届く場所に置いておきたい。そして、自分の手で守りたい。

　自分の中に芽生えた感情に、そろそろ真しん剣けんに向き合わなければ。

　そっと慶の頰に触れてから、タイロンは名残なごり惜おしい気持ちを抑おさえ込むように立ち上がった。
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「──慶」

　低くなめらかな声で名前を呼ばれ、慶は瞼を閉じたまま吐と息いきを漏もらした。

　この声は耳にとても心ここ地ちいい。名前を呼ばれると、胸がじわっと熱くなってどきどきする。

「タイロン……」

　微睡まどろみながら、慶も彼の名前を口にした。

　これは夢の続きだろうか。夢の中で、慶はタイロンと一緒に夜の庭を散歩していた。

　月明かりに照らされた東あずま屋やで、そっとタイロンに抱き寄せられて──。

（……またエッチな夢を見てしまった）

　夢の内容を思い出して、慶はシーツの上でもじもじと身じろぎした。

　キスして体を触さわられたところまでで中断してしまったが、本人が隣となりに寝ねていることを考えたら充じゆう分ぶんに破廉恥だ。

　そう、本人が同じ部屋の隣のベッドで寝ているのだから、エロティックな夢を見てうっとりと名前を呼ぶなど言語道断──。

「魁、起きてくれ」

「……っ!?」

　そっと肩を揺ゆすられて、慶はぎくりとして目を見開いた。

　寝ね起おきの頭は混乱しており、まだ現実と夢の区別がついていない。

（え？　ええっ？）

　寝ね返がえりを打つと、タイロンが困ったような表情でこちらを見下ろしていた。

「うわっ、あ、すみません、なんかちょっと寝ぼけてて……っ」

　慌あわてて起き上がり、ブランケットをたぐり寄せて体に巻きつける。

「いや、こっちこそ起こしてしまってすまん」

　なぜかタイロンも、狼狽うろたえたように視線をそらした。

（もしかして、何か妙みような寝ね言ごとを口走ってしまったとか？）

　ベッドから下りようとして、ペニスが朝あさ勃だちの状態になっていることに気づいて青ざめる。

　ブランケットを掛かけていたと思うが、もしかして気づかれてしまっただろうか。

「さっき支配人から連れん絡らくがあった。不ふ審しんな男がホテルの周辺をうろついているらしい。昨日三階の防犯カメラに映っていた男と似ているので、おそらく隠しカメラを設置した人物だろう。現場を押さえに行ってくるから、きみはここにいてくれ」

　隠しカメラの犯人が現れたと聞いて、慶は全身から血の気が引いていくのを感じた。

　同時に、これで事件に片がつくと思うと居ても立ってもいられない気持ちになる。

「僕も行きます」

「だめだ」

　ぴしゃりと言ってから、タイロンが両手で前まえ髪がみをかき上げながら天てん井じようを見上げた。

「……いや、きみをひとりにするほうが心配だな。一緒に行こう」

「すぐに支し度たくします」

　逃にげるようにバスルームへ向かう。

　小用を済ませると、半勃ちだったペニスは何ごともなかったかのように落ち着いた。

　もし見られていたとしても、これはごく当たり前の生理現象なのだから恥はずかしがることはない。

（余計なこと考えちゃだめだ。今はそれどころじゃないんだから）

　数秒置きにこみ上げてくる羞しゆう恥ち心しんを抑おさえつけながら、慶は急いで服を着き替がえた。







　三階に到とう着ちやくすると、エレベーターホールで支配人と警備員が待ち構えていた。

「当たりです。先ほど部屋に侵しん入にゆうするところを確かく認にんしました」

「では、皆みなで正体を暴あばきに行くか」

　タイロンを先頭に、警備員と支配人が部屋に向かう。最さい後こう尾びについた慶は、おそるおそる皆のあとに続いた。

「……っ！」

　タイロンが部屋の数歩前まで来たところで、ふいに内側からドアが開く。

　野球帽ぼうを目ま深ぶかにかぶった四十絡がらみの男が、ぎょっとしたようにその場に固まった。

「カメラの位置を修正に来たのかな？」

　タイロンが、スタッフと立ち話をするときのような気楽な口調で尋たずねる。

「えっ？　いや、俺はちょっとその、部屋を間ま違ちがえて……」

　男がひどく焦あせったようにもごもごと言い訳をする。薄うすい茶色のサングラスの奥で、目がおどおどと左右に泳いでいた。

　強こわ面もてのギャングのようなタイプを想像していたので少々拍ひよう子し抜ぬけする。しかしこのような不法行こう為いをやってのける人物だ。見た目に反して凶きよう暴ぼうな性質を秘ひめているかもしれない。

　怖こわ々ごわと見守る慶とは対照的に、タイロンは男に対してここぞとばかりに威い圧あつ感かんを漂ただよわせていた。

「無断で部屋に侵入したように見えるが」

「誤解だよ。ほんとに、ちょっと間違えただけで……っ」

「なるほど。では警察に判断してもらおうか」

　警備員と支配人に両りよう脇わきから腕うでを摑つかまれ、男は観念したように首をすくめた。

「わかった、わかったよ。たしかに無断で部屋に入った。だけどこれには訳があって……っ」

「その訳とやらを聞かせてもらおうじゃないか」

　仁に王おう立だちになったタイロンに睨にらみつけられ、男が長々とため息をつく。

「その、俺はフリーのカメラマンで、雇やとわれたんだよ」

「パパラッチか」

「そうとも言うね」

「雇い主の名前は」

　タイロンに追つい及きゆうされ、男は目をそらした。しかし「警察で供述するほうがいいか？」と言われて、慌てて首を横に振ふる。

「全部話すから警察は勘かん弁べんしてくれ。雇い主はモニカ・ミルズだ。タイロン・シュナイダー監かん督とくとの熱愛をスクープして欲しいって頼たのまれて……」

　男の告白に、慶は目をぱちくりさせた。タイロンも、少々面めん食くらったように眉まゆをそびやかしている。

「なるほど、モニカが黒幕か。じゃあ魁の部屋に嫌がらせの手紙を貼はったのもおまえだな？」

「嫌がらせの手紙？」

　男が、訝いぶかしげな表情でタイロンに問い返す。

「とぼけるな。モニカの指示でやったんだろう」

「待ってくれ、それは俺じゃない！　俺はこの部屋に隠かくしカメラを仕し掛かけただけだ！」

　男が狼狽え、必死で否定する。

　噓うそをついているようには見えなかったが、タイロンは追及の手を緩ゆるめなかった。

「質問を変えよう。魁が俺と一緒にこの部屋に泊とまっていることは知っていたのか？」

　タイロンの問いかけに、男がこくこくと頷うなずく。

「シャッターチャンスを逃のがさないように、スタッフに紛まぎれ込んであんたのことを張ってたからね。モニカは必死であんたに近づこうとしてたけど素っ気なくあしらわれてた。何枚か写真を撮とってみたものの、どう見ても熱愛って雰ふん囲い気きじゃない。どうしたものかと写真を並べて眺ながめているうちに、あることに気づいたんだ」

　タイロンの顔を見上げ、男はにやりと笑ってみせた。

「監督はカイ・シイバとやけに仲がいい。撮さつ影えい中はともかく、休きゆう憩けい時間や食事のときはいつも一いつ緒しよにいるじゃないか、と」

　パパラッチの指し摘てきに、慶はどきりとした。

　それは誤解だ、理由があってタイロンは親しげに振る舞まってくれているだけなのだと言いたかったが、どう説明していいかわからない。

　救いを求めるようにタイロンのほうへ視線を向けるが、タイロンは表情を変えずに男を見下ろしていた。

「こりゃあモニカよりも魁を追ったほうがいいスクープ写真が撮れるんじゃないかって思ってさ。そしたら案の定、魁が監督の部屋に泊まり始めたじゃないか。映画界の貴公子シュナイダー監督が美青年俳優と熱愛、大スクープ間違いなしだ」

「それで、俺と魁がいちゃちゃしている写真を撮ろうと思ったのか」

　男が薄うす笑わらいを浮うかべて「そういうこと」と頷く。

「部屋の鍵かぎはどうやって入手したんだ」

「清せい掃そう係のメイドからマスターキーを掏すり取ってコピーした。こっそり返しておけばまずばれない」

　得意げに語る男に、横で聞いていた支配人が苦々しい表情になる。

　タイロンが手を突つき出すと、男は少々名残なごり惜おしそうにカードキーのコピーを差し出した。

「俺と魁の関係は、残念ながら見けん当とう違ちがいだ。魁は何者かに嫌いやがらせを受けている。俺の部屋に一緒に泊まってるのも、嫌がらせの犯人から守るためだ」

「言っとくけど、俺は嫌がらせとは無関係だから」

「モニカがやった可能性は？」

「どうだろうな。俺が気づいたくらいだから、モニカだって監督が魁にご執しゆう心しんだってことは気づいてるだろう。恋こい敵がたきに嫌がらせをするなんてのは、ハリウッドじゃ日常茶さ飯はん事じだし」

　しばし宙を見上げ、男が「だけど」と言葉を継つぐ。

「モニカは用心深いほうだから、直接手を下すことはないと思う。やるとしたら誰だれか雇ってやらせるんじゃないかな。パパラッチの中には、そういう汚よごれ仕事を引き受ける奴やつもいるし」

「きみは頼まれていないんだな？」

「ああ、それだけは誓ちかってもいい」

　タイロンがふっと息をつき、支配人と警備員に男を放すよう促うながす。

　男は芝しば居いがかった仕草で肩かたを揉もみほぐし、「やれやれ」と呟つぶやいた。
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「休憩にしよう。十五分後にシーン38」

　立ち上がって指示を出し、タイロンはぐるりと周囲を見まわした。

　慶がエキストラの待機席にいることを確認し、目が合う前にさりげなく視線をそらす。

　タイロンとしては慶との熱愛が噂うわさされてもまったく構わないのだが、芸能人ではない慶にとっては迷めい惑わくな話だろう。

（しかも今は、慶ではなく魁ということになってるし）

　モニカの嫉しつ妬とを煽あおるために仲なか睦むつまじげに振る舞う作戦は、パパラッチを引き寄せる結果となってしまった。撮影現場内だけの話ならまだしも、ネットやゴシップ誌にスクープされると話がややこしくなってしまう。

　それにしても、魁は双ふた子ごの兄が面めん倒どうに巻き込まれていることを知っているのだろうか。

　そろそろ慶に本当のことを話すように促したほうがいいかもしれない……。

　眉み間けんに皺しわを寄せて考え込んでいると、スタッフがコーヒーを持ってきてくれた。礼を言って受け取り、もう一度ちらりと慶のほうへ視線を向ける。

　──隠しカメラの一件は、今朝の騒そう動どうで一応幕引きとなった。

　二度とつきまとわないこと、今回得た情報はいっさい口外せぬことを文書にしてサインさせ、ホテルから追い出した。

　もちろん疑いがすべて晴れたわけではないが、パパラッチが魁に嫌がらせをしたとは考えにくい。

（やはりモニカだろうか。それとも別の俳優？）

　魁の相手役、デレクが視界に入る。サムと何やら話し込み、ときおり楽しそうに笑い声を上げていた。

　無む邪じや気きで屈くつ託たくのない青年という印象だが、実は〝監督のお気に入り〟の魁のことを妬ねたんでいるのかもしれない。

　あるいはエキストラに近い扱あつかいの、魁の同どう僚りようウェイター役の俳優か。

　誰もが容疑者に見えてきて、タイロンは気が滅め入いった。こんなふうに、自分の映画のために集まってくれた人々を疑いたくはないのだが──。

「……！」

　目の端はしにモニカの姿が映り、思わず身を乗り出す。

　モニカの出番は午後からだが、衣い裳しようか何かの打ち合わせに来たのかもしれない。撮影に入る前にしっかり釘くぎを刺さしておこうと、タイロンは大おお股またでモニカに近づいた。

「ちょっと話せるか？」

　振り返ったモニカが、にこやかな笑えみを浮かべる。

「ええ、構いませんけど」

　パパラッチから今朝の一件を聞いているだろうに、まったく悪びれていない態度だ。

　思わず苦く笑しようし、ひとけのない木こ陰かげに移動する。

「俺との熱愛スクープを捏ねつ造ぞうしようとパパラッチを雇っていたそうだな」

　モニカは軽く肩をすくめただけで、何も言わなかった。

　立ち止まって向き直り、じろりと彼女を見下ろす。

「嫌がらせの手紙もきみか」

　重ねて追及すると、モニカがさっと顔色を変えた。

「それは私じゃない。私だって、そこまで下げ衆すじゃないわ」

　その言葉の真しん偽ぎを確かめるように、タイロンはじっと彼女の表情を観察した。

「本当にその件は知らない。私も今朝パパラッチから聞いて初めて知ったんだから」

　必死で弁明するその姿は、噓をついているようには見えなかった。

　しかし相手は女優だ。上手に噓をつくことなど朝飯前だろう。

「いいか、よく聞け」

　苛いら立だちを抑おさえながら、タイロンは低い声で切り出した。

「きみの女優としての実力は買っている。俺としても、くだらない理由できみを降板に追い込むのは本意ではない。だからこれ以上、演技以外の余計なことをするな」

　一語一語嚙かんで含ふくめるように言い渡わたすと、モニカは反はん抗こう的な目つきで睨にらみ返してきた。

「わかったのか、わからないのか、どっちだ」

「わかったわよ。話はそれだけ？」

　投げやりな口調で吐はき捨てて、モニカはくるりと背を向けた。

　タイロンもむっとし、彼女の後ろ姿を睨みつける。腹立たしい態度だが、これだけ釘を刺しておけばさすがにこれ以上は嫌がらせをしないだろう。

（彼女が犯人としての話だが）

　休憩時間が残り少ないことに気づき、来た道を引き返す。途と中ちゆうでさりげなく慶の様子を窺うかがうと、エキストラの中年女性と何やら言葉をかわしていた。

　はにかんだような表情で微笑ほほえみ、彼女の話に相あい槌づちを打っている。その姿を眺ながめているうちに、モニカとのやりとりで苛立っていた気持ちがやわらいでいくのを感じた。

（あの純真さは天然記念物ものだな）

　口元に笑みを浮かべ、タイロンはディレクターズチェアに腰こしを下ろした。

　こういう業界にいると周りはすれっからしの人間ばかりで、いつのまにかそれが当たり前だと思うようになっていた。

　自信家で野心家、隙すきあらば人を押しのけてのし上がろうとしている。タイロン自身にももちろんそういう部分があって、だからこそこの業界で成功することができた。

　けれど、常に競争心や嫉妬心が渦うず巻まく環かん境きように身を置いていると疲つかれてしまう。

　疲れの取り方は人それぞれで、ショッピングだったりバカンスだったり、中にはペットに癒いやしを求める者もいる。

　自分には、そういう癒しは必要ないと思っていた。けれど慶に出会って、心に安らぎをもたらしてくれる存在をそばに置いておきたい気持ちが初めてわかったような気がする。

（嫌がらせの件も一段落したし、そろそろ慶を口説いておかないと）

　おそらく慶は、魁の出番が来るまでの身代わりだ。

　数日後には魁の出演シーンの撮さつ影えいが始まる。それまでに自分の気持ちを打ち明けて、今後も会えるように手て筈はずを整えておかなくてはならない。

（いきなり口説くより、まずは友人から始めたほうがいいだろうか）

　台本をめくりつつ、タイロンは慶の横顔を盗ぬすみ見た。

　どうやら慶は恋れん愛あいに関しては奥手な様子なので、欲よく望ぼうを露あらわに迫せまったら怖こわがられてしまう気がする。さりげなくデートに誘さそい、一いつ緒しよに過ごす時間を増やしながら様子を見たほうがいいかもしれない。

「スタンバイお願いします」

　時計を見て、助じよ監かん督とくが俳優陣じんに声をかける。

　そろそろ休きゆう憩けい時間も終わりだ。目の前の仕事に集中しようと、タイロンは居住まいを正した。




　　　　◇◇◇




　午後四時をまわった頃ころ、ようやく午後の最初の休憩時間になった。ランチ休憩のあと撮影に入ったシーンがなかなかＯＫが出なくて、予定よりも長引いてしまったのだ。

　スマホの電源を入れた慶は、魁からメールが来ていたことに気づいた。

『それで、やったのはやっぱりモニカだったの？』

　ちらりと視線を向けると、タイロンはカメラマンと一緒に映像をチェックしているところだった。立ち上がって周囲を見まわし、ひとけのない場所へ移動する。

　昨夜はタイロンと同じ部屋で寝ねることになって、魁に電話しそびれてしまった。

　隠かくしカメラが仕し掛かけられていた件は一応メールで報告しておいたのだが、今朝はばたばたしていて魁への連れん絡らくがあとまわしになっていた。

（電話したら根ね掘ほり葉は掘ほり訊きかれそうだし）

　隠しカメラの件はともかく、慶としてはタイロンの隣となりのベッドで寝たことをあまり言いたくなかった。

　別にやましいことなど何もないのだが、多分しどろもどろになって、魁にタイロンへの想おもいを気づかれてしまう。恋愛に関して、魁はやたら勘かんがよくて鋭するどいのだ。

　庭に行くと誰だれもいなかったので、急いでメールを打つ。

『隠しカメラは彼女が雇やとったパパラッチの仕し業わざだった。けど、嫌いやがらせのほうはまだ不明』

　ランチのとき、タイロンが『モニカには強く釘を刺しておいた』と言っていた。パパラッチを雇ったことは認めたらしいが、嫌がらせの手紙のほうは否定したと聞いている。

　メールを送信すると、すぐに返事が来た。

『時間があるとき電話して。怪け我がもそろそろ完治しそう』

　了りよう解かいとだけ返信し、慶は電源を切った。撮影現場に戻もどろうとし、向こうからタイロンが近づいてくることに気づく。

「ここにいたのか」

「ええ、ちょっと仕事のメールが……」

　なんとなく後ろめたい気分で、スマホをポケットにしまう。

「その……今夜の夕食のことなんだが」

　タイロンが、珍めずらしくかしこまった調子で切り出す。

「息いき抜ぬきに、ちょっとふたりで出かけないか。車で十五分くらいのところに評判のいい和食のレストランがあるらしいんだ」

「……いいですね」

　タイロンの申し出に、慶は目をぱちくりさせながら答えた。

　誘ってもらえたのは嬉うれしいが、ふたりきりでホテルを抜ぬけ出して食事に行くなんて、なんだかデートのようではないか。

「けどあの、いいんですか？　今朝の人以外にもパパラッチがいるかもしれませんよ」

　いちゃいちゃしてみせて犯人を煽あおる作戦は、撮影現場限定のはずだ。ホテルから出てふたりでいるところを誰かに見られたら、あることないこと書き立てられるのではないか。

　気になってそう言うと、タイロンがぎこちなく笑みを浮うかべた。

「そうなんだが……俺のほうは別に構わない。けど、きみは俺と妙みような噂うわさが立ったら困るかな」

　全然困らないです、と答えようとしてはたと口を噤つぐむ。

　自分は今、慶ではなく魁なのだ。カイ・シイバとシュナイダー監かん督とくがつき合っているらしい、などという噂が流れるのはまずいかもしれない。

　けれど、せっかくのチャンスを逃のがしたくない。

　返事を迷っていると、タイロンが後押しするように妥だ協きよう案を提示してきた。

「個室を予約しておこう。それなら構わないだろう？」

「えっ？　ええ……」

　個室でふたりきりで食事などしたら、ますます怪あやしく思われるのではないか。

〝映画界の貴公子シュナイダー監督、若手俳優とお忍しのびデート！〟

　ゴシップ誌の下世話な見出しが頭に浮かんでしまい、やはりまずいのではと思うのだが、声が出ない。

　もうすぐ魁の怪我が治り、入れ替かわりが終しゆう了りようする。そうなったら、もうタイロンと会う機会はないだろう。

　最後の思い出に、デート気分を味わうくらいは許されるのではないか──。

「そろそろ休憩時間が終わる。戻ろう」

「……はい」

　軽く肩かたに手をまわされて、慶は断るタイミングを完全に逸いつしてしまった。







「なかなかいい店だったな。近いうちにまた行こうか」

「そうですね」

　──和食レストランからの帰り道。

　助手席の慶は、落ち着かない気分で両手を握にぎり合わせた。

　タイロンの言うとおり、レストランはいい雰ふん囲い気きだった。箱庭の見える個室に美味おいしい料理、着物姿の従業員も感じがよくて、楽しいひとときを過ごすことができた。

　けれど同時に、どこか非現実的な印象が始終まとわりついていた。

　体から意識が抜け出し、少し離はなれた場所から自分とタイロンの姿を見ているような、まるで幽ゆう体たい離り脱だつのような感覚。子供の頃、熱を出すと決まってこんなふわふわした覚おぼ束つかない感覚を味わったものだ。

（別人になりすましているから、こんなふうに思うのかな）

　タイロンと一緒にいる時間が楽しければ楽しいほど、ここは本来自分がいるべき場所ではないという罪悪感が強まっていく。

　タイロンへの想いは募つのる一方だが、そろそろ夢から覚めて現実に戻らなくては……。

　カーブにさしかかり、ヘッドライトがホテルの看板を照らし出す。

　ぼんやり物思いに耽ふけっている間に、車は〈オーベルジュ・ドュ・レザン〉の駐ちゆう車しや場に到とう着ちやくした。

　タイロンがエンジンを切り、車内がしんと静まり返る。狭せまい場所にふたりきりだということを意識してしまい、慶は急いでシートベルトを外した。

「……っ!?」

　ふいに大きな手に腕うでを摑つかまれ、ぎくりとする。

　振ふり返ると、青い瞳ひとみがすぐそばに迫ってきていた。

「……ああ、すまない」

　慶の怯おびえた様子に気づいたのか、タイロンが我に返ったように手を離はなす。

　しかし強い眼まな差ざしは突つき刺ささったままで、慶も彼の目を見つめ返して固まってしまった。

「その、考えていたんだが、撮影期間中だけじゃなく、撮影が終わってからもこんなふうに会えないかな」

　タイロンの言葉に、慶は目を瞬またたかせた。

　タイロンが言わんとしていることがわからない。いや、言葉の意味はわかるのだが、どういうつもりでそんなことを言い出したのかわからなくて混乱する。

「つまりこれは……仕事とは関係のない個人的な話だ」

　タイロンの口調がいつになくぎこちない。彼も緊きん張ちようしていることが伝わってきて、慶は動どう揺ようした。

（まさかこれって、そういう意味……？）

　撮影が終わってからも、個人的に会おうと誘われている。

　単なる友人としてではないことは、恋愛に疎うとい慶にもわかるほどに青い瞳は熱を帯びていた。

「まいったな。こんなに緊張するとは思わなかった。気の利きいたセリフを考えてきたはずなんだが全部吹ふっ飛んでしまった」

　タイロンが大きく息を吐はいて、苦く笑しようする。

「その……きみと一いつ緒しよにいると楽しい。いや、楽しいって一言じゃ表せないな。きみの声や話し方や仕草、醸かもし出す雰囲気すべてが好きなんだ。これからも一緒にいたい」

「……っ」

　かあっと頰ほおが熱くなる。嬉しさと気き恥はずかしさがごっちゃになってこみ上げてきて、思わず慶は俯うつむいた。

（どうしようどうしよう、すごく嬉しい）

　返事をしようと口を開いたそのとき、ふいに携けい帯たい電でん話わの着信音が鳴り響ひびいた。車内に立ちこめていた濃のう密みつな空気が霧む散さんし、唐とう突とつに現実に引き戻される。

「すまない、ちょっと待ってくれ」

　タイロンが苦笑いを浮かべ、上着のポケットを探さぐった。液えき晶しよう画面を確かく認にんし、「プロデューサーからだ。これは出ないと」と呟つぶやく。

「もしもし？」

　しばし相手の話に耳を傾かたむけ、短く相あい槌づちを打つ。どうやら急ぎの用らしく、タイロンは「資料を確認してからかけ直す」と慌あわただしく通話を切った。

「すまない。話の続きはあとで」

「はい」

　車から降りてホテルに向かうと、ロビーで助じよ監かん督とくが待ち構えていた。

「先ほど届いた資料です」

「ありがとう」

　助監督が満面の笑えみを浮かべて封ふう筒とうを差し出したところを見ると、いい知らせのようだ。

　仕事の邪じや魔まにならないように、慶は「先に部屋に戻もどってますね」と小声で言ってエレベーターホールへ向かった。

「いや、ちょっと待った」

　呼び止められて振り返ると、タイロンはカウンターの従業員に何やら伝えていた。まもなく奥の部屋から警備員が現れ、小走りにこちらへやってくる。

「部屋までお送りします」

「あ……はい」

　部屋まで戻るくらいはひとりでも大だい丈じよう夫ぶだと思うが、タイロンは心配らしい。

　タイロンのほうへ視線を向けると、口パクとジェスチャーで「俺もすぐ戻る」と微笑ほほえみかけられてしまった。

（うわー……なんか気恥ずかしい）

　先ほどの車内での会話を思い出し、じわりと体温が上じよう昇しようする。

　タイロンから向けられた好意は、温かな毛布となって慶の体を包み込んだ。

「どうもありがとうございました」

　部屋の前で警備員に礼を言い、そっとドアを閉める。

　ひとりになると、慶は居ても立ってもいられない気分で部屋の中をぐるぐると歩きまわった。

　足元がふわふわと覚束ない。タイロンのことを考えると、どきどきして胸が苦しくなる。

　少し冷静になろうと、慶は窓まど際ぎわの肘ひじ掛かけ椅い子すに掛かけた。

「そうだ、魁に電話しとかないと」

　座ったとたんに思い出し、ぴょこんと立ち上がる。

　スマホを取り出して魁にかけると、魁はすぐに応答した。

『電話待ってた！』

「ごめん、遅おそくなって……」

　時間がないからと断り、手短に今朝の騒そう動どうを伝える。

　ときおり相槌を打ちながら聞いていた魁が、はあっとため息をついた。

『俺がそっちに行くまでに解決しそうにないね』

「うん……ごめんね、こんなことになって」

『慶が謝ることないんだよ。悪いのは嫌いやがらせしてる奴やつなんだから。それで、今も監督と相部屋？』

　魁の質問に、どきりとする。

　先ほどの一件を伝えておくべきか考えて、重大なことを失念していたことに気づいた。

　──自分は今、魁の身代わりをしている。

　タイロンが好意を寄せてくれたのは、一いつ般ぱん人の自分ではなく俳優の魁なのだ──。

『ちょっとちょっと、なんで黙だまり込むの？』

「えっ？　えっと……うん、今も同じ部屋……」

　慌てて返事をするが、声がくぐもってしまった。

　空高く舞まい上がっていた気持ちが急降下していく。理由はどうあれ、今の自分はタイロンを騙だましているのだ。

『監督と同じ部屋かあ。嫌ってほどじゃないけど、できればご遠えん慮りよしたいかな。監督が一緒だとのんびりくつろげそうにないじゃん。俺がそっちに行くまでに解決してくれればいいんだけど』

　魁にタイロンとのことを打ち明けようとするが、喉のどを塞ふさがれたかのように声が出なかった。

　魁よりも、まずはタイロンに本当のことを打ち明けなくてはならない。

「ごめん、もう切るね」

『うん、なんか進展あったらメールして』

　電話を切って、慶は大きく肩かたで息をついた。

　先ほどまでの高こう揚よう感かんはすっかり消え失うせ、今は泣きたい気分だった。

（いや、タイロンのほうがつらいはずだ。好意を持った人間が、なりすましの別人だったんだから）

　タイロンが部屋に戻ってきたら、真っ先に謝らなくてはならない。

　騙されていたと知ったら、きっとタイロンの慶に対する気持ちは大きく変わってしまうだろう。

（僕が嫌きらわれるのは仕方ないとして、魁はどうなる？）

　自分のせいで、魁がタイロンの不興を買って映画を降板させられるようなことになったら。

　それだけは避さけたくて、再び室内をうろつきながら慶はどう切り出すべきか考えた。

　同じ場所をぐるぐるまわるが、頭の中も堂どう々どう巡めぐりで考えがまとまらなかった。何周目かでバランスを崩くずしてベッドにぶつかり、置いてあった台本がばさりと床ゆかに落ちる。

　拾おうと腰こしを屈かがめた慶は、台本に挟はさんであった封筒に気づいて首を傾かしげた。タイロンの台本かと思ったが、表紙に魁の字で名前が書いてある。

（変だな。今日現場で読んでたときは何も挟まってなかったのに）

　封筒を手にして、しげしげと見やる。

　なんの変へん哲てつもない白い封筒だ。宛あて名なはなく、封もされていない。席を外したときに誰だれかが伝言を置いていったのかもしれないと思い、慶は封筒の中身を取り出した。

　折りたたまれたコピー用紙を広げた瞬しゆん間かん、ぎくりとする。

『本当のきみを知っているのは私だけだ』

　部屋のドアに貼はってあった手紙と同じ筆ひつ跡せきだ。そして短い文章の下に、慶の著書──Ｋ・ＭＩＮＡＭＩのデビュー作の表紙写真が印刷されている。

　猛もう烈れつな勢いで襲おそいかかってきた衝しよう撃げきに、慶は茫ぼう然ぜんと立ち尽つくした。

　衝撃のあとに恐きよう怖ふが忍しのび寄り、脚あしが細かく震ふるえ始める。

　──嫌がらせの手紙の犯人は、慶が魁と入れ替かわっていることを知っている。

　標的は魁ではない。慶自身なのだ──。

「……っ！」

　ドアの鍵かぎが開く音がして、飛び上がりそうになる。

　振ふり返ると、タイロンが「遅くなってすまない」と言いながら部屋に入ってくるところだった。

「どうした？」

　慶の異変に気づいたらしく、タイロンが訝いぶかしげな表情になる。

　返事をしたいのに、体が凍こおりついたように動かなかった。

　タイロンに本当のことを言わなくては。まず謝って、それからこの手紙のことを──。

　言葉の代わりにぽろりと涙なみだが零こぼれてしまい、慌てて手の甲こうで拭ぬぐう。

　タイロンがさっと顔色を変え、大おお股またで歩み寄ってきた。

「何かあったんだな？」

　こくこくと小さく頷うなずいて、震える手でコピー用紙を差し出す。

「……これが……台本に……」

　その前に、まず魁と入れ替わっていた件を謝らなければならない。しまったと思ったが、タイロンは既すでにコピー用紙に目を通したあとだった。

「あの、僕はあなたに謝らなくてはなりません。実は僕は魁ではなくて……っ」

　舌をもつれさせながら、慶は必死で言い募つのった。

　できればこんな形ではなく、きちんと謝って説明したかった。なのに言葉は出てこないし涙は次から次へ溢あふれてくるし、みっともないことこの上ない。

　タイロンの大きな手に両りよう肩かたを摑つかまれ、思わず一歩あとずさる。責められるのを覚かく悟ごしていたが、降ってきたのは穏おだやかで優やさしい声だった。

「最初から知ってたよ、慶」

「……っ!?」

　名前を呼ばれて、慶は息を吞のんだ。

　目を見開いて固まっていると、タイロンがくすくす笑い始めた。

「ばれてないと思ってたみたいだな」

「……な……っ、ど、どうして……っ」

　目を白黒させて、上うわ擦ずった声でくり返す。

　最初から知っていた？　じゃあどうして撮さつ影えい現場から追い出さなかったの？

　頭の中で疑ぎ問もん符ふの嵐あらしが吹ふき荒あれる。足元がふらついてよろめくと、タイロンが「おっと」と言いながら支えてくれた。

「職しよく業ぎよう柄がら、俺は観察眼に優すぐれていてね」

　おどけた調子で言いながら、タイロンがベッドに座らせてくれた。

「空港で会ったとき、何か違い和わ感かんを覚えた。魁とはオーディションの際に会っただけだが、まるで別人のような印象を受けたんだ。けど顔はどう見ても魁で、不思議に思ったよ」

　初めてタイロンに会ったときのことが、あざやかに脳のう裏りによみがえる。

　ほんの少し前のことなのに、ずいぶんと時間が経たっているように感じた。

「おかしいと思って、ホテルに向かうリムジンの中でこっそり検けん索さくしたんだ。魁に双ふた子ごの兄がいることを知って、きみが替え玉だと気がついた」

「…………なぜ黙ってたんですか」

　なんとか絞しぼり出した声は、掠かすれている上に震えていた。

　タイロンが微笑ほほえみ、優しく背中をさすってくれる。

「きみがあんまり必死な様子だったから、ちょっと芝しば居いにつき合ってあげようかと」

　かあっと頰ほおが熱くなる。タイロンは最初からお見通しで、自分の下手な芝居につき合ってくれていたのだ──。

「気を悪くしないでくれよ。最初は俺も、ちょっとしたお遊びのつもりだったんだ。魁の出番まで時間はたっぷりあったし、顔はそっくりなのに性格がまるで違ちがう双子を間近で観察するいい機会だと思って。だけどきみと一いつ緒しよに過ごしているうちに、だんだん本当のきみを……人馴なれなくて空想癖へきのある慶のことをもっと知りたいと思うようになった」

　思わず振り向くと、タイロンと視線がぶつかった。

　魅み入いられたように青い瞳ひとみを見つめていると、大きな手にそっと顎あごをすくい上げられる。

「つまり、俺が好きになったのは最初からきみだったんだよ」

　タイロンの言葉が、熱い矢となって心臓を射い貫ぬく。

　一いつ瞬しゆん呼吸が止まり、世界ががらがらと音を立てて変わっていくのを感じた。

「……っ！」

　茫然としていると、唇くちびるが熱いもので覆おおわれる。

　初めてのキスは、甘くて優しかった。緊きん張ちようのあまり固まっていた体が、触ふれ合った唇から柔やわらかくとろけていく。

「……きみも、俺と同じ気持ちだと思っていいのかな」

　重ねていた唇を少しずらして、タイロンが囁ささやく。

　熱い吐と息いきとともに、慶は「はい……」と呟つぶやいた。

「じゃあ、これからも俺と会ってくれるか？」

「はい……僕も、もっとあなたのこと知りたいです……」

　言い終わらないうちに、再び唇を塞がれる。

　背中と腰に手をまわされて抱き締しめられ、心臓が早はや鐘がねを打ち始めた。

　今度のキスは少々官能的だった。熱い舌に唇をなぞられ、全身の肌はだがぞくりと粟あわ立だつ。

　急速に追い上げられて、初うぶな体は燃えるように熱くなっていった。

（うわ、なんかちょっと……っ）

　口の中に舌を差し入れられそうになり、慶は戸と惑まどって身じろいだ。

　タイロンとキスするのは嬉うれしいし気持ちいい。

　けれど、このままではキスの先に進んでしまいそうで怖こわかった。

　タイロンのことは好きだし、抱かれたいと思っている。実際、何度も淫みだらな妄もう想そうに耽ふけってしまった。

（だけどまだ心の準備が……っ）

　恋れん愛あい初心者の慶にとって、セックスは未知の領域だ。あれこれ想像するのと実際にするのでは月と地球ほどの距きよ離りがあるし、泳げないのにいきなり大おお海うな原ばらに投げ出されるような不安もある。

「ちょ、ちょっと待ってください……っ」

　タイロンの唇から逃のがれ、慶ははあはあと息を喘あえがせながら顔を背そむけた。

　嫌いやではないが少し待って欲しい旨むねを伝えようとするが、酸欠のような状態で声が出てこない。

　そのとき、タイミングを見計らったかのように電話が鳴り始めた。

「この音は……きみの電話か？」

　こくこくと頷き、ズボンのポケットからスマホを取り出す。電話は魁からだった。

「魁からです」　>>>♥

　液えき晶しよう画面をタイロンのほうへ向ける。

　慶の手をそっと包み込むように握にぎり、タイロンが電話に出るように促うながした。

「……もしもし？」

　まだ呼吸が乱れていた。魁に気づかれないことを祈いのるばかりだ。

『じゃじゃーん、来ちゃった。今ホテルの近くの、でっかいワイナリーの前にいるんだ』

「……ええっ!?」

　思いがけない言葉に、目が丸くなる。

『実は今朝、サンディエゴから車でこっちに向かったんだ。怪け我がはまだ治りきってないんだけど、慶のことが心配だったし、家にじっとしてるのも退たい屈くつでさ。今夜はサンフランシスコに泊とまって明日そっちに行こうと思ってたんだけど、なんか無む性しように慶に会いたくなっちゃって』

「よかった、あの、実は魁にも謝らなきゃならないんだ。いろいろあって、監かん督とくに本当のこと打ち明けてしまって……」

『マジで!?　怒おこってた!?』

　隣となりでタイロンが笑いを嚙かみ殺している。

　握られている右手の甲に軽く口づけされて、慶はくすぐったさに首をすくめた。

「ううん、怒ってないよ。最初から気づいてたって」

『ええー、何それ！　気づいてて黙だまってたの!?』

　魁の絶ぜつ叫きようが聞こえたらしく、タイロンが「替わってくれ」と手を差し出した。

「シュナイダーだ」

『うわ、監督！　すみません、これには深い訳があって……っ』

「電話じゃなんだから部屋に来い。一階の10号室だ」

『はい！　すぐに伺うかがいます！』

　魁の慌あわてた様子に、タイロンと目を見合わせた慶は思わずくすりと笑ってしまった。

「Ｋ・ＭＩＮＡＭＩというのは、きみのこと？」

「そうです」

「きみは小説家だったのか。ぜひ詳しく聞きたいところだが、その前に」

　タイロンが居住まいを正し、改めて慶の両手を取る。

「その、さっきはがっついて悪かった。きみが怯おびえているのはわかっていたが、やめられなかった」

「いえ、僕もすみません。怯えていたわけじゃないんです」

　答えてから宙を見上げ、「やっぱりちょっと怯えてたかも」と付け加える。

「僕は誰だれかとつき合うのは初めてで……恥はじを忍しのんで告白しますが、キ、キスも初めてで」

　かあっと頰が熱くなる。

　好きな人に、二十四にもなってキスも未経験の童どう貞ていだと打ち明けるのは勇気がいった。

「それもなんとなくわかってた。俺が近づくたびにびくびくしてたし」

　タイロンが笑えみを浮うかべ、そっと耳元に唇を寄せてくる。「さっきのキスで、きみがバージンだと確信した」と囁かれて、慶は恥はずかしさのあまりくらくらと目め眩まいがした。

（そんなに童貞っぽい反応だったんだろうか……）

　いつのまにかペニスが勃ぼつ起きしていたことに気づき、もじもじと膝ひざを摺すり合わせる。

　タイロンが低く唸うなり、名残なごり惜おしげに手を離はなした。

「もう少しこうしていたいが、魁が来る前に着き替がえておいで」

「……え？」

　なぜ着替える必要があるのかわからなくて、慶は焦しよう点てんの合わない目でタイロンを見上げた。

「ズボンが濡ぬれてる」

「…………」

　己おのれのズボンを見下ろして、さあっと血の気が引いていく。

　薄うすいベージュのコットンパンツに、小さな染しみができていた。魁に穿はくように言われた下着は薄くて吸水性がないので、先走りの液がズボンに染み出してしまったのだ。

（うわ、やってしまった……！）

　キスだけでズボンを濡らすほど先走りを溢あふれさせるなんて、童貞だと白状しているも同然だ。つき合い始めたばかりの恋こい人びとの前でさっそく失態を晒さらしてしまい、慶は恥ずかしくて消え入りたくなった。

　慌てて立ち上がり、クローゼットから着替えを引っ張り出す。

「恥ずかしがらなくていい。きみのそういうところが可愛かわいくて仕方ないんだ」

　バスルームに駆かけ込む前に、タイロンがそう言って慰なぐさめてくれた。







　──二十分後。洒落しやれた帽ぼう子しとサングラスで顔を隠かくした魁が部屋のドアをノックした。

　タイロンがドアを開けると、魁はその横をすり抜ぬけるようにして部屋に駆け込んで慶をひしと抱き締めた。

「ごめんな、俺のせいでいろいろ大変な目に遭あわせちゃって」

「いいんだよ。こうして無事でいるんだし。怪我はどう？」

「だいぶいいよ」

「ほんとだ。もうほとんど目立たないね」

　魁のサングラスを外して、慶はほっと胸を撫なで下ろした。これなら傷きず跡あとも残らないだろう。

　タイロンがこほんと咳せき払ばらいをしたので、我に返った慶は魁の体をそっと引きはがした。

「慶を替かえ玉にしたのは、その傷が原因か」

「あ、どうも……このたびはご迷めい惑わくをおかけしてすみませんでした」

　魁が帽子を取って、日本風にぺこりと頭を下げる。口調は軽いが、頭を下げるなんて魁としては最大級の謝罪だ。

「その話はあとだ。さっき慶が、この手紙が台本に挟はさんであったことに気がついた」

　タイロンが、先ほどのコピー用紙を魁に差し出す。

　受け取った魁は、さっと顔色を変えた。

「つまり、狙ねらわれてるのは俺じゃなくて慶だったってこと？」

「ああ、そのようだ。きみたちが入れ替わっていることを知っているのは？」

　魁がぶんぶんと首を横に振ふる。

「慶と俺だけの秘密だった。エージェントにも言ってないし、母親にすら言ってないよ」

「じゃあ誰かが嗅かぎつけたんだな」

「それなんですけど、監督はどうして気がついたんですか？」

　魁の質問に、タイロンは肩かたをすくめた。

「オーディションのときと印象が違ちがいすぎたからな」

「監督が気づいたってことは、スタッフや共演者の中にも気づいた人がいるんじゃ……」

「どうかな。気づいたらまず俺に言ってくるだろう。今のところ誰も疑問を持ってないと思う」

　言いながらタイロンが腕うでを組み、慶と魁を交こう互ごに見やる。

「本当に顔の作りはそっくりなんだな。替え玉を送り込んでも気づかれるはずがないと自信満々だった気持ちはわかる」

「でしょ。これまでに共演したことのある俳優はいないし、俺の怪我が治るまでの数日間なら余よ裕ゆうで騙だませると思ってたんすけどねー」

　魁がうんうんと頷うなずき、慶の肩を抱だき寄せる。

「性格も似てたら、俺もまんまと騙されるところだった」

「慶は素す直なおですれてないからね。海千山千の業界人の中に放ほうり込んじゃったのはまずかったなって思ってます」

　まるで保護者のような口ぶりで、慶は可笑おかしくなってしまった。

「タイロンにばれてたことを除けば、思ってたよりはうまく任務をこなせたと思うよ」

「だよね。俺が来たから安心して。近くのホテルに部屋を取っておいたから、今夜は俺とそっちに泊まろう」

　魁の提案に、黙って聞いていたタイロンが眉まゆをひそめた。

「それはだめだ。慶は俺の目の届く場所にいてもらいたい」

「だって狙われてるのは慶だよ。慶がこの部屋に泊まってることを突つきとめられるのも時間の問題じゃない？」

「慶は俺が守る。替え玉に気づいた時点で、本当は慶を帰すべきだった。離れがたくて引きとめてしまった俺にも責任がある」

　力説するタイロンを見上げ、魁が訝いぶかしげな表情になった。

「……ちょっと待って。まさかと思うけどふたりは……」

　くるりと向き直った魁に正面から見み据すえられ、慶はじわっと頰ほおが熱くなるのを感じた。

　タイロンの大きな手が伸のびてきて、魁から奪うばうように肩を抱き寄せられる。

「そのとおり。のちほど改めて報告しようと思っていたんだが、慶は俺とつき合うことになった」

「え、ちょっと待って、本当に？」

　魁に問い詰つめられて、慶は視線をさまよわせながら頷いた。

　家族に恋人ができたことを報告するのは、嬉うれしいけれどひどく照れくさい。

「待って待って……慶がシュナイダー監督と？　そんなこと全然言ってなかったじゃん！」

「ごめん……言いそびれてて……」

「仕方ない。恋人同士になったのはついさっきなんだから」

　タイロンが、慶をいたわるように髪かみを撫でる。

　魁が目を剝むき、「まさか！」と叫さけんだ。

「つまり、やっちゃったの!?」

　身も蓋ふたもない言い方に、慶は真っ赤になって首をぶんぶんと横に振った。

「恋人同士になったというのは、心が結ばれたという意味だ。俺はいきなり押し倒たおすような野や蛮ばんな真ま似ねはしない」

「よかったあ……。いや別にふたりのことだから口を出すつもりはないんだけどさ。俺と違って慶は純情で奥手な初心者だから、あんまり無体なことはしないでくださいね」

「慶が純情で奥手な初心者だってことはよく知っている」

　タイロンが魁に対たい抗こうするように胸を張る。

　先ほどの恥ずかしい粗そ相そうを思い出し、思わず慶は両手で顔を覆おおった。








８






「魁……離して。重いよ……」

「んー……もうちょっと寝ねかせて……」

「寝てていいよ。だけどちょっと、手を離して……っ」

　隣となりのベッドで、見分けがつかないくらいそっくりな二匹ひきの美しい猫ねこが戯たわむれている。

　起き上がってベッドに肘ひじをつき、タイロンは攻こう防ぼうをくり広げる慶と魁を眺ながめた。

　──結局ゆうべは、三人とも〈オーベルジュ・ドュ・レザン〉の10号室に泊とまることにした。

『予備のベッドを持ってきてもらおう』

　フロントに電話しようとしたタイロンを、魁が『いいです。俺たち細いから同じベッドで平気』と言って止めた。

　たしかにふたりとも細身なので、普ふ通つうに寝る分にはダブルサイズのベッドで問題ないのだろう。しかし魁はびっくりするほど寝ね相ぞうが悪く、夜中に目覚めたタイロンはやはり予備のベッドを頼たのむべきだったと後こう悔かいした。

　それにしても、慶と魁は色も柄がらもまったく同じ二匹の猫のようだ。知らない人が見たら混乱するだろうが、タイロンの目にはふたりの違いは明らかだった。

（慶は本当に可愛いな）

　魁はタイロンにとって〝有望な若手俳優〟のひとりでしかない。ルックスと才能を兼かね備そなえていて、今回の映画にぜひ起用したいと思ったが、ただそれだけだ。

　けれど慶は、出会ったときからタイロンの心を鷲わし摑づかみにして放さなかった。

　はにかんだような表情で見上げられるとぞくぞくする。守ってやりたいと思うと同時に、この手であの清らかな体を汚けがしたいという淫みだらな欲よく望ぼうもかき立てる存在だ。

「慶、もしかしてまた瘦やせた？」

　寝ぼけて慶に抱だきついていた魁が、脚あしを絡からめながら呟つぶやく。

　魁にじゃれつかれて困っている慶を助けることにして、タイロンは勢いよくブランケットをはねのけてベッドから下りた。

「慶、寝相の悪い弟と一いつ緒しよじゃ窮きゆう屈くつだろう。俺のベッドで寝るといい」

「だめだめ、そうはさせないよ」

　魁がますます強く慶にしがみつく。どうやら慶に恋こい人びとができたことがショックだったようで、ゆうべからタイロンにそれとなく敵意をちらつかせているのだ。

「別に変な意味じゃない。俺はシャワーを浴びてくる」

「どうぞー」

　慶に抱きついたまま、魁が目を閉じる。

　困ったような表情の慶と目が合い、タイロンは穏おだやかに微笑ほほえんだ。

（仕方ない。今は魁に甘えさせてやろう）

　こんなときこそ、年上の余裕を忘れてはならない。昨日のキスで暴走しそうになってしまった反省から、タイロンは紳しん士しであることを心がけていた。

　バスルームのドアを閉め、ため息をつく。

　魁が押しかけてきたときはちょっとがっかりしてしまったが、これでよかったのかもしれない。もしもふたりきりだったら、自分を抑おさえていられる自信がなかった。

　夜中に慶のベッドに潜もぐり込み、怯おびえる慶に強ごう引いんに迫せまり……。

（だめだ、頭を冷やせ）

　淫らな欲望がこみ上げてきそうになり、シャワーのコックを捻ひねって頭から水をかぶる。

　慶がズボンに作った可愛かわいらしい染しみの残像が目の前にちらついて、タイロンは歯を食いしばった。

　あれは実にやばかった。あそこで魁から電話が来ていなかったら、あれこれ理由をつけてズボンを脱ぬがせていた気がする。

　濡ぬれた下着をじっくり鑑かん賞しようし、慶が恥はずかしがるところを目に焼きつけ……。

（……まずい）

　壁かべに手をつき、タイロンは頭をもたげ始めている性器を見下ろした。

　ゆうべふたりが寝てから処理しようと思っていたのだが、しそびれてしまった。

　セックスを急ぐつもりはない。けれど恋人同士になったことだし、互たがいの体を愛あい撫ぶしながら射精するくらいはいいのではないか、などと考えているうちに、うとうとと寝ね入いってしまったのだ。

　慶にはいやらしい男だと思われたくない。

　バスルームでこそこそ自じ慰いをするような、情けない男だとも……。

（しかし背に腹は代えられない）

　何も考えず事務的に手を動かすことにして、タイロンは硬かたくなった竿さおを右手で摑つかんだ。




　　　　◇◇◇




「ねえ、ほんとに監かん督とくとまだ何もないの？」

　魁がごろりと寝ね返がえりを打ち、ベッドに仰あお向むけになって尋たずねる。

　昨日のキスがよみがえり、慶はじわっと頰が熱くなるのを感じた。

「あ、その顔。やっぱりなんかあったんだな？」

「…………キスだけ」

　そっぽを向いて、小声で呟く。

　魁が「うひゃあ」と変な声を上げて上半身を起こした。

「いいねえ、キスだけでその反応。初はつ恋こいって感じ」

「からかわないでよ」

「いやほんと、監督の気持ちもわかるなあ。そんな可愛い反応されたら、そりゃあむらむら来るって」

「まだそういう関係じゃないから……」

「だけど、つき合うんだろう？」

　意味ありげな目つきで見上げられ、慶はうっと言葉を詰まらせた。

「そりゃ、いつかはそういうことになると思うけど……」

「初めてで不安？」

　こくりと頷うなずく。魁には恥ずかしい悩なやみも打ち明けられるし、男同士のセックスの経験者なのでアドバイスも欲しかった。

「心配しなくても大だい丈じよう夫ぶ。俺が見たところ、監督は暴力振ふるったり慶が嫌いやがることを無む理り強じいしたりしなさそうだし」

「それは僕も心配してないよ。タイロンは……すごく優やさしいし」

「でもまあ、男だからね。どんなに紳士に見えても要注意。ちょっとでもおかしいと思ったら急いで逃にげること。俺からのアドバイス、もっと聞きたい？」

　深々と頷くと、魁は起き上がってシーツの上にあぐらをかいた。

「セックスでいちばん大事なのは、お互いに相手を信しん頼らいしてるかどうかだよ。技術的なことなんかは二の次」

「……そうなの？」

「豊富とは言えないけど、俺もそれなりに経験積んでるからね。セックスってよく考えると怖こわい行こう為いでさ、他人の体を自分の体の中に受け入れるわけだから、恐きよう怖ふ感かんとか不安とかあって当然なんだよ。ちょっとでも相手のこと信じられなかったりすると、もろに体にも影えい響きようするっていうか……うーん、うまく言えないけど」

「ううん、言ってる意味、わかるよ」

「だからまあ、月並みなんだけど、心から信頼できる相手とやるのがいちばんいいってこと。俺も最高に気持ちよかったのって、実は親友だった男となんだよね」

「え、それって高校時代の……？」

　思わず慶は訊きき返した。

　魁が親友と呼ぶ男はただひとりだ。同じ高校だったので、慶もよく知っている。

　無口で無ぶ愛あい想そうだが、誠実で頼たよりになる男だった。まさか彼とそういうことになっていたとは思いもしなかった。

「そう。関係を持ったのはだいぶあとになってからだけどね」

「今も会ってるの……？」

　その返事を聞く前に、バスルームのドアが開いてバスローブ姿のタイロンが出てきた。

「ちょっと待って。それはセクシーなバスローブ姿で慶をたぶらかす作戦？」

　魁がいつもの調子に戻もどり、軽口を叩たたく。

「ああ、使える手はなんでも使う」

　タイロンも軽口で応じ、にやりと笑ってみせた。

（僕には本当にめちゃくちゃ効くんだけど）

　バスローブの襟えり元もとから、逞たくましい胸むな板いたが覗のぞいている。思わず目をそらし、慶はそそくさとベッドから下りた。

「朝食はルームサービスを頼もう。何がいい？」

「その前に、ちょっと聞いてほしいんだけど」

　ベッドから下りた魁が、真顔になって切り出す。

「サンディエゴにいたときからずっと考えてたんだけどさ、例の嫌がらせの犯人、ただ待ってるだけじゃ埒らちがあかないと思うんだ」

　タイロンが腕うでを組み、魁の意見に頷く。

「俺も考えていた。もう警察に通報する段階だろう」

「通報はしといたほうがいいけど、警察は嫌がらせの手紙くらいじゃ何もしてくれないよ。証しよう拠こを揃そろえるか、現場を押さえるかしないと」

「何か策があるのか？」

　タイロンに問われて、魁が「もちろん」と胸を叩いた。

「俺が慶のふりをして犯人をおびき出す。証拠に使えるように、盗とう聴ちよう用のマイクを仕込んでね。ここに来る前にちゃんと買ってきたんだ」

　そう言って、魁はバッグの中から小型のマイクを取り出した。

「ちょっと待って、犯人と接せつ触しよくするの？　そんなの危険だよ」

　驚おどろいて、慶は魁の手からマイクを奪うばい取った。

　魁は両手を軽く掲かかげ、タイロンに「監督はどう思う？」と水を向ける。

「悪くない案だが、それはどうかな。犯人はきみたち双ふた子ごをちゃんと見分けている。俺以外にも気づいた奴やつがいると思うと癪しやくだが、きみが慶のふりをしても見破られるだろう」

　タイロンの言葉に、魁は顎あごを反らしてふふんと笑ってみせた。

「お忘れですか？　俺は俳優だよ」

「そういう態度を見ていると、とても慶を演じられるとは思えないんだが」

「まあ任しといてよ。監督は警察に通報して、協力を要よう請せいしといて。俺はひとりで無防備にうろついて、犯人に話しかけられるように仕向けるから」

　なんとか思いとどまらせようと、慶は魁の腕を摑んだ。

「相手が銃じゆうとかナイフとか持ってたらどうするの!?」

「いきなり斬きりかかったりはしないだろうよ。もし慶を傷つけるのが目的ならとっくにやってる。ねちねち嫌がらせしたり、本当のきみを知ってるのは自分だけだなんてアピールしてくるってことは、慶の気を引きたいからだよ。歪ゆがんだ恋れん愛あい感情だね」

「たしかに一理あるな」

　顎に手を当てながら、タイロンが呟つぶやく。

「まずは警察に通報だ。それからどうするか決めよう」

「了りよう解かい」

　得意げな表情になり、魁は慶の手から小型マイクを奪い返した。







『マイクテスト、どう？　聞こえてる？』

　受信機から魁の声がはっきりと聞こえてくる。

　こんなときだというのに、慶は今どきの小型マイクの性能の良さに感心してしまった。

「ああ、聞こえている」

　タイロンが返事をし、受信機の前に座った警察官が「こちらは準備完かん了りよう」と同どう僚りように伝えた。

　──朝食のあと、タイロンはさっそく地元の警察に通報した。

　まもなく私服の刑けい事じがふたり、〈オーベルジュ・ドュ・レザン〉にやってきた。五十絡がらみの女性と二十代の若い男性だ。

　タイロンと慶、魁から聞き取りをした女性刑事は双子の入れ替かわりに訝いぶかしげな表情をしていたが、「まあ、ハリウッドではよくあることなんでしょうね」とその点は軽く受け流してくれた。

　そこから先は、てきぱきと事が進んでいった。

　まずは二通の手紙の指し紋もん採取。さすがに犯人も指紋を残すようなへまはしていなかった。

　次にホテル内の防犯カメラの映像の分ぶん析せき。カメラに映った顔の一部を顔認にん証しようシステムにかけたところ、登録されている前科者の中に該がい当とうする者はいなかった。

　そしてスタッフ及およびエキストラ、ホテルの全従業員の身元確認。こちらも特に問題のある人物はおらず、防犯カメラに映った男も含ふくまれていなかった。

　これらの結果を聞いたとき、慶は少しだけほっとした。

　いつも顔を合わせているスタッフや従業員の中に犯人が潜ひそんでいたとしたら、ショックも大きかっただろう。表面上はにこやかに接しながら実は陰かげで……なんて、あまり想像したくない。

　タイロンは終日完全オフにするつもりだったらしいが、警察になるべく普ふ段だんどおり過ごすように言われ、午前中だけ休みにして午後から撮さつ影えいをすることになっている。

　慶に扮ふんした魁は、いつも慶がそうしていたようにエキストラ席に。慶は臨時の捜そう査さ本部となったホテル内の会議室で待機だ。

（魁、どうか無事で……）

　タイロンの背後に立って、慶は胸の前でぎゅっと拳こぶしを握にぎり締しめた。

　魁は自信満々だが、相手はどういう人間かわからない。若いほうの刑事がスタッフに扮して見守ることになっているものの、不安な気持ちは拭ぬぐえなかった。

「そろそろ始めますか」

　捜査の指揮を執とっている女性刑事が振り返る。

「ああ、始めよう」

　タイロンが刑事に向かって頷き、それから慶のほうへ向き直る。

「大丈夫、きっとうまくいく」

「……っ」

　ぎゅっとハグされて、慶は目を白黒させた。

　嬉うれしいけれど、いいのだろうか。会議室には刑事や警察官、ホテルの支配人もいるし、ふたりの関係をオープンにするかどうかについてはまだ話していない。

「行ってくるよ」

「は、はい……」

　最後に軽く頰ほおにキスされて、慶はよろよろとあとずさった。

　赤くなった顔を見られたくなくて、隅すみの席に座って俯うつむく。

（いいのかな……僕は別に構わないけど……）

　タイロンは有名人だ。これまで浮ういた噂うわさのなかった映画界の貴公子に同性の恋こい人びとができたとなれば、あれこれ騒さわがれてしまうだろう。

　カミングアウトする俳優やクリエイターは増えてきつつあるものの、まだまだ少数派で偏へん見けんも多い。慶としては、タイロンの仕事の支障になるくらいだったらオープンにしないほうがいいと思っているのだが……。

『お待たせ。シーン42から始めよう』

　パソコンのモニターに、撮影現場の映像が映し出される。

　いつものようにタイロンがカメラマンの横に立って俳優に指示を出していた。

　エキストラ席の魁の姿も見える。俯き加か減げんに台本をめくる姿は、普段の快活な魁とはがらっと印象が違ちがった。

（さすが、僕のことよく観察してる）

　おどおどと辺りを窺うかがうような仕草に、慶は苦く笑しようした。

　たしかに自分は、撮影現場で自分が浮いているのではないかといつも気にしていた。誰だれかに話しかけられるたびに緊きん張ちようし、魁らしく振ふる舞まわなくてはと思えば思うほどぎこちなくなってしまう。

（僕にはとことん演技の才能がないな……）

　普段は己おのれのアイデンティティについてあまり考えないのだが、こうして自分の姿──魁が演じている自分の姿だが──を客観的に見ていると、いろいろ考えさせられる。

　内気で人付き合いが苦手、自分に自信がなくて、殻からに閉じこもりがち。おまけに空想癖へきがあり、おそらく世間的には変わり者のカテゴリーに分類されているのだろう。

　けれど、こんな自分でもタイロンは好きだと言ってくれた。

　自分を理解しようとしてくれる人がいる。それだけで前向きな気持ちになれるし、これからはもう少し自分に自信が持てるようになれる気がする。

「この男は？　スタッフとエキストラのリストにはいませんでしたよね」

　モニターを見ていた警察官の言葉に、はっと我に返る。

　女性刑事が振り返り、「この男性に見覚えは？」と問いかけてきた。

「ええと……はい、何度かエキストラ席で見たことあります」

　銀ぎん縁ぶちの眼鏡に無ぶ精しよう髭ひげ、これといって特とく徴ちようのない若い男だ。人の顔を覚えるのは苦手だが、ほぼ毎日顔を合わせていればさすがに区別がつくようになる。

「話したことは？」

「なかったと思います……多分」

　記き憶おくの引き出しを探さぐりながら、慎しん重ちように答える。

　毎日エキストラ席に座っていると、共演者以外にもいろんな人に声をかけられる。

　一度エキストラの若い女性にサインをねだられて断るのに苦労したことがあったが、それ以外は特に問題のない世間話程度だった。

　ちなみにサインをねだった女性はスタッフに注意され、以後見かけていない。おそらく俳優への個人的な接せつ触しよくは規則違い反はんということで現場から追放されたのだろう。

「聞こえてる？　魁の二列後ろの席、青いチェックのシャツ、カーキ色のズボンの男をマークして」

『了解』

　モニターの前にたたずんで、慶は銀縁眼鏡の男を見つめた。

　自分がエキストラ席に座っていたときには気づかなかったが、こうして監かん視しカメラの映像を見ると、男が斜ななめ後ろから魁のほうをちらちら窺っているのがよくわかる。

（この人が犯人……？）

　どうして目をつけられたのか、さっぱりわからない。

　けれどストーカーというものは、被ひ害がい者しやが気づかないところで執しゆう着ちやくを募つのらせている場合もある。慶も刑事から、サンディエゴにいたときに誰かにあとをつけられたことはなかったか尋たずねられた。

　図書館に勤務していたときの同僚や常連、出版社の関係者、ファンからのメールや手紙に至るまで根ね掘ほり葉は掘ほり訊きかれたが、心当たりはまったくなかった。

「スタッフにもエキストラにも該当者がいないということは、なんらかの方法で潜もぐり込んできたわけね」

　女性刑事の呟つぶやきに、魁が反応する。

『おびき出しましょうか』

「そうね。休きゆう憩けい時間になったらひとけのない場所へ行ってみて」

『了りよう解かい』

　はらはらしつつ、慶はモニターを見守った。

　男に動きはなく、エキストラ席で本を読んでいる。しかしときおり顔を上げ、魁のほうを見ていた。

『ちょっと休憩にしよう。十分後に再開』

　タイロンもイヤホンで刑事や魁のやりとりを聞いている。捜査に協力するため、撮影を中断することにしたようだ。

　魁が立ち上がり、あらかじめ打ち合わせで決めておいた場所へ移動する。庭の端はしに植え込みで周囲から見えにくくなっている一角があり、そこで犯人を待ち伏ぶせする作戦だ。

　男は歩いて行く魁を見ていたが、立ち上がろうとしなかった。本を読みながらときどき周囲に目を向けるくらいで、休憩時間が終わるのを待っているようにしか見えない。

「変ね。この男じゃないのかしら」

　女性刑けい事じがモニターの角度を変え、スタッフやエキストラの動きをチェックする。

　しかし他ほかに怪あやしい動きをする者はなく、再びカメラは銀縁眼鏡の男をとらえた。

「……もしかしたら、休憩時間以外のほうがいいのかもしれません」

　ふとそう感じて、女性刑事のほうへ振り向く。

「今思い出したんですけど、一度、休憩時間以外に席を外したことがあったんです」

　エキストラは厳密に行動を制限されているわけではない。撮影の邪じや魔まにならないように物音を立てなければ、休憩時間以外にもトイレに行ったり飲み物を取りに行ったりすることができる。

　慶はなるべくひとりにならないよう、休憩時間以外は動かないようにしていたのだが、その日はやたら暑くて喉のどが渇かわき、そっと席を立って飲み物を取りに行ったのだ。

「ダイニングルームのドリンクバーには誰もいませんでした。けど、僕がアイスティを入れていたら、後ろから誰か来たんです」

　あとから来た男性は、ドリンクバーには近づかず突つっ立ってスマホを操作していた。そのときは、暑いのでクーラーの効いた室内に涼すずみに来ただけだろうと気にも留めなかった。

　顔まで覚えていないが、ダイニングルームに来たのはこの男だったような気がする……。

「魁、休憩時間が終わってからもそこにとどまってちょうだい」

　慶の話を聞いた女性刑事は、ただちに魁に指示を出した。

　そして慶のほうを振り返り、硬かたい表情で頷うなずく。

「休憩時間中はみんなが動いているからふたりきりになりづらい。休憩時間外なら、あなたとふたりきりになれるチャンスだと思ったのかもしれないわね」

　刑事の言葉に、慶はごくりと唾つばを飲み込んだ。

　あのとき自分は、ダイニングルームでアイスティを飲むつもりだった。けれど男性とふたりきりというのがなんとなく気き詰づまりで、カップを持ってエキストラ席に戻もどったのだ。

　もしあの場にとどまっていたら、何かよくないことが起こっていたのかもしれない──。

『スタンバイお願いします』

　モニターから、助じよ監かん督とくの声が聞こえてきた。

　休憩時間が終わり、俳優がスタンバイを始めている。タイロンはどこか落ち着かない様子でそわそわと周囲を見まわしていた。

「監督、普ふ段だんどおりにお願いします。こちらは我々にお任せください」

　見かねた女性刑事が注意し、ようやくタイロンはカメラマンの横の定位置についた。

　どっしり構えているように見えるが、やはりタイロンも気が気でないのだろう。魁のことを心配してくれていることが伝わってきて、慶は心が温かくなるのを感じた。

　撮さつ影えいが始まり、エキストラ席も静まり返る。固かた唾ずを吞のんで見守っていると、二、三分過ぎたあたりから男がきょろきょろし始めた。

「魁が戻ってこないのを気にしてるみたいね」

　魁の席には、麻あさのカーディガンと台本が置きっぱなしになっている。部屋に戻ったわけではなく、どこかでさぼっているということを示すための小道具だ。

　五分後、男が耐たえられなくなったように立ち上がった。エキストラ席からホテルのほうへ移動するのを、慶はどきどきしながら見つめた。

「読みが当たったわね」

　もうひとつのモニターに、魁の姿が映る。

　慶に扮ふんした魁は、庭の一角にぼんやりとたたずんで、綺き麗れいに刈かり込まれた植え込みをうっとりと撫なでていた。

（う……僕って端はたから見るとああいう感じなんだろうか）

　恥はずかしくなって、慶は視線を宙に泳がせた。

　さすがに魁はよくわかっている。あんなふうに綺麗に刈り込まれた植え込みを見たら、自分は撫でずにいられない。

　おまけに魁は、左右にふらふら揺ゆれて空想モードに入っているときの慶を完かん璧ぺきに演じていた。

（うう……そういえばタイロンにも言われたっけ。宇宙人に操あやつられてＵＦＯに乗り込もうとしてる人みたいだって）

　よくまあこんな妙みような男を好きになってくれたものだと思う。

　今後は空想モードを控ひかえめにしようと慶は心に誓ちかった。

「どうなった？」

　ふいに会議室のドアが開き、タイロンが現れる。

　女性刑事が口を開く前に、タイロンは「気になって撮影どころじゃないんだ」と弁解した。

「ちゃんと男が視界から消えたのを確かく認にんしてから来た。現場は助監督に任せて、一応撮影は続行中ってことになってる」

　言いながら、タイロンは慶の肩かたを抱だき寄せた。

　慶もほんの少しだけ……ぎこちなく彼のほうへもたれかかる。

「来た。後ろよ」

　女性刑事の声にはっとして、慶はモニターに視線を戻した。

　銀ぎん縁ぶち眼鏡の男が、背後からゆっくりと魁に近づいていくところだった。

（魁、気をつけて……！）

　胸の前で両手を組み合わせ、無事を祈いのる。

「……ちょっと待て。あの男、サンフランシスコの空港のカフェできみに絡からんできた男じゃないか？」

　タイロンに問いかけられて、慶は眉まゆ根ねを寄せた。

　そういえばそんなことがあった。タイロンとの出会いのインパクトが強すぎて、あのときの男のことはすっかり頭から吹ふき飛んでいた。

「前に会ったことがあるの？」

　腕うでを組んでモニターを見守りつつ、女性刑事も尋たずねる。

「多分。あのときは黒くろ縁ぶちの眼鏡で髭ひげもなかったが。慶、覚えてるか？」

「……それがあんまり……。僕はもともと人の顔を覚えるのが苦手で、あのときは怖こわくてちゃんと顔を見てなかったので……」

　モニターに映った男の顔を凝ぎよう視しするが、確信が持てなかった。眼鏡を変え、髭を取り払はらったところを想像してみるが、やはり自信がない。

「あ、でも、声は覚えてます」

「ああ、ちょっと特とく徴ちようのある声だったな」

　男がそろりそろりと魁に近づいていく。植え込みを撫でていた魁は、さりげなく振ふり返ってちょっと驚おどろいたような表情をしてみせた。

『──こんなところで何してるの？』

　男の猫ねこ撫なで声に、背筋がぞくりとする。

　タイロンに顔を覗のぞき込まれ、慶はこくこくと頷いた。

　間ま違ちがいない。この声だ。嫌いやがらせをしていたのは、空港で会った魁のファンだったのだ──。

『……あ、もう休憩時間終わったんですね』

　魁が、慌あわてて空想モードから現実に戻った慶を演じる。

『急いで戻らなくていいよ』

　言いながら、男が魁に近づいていく。

　その場にいないのに、慶は自分が男ににじり寄られているような気持ちになってぶるっと肩を震ふるわせた。

『でも……』

　言い淀よどみ、おどおどと戸と惑まどった様子は慶そのものだ。

　男も、目の前の青年が再び入れ替かわっているとは思いもしないだろう。

『知ってるよ。きみは魁の双ふた子ごの兄の慶だろう』

『……っ』

　魁が、衝しよう撃げきを受けたように一歩あとすざる。

　魁の反応を見て、男はにやにや笑いを浮うかべた。

『最初はね、魁のファンだったんだよ。なんて綺麗な男だろう、日本のアニメのキャラクターみたいだって。ちょっと生意気で高飛車なところも魅み力りよくだった』

　魁は怯おびえたように固まっている。

　しかし心の中では「生意気で高飛車だと？　余計なお世話だ！」と悪態をついているに違ちがいない。

『空港で初めて生で見たとき、感動したよ。テレビで見るよりずっと繊せん細さいでさ。おまけに人馴なれない感じで、ああ、あの生意気で高飛車な態度はテレビ用に作ってる人格なんだなって』

　男がジェスチャーを交えながらうっとりした口調で語る。

『監督がしゃしゃり出てきて追い払われたけど、もう一度きみに会いたかったんだ』

『……ドアに手紙を貼はったのはあなたですか』

　怯えたふりをしつつ、魁が打ち合わせどおり誘ゆう導どうする。

『ああ、監督に気に入られていい気になってたみたいだから、注意してあげたんだよ』

『いい気になってなんか……』

『そう、あれは誤解だった。きみはいい気になってなんかいない。監督につきまとわれて困ってたんだろう？』

　男の勘かん違ちがいっぷりに、慶は啞あ然ぜんとした。

　ストーカーは物事を自分の都合のいいように解かい釈しやくすると聞くが、この男もまさにそういうタイプだ。

『台本に手紙を挟はさんだのも……』

『そう、あれも僕だ。昼間はずっときみを見ていて、夜は魁の出演したドラマをくり返し見て、それで気がついたんだ、耳の形が微び妙みように違うってことに』

　魁が、ぎょっとしたように耳に手をやる。

　一いつ瞬しゆん素すに戻りかけたように見えたが、髪かみで隠かくれていることを確認しただけかもしれない。

『魁に双子の兄がいることは知っていた。けど、検けん索さくしても写真が出てこない。でもこれだけそっくりなんだから双子の兄だってことは間違いない。それできみのこと、いろいろ調べたんだ』

『だけど……僕の情報は表に出てないはず……』

　男がにやりと笑う。

『表にはね。今の時代、いくらでも調べる手立てはあるんだよ。ひとつ忠告しとくと、きみのノートパソコン、パスワードを再設定しておいたほうがいい』

　男の言葉に、慶はぎくりとした。

　見学の合間に小説を書こうと、小型のノートパソコンを現場に持っていったことがある。結局あまり進まなかったのだが、その際置きっぱなしで何度か席を外してしまった。

　パスワードで保護しているから大だい丈じよう夫ぶだろうと思っていたが、ちょっとしたハッキングの技術があれば簡単に破ることができる。

　パソコンの中身を見られたと知って、慶は愕がく然ぜんとした。

　魁とのメールや写真、書きかけの小説やこれから書こうと思っている小説のプロット──個人情報が満まん載さいで、ストーカーに盗ぬすみ見られたと思うと気分が悪くなってくる。

「悪用はさせない、絶対に」

　タイロンに励はげますように肩をさすられ、慶は力なく項うな垂だれた。

「証しよう拠こが揃そろったわね。身み柄がらを押さえて」

　女性刑けい事じが張り込みをしている刑事に指示する。

　男はまったく気づいていないようで、勝ち誇ほこったように魁を見下ろしていた。

『慶、きみは理想の男性だ。綺麗で繊細で、小説の才能もある。あのちゃらちゃらした尻しり軽がるの弟とは比べものにならないよ。そんな素す敵てきなきみが、なんで弟の身代わりなんか……』

　男が最後まで言い終わらないうちに、魁の顔色がさっと変わった。おそらく〝ちゃらちゃらした尻軽〟という部分が逆げき鱗りんに触ふれたのだろう。

　とはいえ、そんなことで我を忘れるようなへまはしなかった。男の背後から刑事がのしのしと歩み寄ってくるのを確認してから、顎あごを反らして腕を組む。

『残念だったな。俺はそのちゃらちゃらした尻軽な弟のほうだよ』

　にんまりと不敵な笑えみを浮かべた魁は、すっかりいつもの魁に戻もどっていた。

　男がぽかんと口を開けて棒立ちになっているところへ、刑事が『ストーカー法違い反はん及および窃せつ盗とう罪で逮たい捕ほする』と両りよう腕うでを背後に捻ひねり上げる。

　あっけない幕切れだった。

　男が魁に向かって口くち汚ぎたなく罵ののしり始めたところで、ちらりと慶を見やった女性刑事が音声を切ってくれた。







「魁……！」

　無事に役目を終えて会議室に戻ってきた魁に駆かけ寄り、ひしと抱き締しめる。

　大事な双子の弟の無事を実感して、ようやく慶は安あん堵どのため息を漏もらした。

「いやー、まいったね。まさか面と向かってちゃらちゃらした尻軽とか言われるとはね。さすがの俺も、あのときは本気でぶち切れそうになったよ」

「けど、ちゃんと抑おさえてうまくやった。いやいや、名演技だったよ。モニター越ごしに見ていたが、口調も仕草も慶そのものだった」

　タイロンが、抱だき合って離はなれない双子を見下ろしてねぎらう。

「本当に、さすが本職の俳優は違うわ。ときどき一いつ般ぱん市民のかたに協力してもらうことがあるんですが、こんなにうまくいったのは初めてです。いつもこうならいいんだけど」

　女性刑事も、魁の働きぶりを賞賛する。

　男は身柄を拘こう束そくされ、警察署へ連行された。慶のノートパソコンから盗まれた情報は証拠品として扱あつかわれるが、内容──特に書きかけの小説や構想中のプロットについては外部に流出しないよう細心の注意を払うことを約束してくれた。

「これにて一件落着！　え、ちょっと慶、泣いてるの？」

　魁に顔を覗き込まれて、慶は慌てて目を擦こすった。

「だって本当に心配で……無事で本当によかった……」

「もとはと言えば俺のせいだしね。そっか、空港で絡からんできた男だったんだな」

「俺も迂う闊かつだった。ちゃんと顔を見ていたはずなのに、撮さつ影えい現場に紛まぎれ込んでいたことに気づかなかった」

　タイロンが苦々しげに言ってため息をつく。

「あの顔は印象が薄うすくて覚えにくいタイプだよ。眼鏡変えて髭ひげ生やされちゃ、俺も見分けがつかないと思う」　>>>♥

「今後は撮影現場への出入りをもっと厳重に管理する。あんなちゃちな偽ぎ造ぞう通行証がまかり通っていたとは……」

　タイロンが嘆なげくのも無理はない。男が首から下げていたエキストラ用の通行証は、盗んだ通行証をスキャンして写真を差し替えただけのお粗そ末まつな代しろ物ものだったのだ。

「これで映画の撮影に専念できますね。俺の怪け我がもほぼ完治してるし、慶もサンディエゴに戻って小説の執しつ筆ぴつに専念できるよ」

　魁の言葉に、タイロンが微妙な表情を浮かべる。

　慶もまた、タイロンとつき合うことになったものの、撮影現場を離れたあとのことは何も話し合っていないということに思い当たった。

（つき合い始めたばかりで、それどころじゃなかったし……）

　自分はサンディエゴに戻り、タイロンは撮影が終わるまでここにとどまる。

　タイロンは撮影が終わってからも会おうと言ってくれたが、多た忙ぼうな映画監かん督とくとデートできる頻ひん度どはどれくらいのものなのだろう。

（……ちょっと待って。僕、タイロンがどこに住んでるのかも知らない）

　そのことに気づいて、愕然とする。

　慶が知っているのはネットに載のっていた情報と、ここで過ごした数日間の情報のみ。

　好きになるにはそれで充じゆう分ぶんだったが、お互たがい知るべきことがまだまだたくさんありそうだ。

「その件なんだが」

　タイロンが切り出し、まだ魁とくっついていた慶の肩かたをさりげなく抱き寄せる。

「もし差し支つかえなければ、撮影が終わるまでここで一いつ緒しよに過ごさないか？」

「……いいんですか？」

「もちろん。きみにそばにいて欲しい」

「そうだね。俺も慶と一緒に過ごせるのは嬉うれしいよ。あ、俺、慶と同じ部屋でＯＫでーす」

　口を挟んできた魁に、タイロンがにこやかな笑顔を向ける。しかしその目はまったく笑っていなかった。

「いやいや、俳優のきみを相部屋にするわけにはいかない。慶が最初に泊とまっていた二階のダブルルームを使ってくれ」

「例の、ドアに貼はり紙があった部屋？　やだ、なんか怖こわいよお」

　魁が、タイロンから慶を奪うばい返すように腕うでを組む。

「ははは、さっききみが犯人を仕留めたばかりじゃないか」

「仕留めただなんて物ぶつ騒そうな。というか監督、ほんとに慶とつき合うつもりですか？　だったら弟として話を聞いておきたいんですけど。特に今後のこととか」

　喧けん嘩か腰ごしでまくし立てる魁に、慶はぎょっとした。

「魁、それは僕たちで話し合うから……っ」

　慌あわてて割って入るが、魁はタイロンを睨にらみつけたまま動かない。

　タイロンはといえば、顎に手を当てて思案顔になっていた。

「……そうだな。この際だから、魁にもきちんと話しておくか」

　独りごちて、周囲を見まわす。

　会議室に持ち込まれていた機材はあらかた片付いていた。女性刑事が「署に戻ります。供述調書は後日改めて」と言い残して会議室をあとにする。

「庭を歩こう」

　タイロンに促うながされて、慶は魁と目を見合わせた。

　魁は面おも白しろくなさそうだが、黙だまってタイロンのあとに続く。

　外に出ると、いつのまにか日にち没ぼつが迫せまっていた。空にオレンジとピンクを混ぜたような夕焼けの色が広がっていて、その美しさにしばし見とれてしまう。

　庭には誰だれもいなかった。今日の捕とり物の舞ぶ台たいとなった一角も、今はしんと静まり返っている。

「慶とは軽い気持ちでつき合うわけじゃない。おそらくきみは、俺が遊びで手を出しているんじゃないかとかそういうことを心配しているんだろうが」

　花か壇だんに挟はさまれた道を歩きながら、タイロンがぽつぽつと語り始める。

　魁は黙って前を見ている。どうしてタイロンとの交際にいい顔をしないのだろうと不思議だったが、どうやら恋れん愛あい初心者の慶が海千山千の業界人に弄もてあそばれるのではないかと危き惧ぐしているらしい。

　タイロンの手が伸のびてきて、そっと手を握にぎられる。

　見上げると、青い瞳ひとみに優やさしく微笑ほほえみかけられた。

「俺としては、できれば人生をともに過ごすパートナーになってほしいと思っている」

「……っ」

　タイロンの言葉に、慶は胸がじわっと熱くなるのを感じた。

　慶も、心の奥底で同じことを願っていた。

　まだつき合い始めたばかりで先のことはわからないが、この人と一緒に歳を取っていけたら素敵だろうな、と。

「きみは？　どう思ってる？」

　ふいにタイロンに問いかけられて、慶は目を瞬またたかせた。

　こういうことを口にするのはまだちょっと気き恥はずかしい。けれど自分はこの人と歩む道を選んだのだ。いつまでも恥ずかしがってばかりいられない。

「僕も……同じ気持ちです。というか僕は軽いつき合いができなくて、つき合うってことはつまり、そういうことなので」

　慶の答えに、魁がうんうんと頷うなずいた。

「慶らしいね。監督、言っておくけど慶が今まで彼氏がいなかったのはもてなかったからじゃないんだよ。慶とつき合いたいって男はいっぱいいたんだから。でも慶は誰にも心を動かされなかった。ま、あからさまに体目当ての奴やつとかストーカーまがいとか多かったしね。慶は綺き麗れいで優しいから、変態を引き寄せがちだし」

「魁……っ」

「それでますます恋愛に臆おく病びようになって警けい戒かい心しんが強くなっちゃったわけだけど、そんな慶がついに心を開いたのがあなただったというわけ。つまり俺が言いたいのは、死ぬ気で大事にしろよってこと」

「もちろん、そのつもりだ」

　タイロンが間かん髪はつを容いれずに答える。

「俺にとっても、慶との出会いは特別なんだ」

「そういうの、ぜひ聞かせてもらいましょう。俺いっつも思うんだけど、男も自分の恋愛歴や恋愛観をもっと語るべきなんだよ。そのほうがお互いを理解する手助けになるでしょ。何も訊きくな、黙ってついてこいって奴は最悪」

　魁が日ひ頃ごろの鬱うつ憤ぷんをここぞとばかりに爆ばく発はつさせる。

　言ってることはもっともだが、慶は可笑おかしくなってくすくす笑ってしまった。

「ああ、魁の言うとおりだ。言われてみれば、今までこういう話をしたことなかったな」

　タイロンが慶の手を引いて、八角形の東あずま屋やへ向かう。

　前にタイロンと来たときは、こんな日が来るとは思いもしなかった。ほんの少し前の出来事なのに、遠い昔のように感じられる。

「正直に言うと、俺は今まで恋愛をしたことがない」

　ベンチに座って、タイロンが切り出す。

　タイロンの言葉に、魁が怪け訝げんそうな顔で「噓うそでしょ」と突つっ込んだ。

「女性とつき合ったことはある。そういう意味では、それなりに経験はある。けど、これまでのつき合いを恋愛だと思ったことはないんだ」

「あー、そういう意味」

　魁がベンチの背にもたれ、うんうんと頷く。

　慶としては、タイロンの過去を聞くのは複雑な気分だった。

　魁がこうして訊き出さなかったら、自分からは訊かなかったと思う。知りたいような知りたくないような、訊いたら嫉しつ妬と深ぶかいと思われるのではないかとか、けれど訊かなかったらいつまでも気になって心にもやもやが残りそうな情報だ。

「これを言うと軽けい蔑べつされそうだが……」

　タイロンが前まえ髪がみをかき上げながら、言い淀よどむ。

「言うなら今しかないよ。言っといたほうが絶対いいって」

　魁がけしかけ、タイロンは観念したようにため息をついた。

「俺にとって男女の関係は、駆かけ引きを愉たのしむゲームでしかなかった。相手もそういうタイプを選んで後あと腐くされなく終わらせる。ただそれだけで、誰かに愛情を感じたり結けつ婚こんしたいと思ったことはなくて……」

「つまりセックスフレンド？」

　魁の追つい及きゆうは容よう赦しやがない。横で聞いていた慶は、刺し激げき的な言葉に顔を赤らめた。

「……ああ、そういうことになるかな。いや、誤解しないでほしいんだが、同時に何人もとつき合うような真ま似ねはしていない」

「今現在は？　そういう相手がいるの？」

「いや、半年ほど前に関係を解消して、それ以来誰ともつき合っていない」

「映画の出演者に手を出したことは？」

　魁の質問は、だんだん尋じん問もんめいてきた。

「ない。いや、学生のとき初めて撮とった映画で主演女優に誘さそわれて、もう少しでそうなるところだった。けど彼女が主演男優と二ふた股またをかけていたことがわかって、男優のほうも彼女が俺に粉を掛かけたことを知って修しゆ羅ら場ばになった。結局ふたりとも降板して最初から撮り直し。スタッフにも散々責められて、あれで懲こりた。以来、仕事仲間とは寝ねない主義だ」

「そのほうがいいね。職場恋愛はたいていろくなことにならないし」

　魁が顔をしかめる。魁も以前何かあったらしく、同業者とだけはつき合いたくないと常々言っている。

「これ大事な質問なんだけど、男とつき合ったことは？」

「ない」

「男を好きになったことも？」

「それもなかった。だから最初はちょっと戸と惑まどった」

「ま、歳取ってから急に目覚める人もいるしね。慶はわりとストレートも惹ひき寄せるタイプだよね。ストレートっていうか潜せん在ざい的バイセクシャル？　心の奥底に眠ねむっていた性的指向を目覚めさせちゃうフェロモンを持ってるっていうか」

「……そうなのか？」

　タイロンに訊かれて、慶は目をぱちくりさせた。

「え……、ど、どうなんでしょう」

「慶に訊いたってわかんないよ。本人に自覚ないんだから。だけどほら、監かん督とくもそうだったからわかるでしょ」

　魁の言葉に、タイロンが深々と頷いた。

「気をつけないといけないな、いろいろと」

「そう、気をつけて、いろいろと。あと、今回の件でもわかったように、わりと変なの引き寄せるからその辺も」

「ああ、それはすごく気をつける」

「あと、もう気がついてるかもしれないけど、ちょっと難なん儀ぎな空想癖へきがあるんだ。突とつ然ぜん空想モードに入ってぼんやりしたりするからこれも気をつけて」

「知ってる。そこが気に入ってるんだ」

「いいね。この妙みような性せい癖へきを理解してくれる人なら慶を任せられるかも」

　黙ってふたりのやりとりを聞いていた慶は、双ふた子ごの弟の顔をまじまじと見つめた。

「ちょっと待って……僕は飼いにくいペットか何か？」

「別にペット扱あつかいしてるわけじゃないよ。可愛かわいいし素す直なおだし最高なんだけど、ちょっと浮うき世よ離ばなれしてるからパートナーには細心の注意をお願いねって話」

「慶のことは大事にすると約束する。シアトルにいるきみたちのお母さんにもちゃんと挨あい拶さつに行くつもりだ」

「あ、それ、俺も一いつ緒しよに行きたい。ところで撮さつ影えい終わったらどうすんの？　遠えん距きよ離り恋れん愛あいなんか許さないよ」

「魁、それはふたりで……」

　仕切りまくる魁に、慌あわてて慶は割って入った。

「いや、今ここで話しておこう。俺は今ＬＡの郊こう外がいに住んでいる。映画の撮影がないときは、だいたい家で次回作の構想を練ったりしてる。あと、ときどき叔お父じが経営しているソノマ郡のワイナリーに滞たい在ざいして仕事を手伝ったり……」

「ワイナリー？　初耳」

　魁が言うと、タイロンは少しの間無言で何やら考え込んだ。

「これはまだ誰だれにも話したことがないんだが」

　そう前置きして、とつとつと語り始める。

「映画作りと並へい行こうして、いずれは葡ぶ萄どう栽さい培ばいとワイナリーの経営もやりたいと思ってるんだ。最初は取材のつもりで手伝いに行ってたんだが、なかなか奥が深くて面おも白しろくてね。今すぐじゃない。十年後か二十年後か……もしかしたら監督業は引退してそっちに行くかもしれないが、それでもいいか？」

　ぱっと目を輝かがやかせて、慶はこくこくと頷いた。

「葡萄栽培、僕も興味あります。大学時代に農場にアルバイトに行ってたことがあって……っ」

「あー、慶は昔から田舎いなか暮らし派だったもんね」

「じゃあ次に叔父のワイナリーに行くとき、よかったら一緒に」

　ぜひ、と頷うなずく。華はなやかな映画界の豪ごう華かなパーティなどは尻しり込ごみしてしまうが、ワイナリーなら楽しそうだ。

「慶の仕事はフリーランスだから、別にサンディエゴに住んでなくていいんでしょ。だったら監督の家に引っ越こしちゃえば？」

「ああ、うちは構わない。というか大だい歓かん迎げいだ。いきなり同居は抵てい抗こうがあるなら、近所に住んでもいいし」

「ちょ、ちょっと待ってください、それはもう少し考えさせてください……っ」

　あまりの急展開に頭がついていけなくて、慶は慌てて手を振ふった。

　まだつき合い始めたばかりなのだ。同居となればいろいろとつき合い方も変わってくるだろうし、心の準備ができていない。

「そうだよな。急せかすつもりはないんだ。ただ、魁の言うとおり、遠距離恋愛はしたくない。きみのそばにいたい」

「僕も……あなたの近くにいたいです……」

「よし、わかった。俺にいい案がある」

　タイロンと慶の甘ったるいやりとりに苛いら立だったのか、魁がふたりの間に立ちはだかった。

「慶は俺と一緒にＬＡに住むってのはどう？　今のアパートでもいいし、もうちょっと広いところに引っ越してもいいよ。そうすれば監督の家とも近いし、ちょくちょく会えるでしょ」

「うん……それ、いいかもね」

　魁を見上げて、慶は頷いた。

　本当は、大学を卒業したら魁と一緒に住もうと考えていたのだ。サンディエゴの図書館に勤務することになって叶かなわなかったが、図書館の仕事が終わった今、ＬＡで魁と一緒に住むのは自然な流れに思えてくる。

　タイロンはちょっと残念そうな表情ではあったが、反対はしなかった。

「……わかった。とりあえずは魁と同居だな。うちには泊とまりに来ればいいし」

「わーい、監督の家にお泊まりだって。俺も一緒に行っちゃおー」

　魁の軽口を、タイロンは笑え顔がおで無視した。慶を抱だき寄せて、頰ほおに軽くキスする。

「とりあえず今夜は三階のスイートルームに戻もどろう。言っておくが、弟は別室だぞ。俺たちは恋こい人びと同士になったわけだから、ふたりきりで過ごさないと」

「慶は俺と一緒のほうがいいよね？　まだ心の準備とかできてないでしょ？」

　タイロンと魁に詰つめ寄られ、慶はたじたじとなった。

　しばし考えてから、魁に向き直る。

「えーと……ごめんね、やっぱり今夜はタイロンとふたりで過ごしたい。心の準備はまだできてないけど、それでも少しでも一緒にいたいんだ……」

　魁が少し寂さびしそうな表情になり、数秒置いてからしぶしぶ頷く。

「わかったよ。じゃあ今夜はそういうことで」

「そろそろ部屋に戻ろうか」

　タイロンに手を握にぎられ、慶は頰を染めて頷いた。




　　　　◇◇◇




　バスルームから聞こえてくるシャワーの水音に、タイロンは落ち着かない気分で部屋をうろついた。

　三階のスイートルームには、寝しん室しつがふたつある。

　おそらく慶は、今夜は別々に寝るつもりだろう。

（恋人同士になったのに、悶もん々もんとしながら独ひとり寝か……）

　慶を急かすつもりはない。怖こわがらせたくないし、セックスに苦手意識を持たせたくはなかった。

（落ち着け、これから慶と俺は何十年も一緒に過ごすんだ。たった一晩別々に寝たところで、長い目で見ればどうということは……）

　そう自分に言い聞かせるが、頭ではそう思っていても、体はそうは思っていないらしい。

　自分は性せい欲よくをコントロールできるほうだと思っていた。

　十代のいちばん制せい御ぎよが難しい年ねん齢れいの頃ころでさえ、むやみやたらと機会を追い求めることもなく、溜たまれば淡たん々たんと自己処理で済ませていた。

　魁が、慶には男を目覚めさせるフェロモンがあると冗じよう談だんめかした口調で言っていたが、あれはまんざら冗談でもない気がする。こんなに狂くるおしく切せつ羽ぱ詰つまった欲よく望ぼうは、三十三年間生きていて初めてではなかろうか……。

　バスルームのドアが開く音がして、はっとする。

　振り返ると、バスローブ姿の慶がこちらを見ていた。

「あの、シャワーお先に……」

「……ああ」

　棒立ちになり、タイロンは瞬またたきをくり返した。

　自分が今見ている光景は果たして現実なのか、それとも欲望が見せている幻まぼろしか。

　恥はずかしそうに睫まつ毛げを伏ふせて、慶が足早に寝室に向かう。

　ゆっくりとドアが閉まり、タイロンは詰めていた息を吐はき出した。

　あのバスローブ姿は、おそらく現実だ。もし幻なら、もっと己おのれの欲望に忠実に、バスローブの胸がはだけていたはずだ。

　先ほど目にした慶は、バスローブの前がはだけないようにしっかりベルトで締しめていた。

　それでも襟えり元もとから湯上がりの上気した肌はだがちらちらと覗のぞき、タイロンの理性を大きく揺ゆさぶっていった。

（この歳になって、鼻血が出そうなほど興奮する日が来るとは思わなかった……）

　両手で顔を覆おおい、呻うめき声を漏もらす。

　慶に魅み入いられてストーカーと化した男の気持ちがわかってしまい、そんな自分に戸と惑まどった。

（……落ち着け。俺はストーカーじゃなくて恋人だ。この先いくらでも機会が……）

　よろよろと立ち上がり、バスルームへ向かう。歩き方が不自然なのは、股こ間かんの一物が高ぶっているせいだ。

　バスルームのドアを閉めて、タイロンは己の下半身を見下ろした。

　仕立てのいいグレーのズボンの前が、はち切れんばかりに盛り上がっている。

　ここに来てから何度自じ慰いをしたことだろう。普ふ段だんはそれほど頻ひん繁ぱんにしないのに、慶に出会って以来、男性ホルモンがやけに活性化している。

　魁に尋じん問もんされて白状したとおり、半年ほど前に最後のセックスフレンドと別れて以来、ご無ぶ沙さ汰ただからだろうか。

（いや、セフレがいたときもこれほど活動が活発ではなかったな）

　休火山が活火山になったところをイメージして苦く笑しようする。今にも熱いマグマが噴ふき出しそうで、急いで服を脱ぬぐ。

「……慶……」

　愛いとしい名前を小さく呟つぶやいて、タイロンは逞たくましい砲ほう身しんを握り締めた。




　　　　◇◇◇




　バスルームの水音が止まり、室内がしんと静まり返る。

　リビングのソファに掛かけて本を読んでいた慶は、ちらりと目を上げた。

　もうすぐタイロンがシャワーを終えて出てくる。きっといつものようにバスローブ姿で……。

（うわ、いろいろ想像しちゃだめだ……っ）

　ぎゅっと目を閉じ、淫みだらな妄もう想そうを振り払はらう。

　魁の言うとおり、慶はかなりの奥手だ。しかし経験がないからこそ、よけいに妄想力が逞しいのかもしれない。もう何度も頭の中でタイロンに抱だかれているし、さっきもバスルームで自慰をしそうになってしまった。

（我が慢まんせずにしたほうがよかったのかも……）

　はあっと熱い吐と息いきを漏らし、前まえ屈かがみになる。

　バスローブのままでいようかとも思ったのだが、いかにも誘ゆう惑わくしているみたいで気き恥はずかしくなり、いつものパジャマ代わりのＴシャツとハーフパンツに着き替がえてしまった。

　ドライヤーの音が聞こえてきたので、読みかけの本に視線を戻す。

　しかし先ほどから同じ行をくり返し目で追うばかりで、内容がちっとも頭に入ってこなかった。

（どうしよう、なんて言おう、なんて言えば……）

　セックスはまだ怖いけれど、タイロンと一いつ緒しよに寝ねたい。

　恋人にそういうことを言うのは、失礼にあたるのだろうか。

（魁に訊きいておけばよかった）

　しかし魁に相談したら、それはそれで話がややこしくなりそうだ。

　引っ越こしの件は、いきなりタイロンと同居するのは不安なので魁の申し出はありがたかったのだが……。

「……っ」

　バスルームのドアが開き、びくんと体が震ふるえる。

　顔を上げると、タイロンは慶と同じような白いＴシャツとライトグレーのスウェットパンツといういでたちだった。

（今日はバスローブじゃないんだ）

　しかしＴシャツとスウェットパンツ姿も、見ようによってはセクシーだ。上下とも伸しん縮しゆく性のある布地が体にぴったり貼はりついて、逞しい筋肉の形が浮うかび上がっている。

「……起きてたのか。もう寝たのかと思ってた」

「えっ、ええ……」

　ゆっくりと歩み寄ってくるタイロンから、慶は慌あわてて視線をそらした。

　しかし一いつ瞬しゆん目にしてしまったスウェットパンツの中央の膨ふくらみがちらついて、かあっと頰が熱くなる。

（どこ見てるの、僕のエッチ……！）

　もじもじと膝ひざを摺すり合わせ、俯うつむく。

　隣となりにタイロンが座ったので、慶はますます緊きん張ちようして体を固くした。

「そんなに怖がらなくても、取って食ったりしないよ」

　タイロンがふっと笑い、おどけたように言う。きっと、慶の緊張をほぐそうとしてくれているのだろう。

「ええ、あの、怖がってるわけじゃないんです。ええと……もう寝ますか？」

「何か話したい？」

「いえ、そうじゃないんですけど、ただ……」

　前を向いたまま、ごくりと唾つばを飲み込む。ありったけの勇気をかき集めてから、慶はおずおずと口を開いた。

「あの、今夜は一緒のベッドで寝ませんか」

　慶の提案に、ソファの背にもたれていたタイロンががばっと身を起こした。

「……えっ？」

　怪け訝げんそうに問い返されて、耳まで真っ赤になってしまう。

「その、キス以上のことはまだ心の準備ができてないんですけど、でも僕の心の準備を待っていたらいつになるかわからないし、考えてみたら心の準備って日々のスキンシップと並へい行こうして進めたほうが効果的なのではないかと……っ」

　緊張しすぎて、自分でも何を言っているのかわからなくなってきた。もう少し理路整然としたセリフを用意していたのだが、しゃべり出したとたんに吹ふき飛んでいった。

　ちらりとタイロンのほうを見ると、呆あきれたようにぽかんとしている。

　しかし目が合った瞬しゆん間かん、くくっと可笑おかしそうに笑い出す。

「ああ本当に、きみのそういうところが大好きだよ」

「……笑わないでください。自分でも失敗したと思ってるんです」

「いやいや、大成功だ。俺もきみに言おうかどうしようか迷ってたんだ。何もしないから一緒に寝ようって」

　大きな手に抱だき寄せられて、慶はタイロンの胸に倒たおれ込んだ。

　厚い胸むな板いたに頰ほおを寄せ、幸せを実感する。

「実を言うと、きみとこの部屋で一緒に過ごし始めてから、夜中に目が覚めるたびにきみの部屋に忍しのび込みたいと思ってた」

「……僕は……」

　言いかけて、慶は口を噤つぐんだ。あなたに抱かれる妄想に浸ひたっていましたなんて、口が裂さけても言えない。

「何？　言いかけてやめたら、勝手に想像するぞ？」

　耳元で囁ささやかれて、くすぐったさに身をよじる。

「いいですよ。ご想像にお任せ……うわっ」

　いきなり横よこ抱だきに抱き上げられて、慶は驚おどろいて目を見開いた。

　タイロンの青い瞳ひとみに、怖こわいほど真しん剣けんな眼まな差ざしで見下ろされる。

「すまない、乱暴にするつもりはないんだが、もう結構限界で」

「えっ？　ちょ、ちょっと待って……っ」

「一緒に寝るだけだ。何もしない」

　そう言いながらも、タイロンは慶を抱いたまま鼻息荒あらく寝しん室しつのドアを蹴けり開けた。

　壊こわれ物のようにそっとベッドに下ろされるが、次の瞬間タイロンがのしかかってくる。

「慶、愛してる……！」

　苦しげに声を絞しぼり出したタイロンは、慶が答える間もなく唇くちびるを塞ふさいできた。

「ん、んん……っ」

　唇にむしゃぶりつかれて、慶は息を喘あえがせた。

　情熱的で官能的な口づけだった。唇を割って押し入ってきた熱い舌に、口こう腔こう内をくまなくまさぐられる。

「……っ！」

　上うわ顎あごを舐なめまわされて、慶はびくりと背筋を反らした。

　密着したタイロンの逞しい体が熱を帯びている。

（あ……タイロンの……っ）

　スウェットパンツの下で思わせぶりに揺ゆれていた膨らみが、今やはっきりと硬かたくなって布地を突つき上げていた。

　同時に慶は、己おのれのペニスも勃ぼつ起きしていることに気づいた。

「……すまない。何もしないと約束したのに」

　荒い息を吐はきながら、タイロンが慶のそこに勃起を擦こすりつけてくる。

「いえ、いいんです。やめないで……っ」

　布地越ごしに擦れ合う感かん触しよくに、慶は息を弾はずませた。

　気持ちいい。服を着たまま擦り合うだけでこんなに気持ちいいなんて、肌はだを密着させたら自分はどうなってしまうのだろう。

「慶……！」

　タイロンの唇が、顎から首筋へ、そして胸へと下りてくる。

「ひあ……っ」

　Ｔシャツ越しに右の乳ち首くびに舌を這はわされ、左の乳首を大きな手のひらでまさぐられる。

　いつのまにか凝しこっていた乳首が、布越しの愛あい撫ぶの快感ともどかしさにむず痒がゆく疼うずく。

「悪い、ちょっとだけ……っ」

　タイロンも布越しの愛撫に物足りなさを感じたらしい。性急な手つきでＴシャツを捲まくり上げられ、薄うすい胸板が露あらわになる。

（あ……乳首が……っ）

　淡あわい桜色の乳輪の中心で、乳頭が小さな丸い肉にく粒つぶを作っていた。いつもは慎つつましく清せい楚そなたたずまいを見せているそこは、タイロンに触ふれられて淫みだらに震えている。

「こんなに可愛かわいいなんて……」

　苦しげに眉まゆ根ねを寄せて、タイロンが乳首に顔を近づけてくる。

「ああ……っ」

　舌先で肉粒を転がされ、同時にもうひとつの肉粒を指先でこねまわされて、慶は息も絶え絶えに喘いだ。その間もタイロンが硬い勃起を擦りつけてくるので、堪こらえ性しようのない体は急速に追い上げられていく。　>>>♥

「……あっ、だめっ、出る、出ちゃう……っ！　あああ……っ！」

　声を上擦らせながら、慶は下着の中に精液をほとばしらせた。

　一瞬自分が射精したことがわからないほど、頭の中が強きよう烈れつな快感に支配される。

　全部出し終わってから、ようやく慶は我に返った。

「だめ……見ないで……っ」

　タイロンに凝ぎよう視しされていることに気づき、慌ててハーフパンツの股こ間かんを両手で覆おおう。

　しかし大きな手に引きはがされて、淫らな染しみは恋こい人びとの視線に晒さらされた。

　タイロンが、獣けもののように低い唸うなり声を上げる。

「脱ぬがせるだけだ、それ以上は何もしない……！」

「あ……っ」

　ハーフパンツをずり下ろされて、慶は内うち股またを摺り合わせた。

　風ふ呂ろ上あがりに自分がどんな下着をつけたか思い出し、顔が赤くなる。魁からプレゼントされた下着の中でもとりわけセクシーな、白いビキニタイプのブリーフだ。

　タイロンとの交際に備えて少しでも色気を醸かもし出そうと穿はいてみたのだが、光こう沢たくのある生き地じが白はく濁だくで濡ぬれて台無しになってしまった。おまけに小ぶりなペニスの色と形がくっきり浮うかび上がって、いかにも誘ゆう惑わくしているみたいで恥はずかしい。

「きみはなんてことを……、俺の理性をたたき壊す気か……っ」

　苦しげに言って、タイロンがＴシャツを脱ぎ捨てる。広い肩かたと逞たくましい胸板、上じよう腕わんの筋肉が露わになり、思わず慶は目をそらした。

「目をそらさないで、俺を見てくれ」

「は、はい……」

　おずおずと視線を戻もどすと、タイロンが慶の腰こしを跨またぐようにして膝立ちになった。

（あ……）

　スウェットパンツの中心が、淫らな形に大きく盛り上がっている。

　視線を外せなくなって、慶は潤うるんだ瞳でタイロンの牡おすの象しよう徴ちようを見つめた。

　タイロンが、慶に見せつけるようにスウェットパンツをずり下ろす。

　長くて太い性器がボクサーブリーフから半分ほどはみ出しており、先せん端たんの大きく笠かさを広げた亀き頭とうがぬらぬらと光っていた。

（あ……タイロンのも、濡れてる……っ）

　亀頭の割れ目から、とろりと先走りの液が溢あふれ出る。

　先走りは、慶の下着の濡れた部分にこぼれ落ちてきた。

「あ……っ」

　思わず内股を擦り寄せる。ブリーフの中で、射精したばかりのペニスが再び頭をもたげ始めていた。

　タイロンが唸り、ベッドから下りてスウェットパンツを脱ぎ捨てる。

　再び慶の上に覆い被かぶさり、「もうちょっとだけ……」と言いながら慶の濡れたビキニブリーフに下着からはみ出した亀頭を擦りつけてきた。

　たまらなくなって、思わず慶は膝ひざを立てて脚あしを広げた。

「お願い……ここに……っ」

　ビキニブリーフの上から恥ずかしい蕾つぼみをまさぐり、亀頭を当ててくれるようにねだる。

　タイロンの逞しい亀頭の質感を味わいたくてどうにかなりそうだった。

「慶……っ」

　慶の希望どおり、タイロンは下着の上から亀頭を押し当ててくれた。

　薄い布地が、タイロンの先走りでしとどに濡れていく。

　ゆるゆると腰を前後に動かしていたタイロンが、やがて少しでも慶の中にめり込ませようとするように竿さおを摑つかんでぐいぐいと押しつけてきた。

「あ、あっ、ああんっ」

　布地越しにタイロンが浅く入ってきた感触に、慶も先走りを漏もらす。

「慶、やばい……出してもいいか」

「は、はい……っ」

　答えると、タイロンの腰の動きがより強く、激しくなった。

（だめ、そんなに押しつけたら、欲しくなっちゃう……っ）

　タイロンが動きを止め、慶の尻しりを覆っている部分の布地を横にずらす。

「あああ……っ！」

　肛こう門もんに直じかに亀頭を押し当てられて、慶はその生々しい感触に声を上げた。

　タイロンが、慶の中に亀頭を浅くめり込ませるようにして射精する。

　セックスとは言えない、ほんの浅い交接だ。それでも体内にタイロンの濃のう厚こうな精液をたっぷり注ぎ込まれ、媚び肉にくが濡れて快感に打ち震ふるえる。

「すまない、こんなことするつもりじゃなかったんだが……」

　タイロンが、我に返ったように体を離はなす。まだ勢いを保ったままの男根が、ぶるんと揺れて残ざん滓しを垂らした。

「謝らないでください、僕がねだったんです……っ」

　手を伸のばして、慶はタイロンの首にしがみついた。耳元で、恥ずかしいお願いを口にする。

「あの、心の準備ができたみたいです……っ」

「ええっ？　本当に？」

　タイロンにまじまじと顔を覗のぞき込まれ、慶はこくこくと頷うなずいた。

　セックスはまだ怖こわいと思っていた。けれどそれは、タイロンとつき合う前のことだ。

　今はもう怖いとは思わない。タイロンのことを心から信しん頼らいし、愛しているから──。

「はい、もう我が慢まんできな……っ、来て……っ！」

　震える手で、濡れた下着をずり下ろして脚から引き抜ぬく。

　自ら脚を大きく広げ、慶はずくずくと疼いている場所に挿そう入にゆうをねだった。

「慶……！」

　タイロンが叫さけび、がばっと覆い被さってくる。

　深々と口づけられて、慶はまもなくタイロンとひとつになれる悦よろこびに打ち震えた。

　先ほどいったばかりなのに、タイロンの逞しい男根は再び力を漲みなぎらせている。

　脚を抱かかえられ、いよいよ交接の体勢になり……。

「……っ！」

　大きく張り出した亀頭が、ぬるついた蕾に押し当てられる。

　奥に突き入れられる予感に、慶は体を打ち震わせた。

「ちょっと待ってくれ。中を馴ならさないと……」

「濡れてるから……大だい丈じよう夫ぶです……っ」

　準備よりも、早くタイロンが欲しい。切せつ羽ぱ詰つまった声でねだると、タイロンが「痛かったら言ってくれ」と言いながら狙ねらいを定めるように太い竿を握にぎった。

「……っ」

　熱く灼やけた杭くいが、そろりそろりと様子見するように蕾にめり込んでくる。

　先ほど浅く含ふくまされた部分を通過し、慶は大きく息を吐はいた。

　大きく張り出した亀頭が、濡れた媚肉をかき分けてじりじりと奥へ向かう。

「タイロン……っ」

「痛いか？」

「ん……ちょっと痛いけど、でも、やめないで……っ」

　続けて欲しくて、無我夢中でタイロンの首にしがみつく。

　その拍ひよう子しに結合が深まり、蕾からタイロンの放ったものがこぼれるのがわかった。

「ひああ……っ」

「ちょっとだけ、我慢してくれ」

　タイロンが体勢を立て直し、先ほどよりもやや強ごう引いんに中に押し入ってくる。

　肉厚の雁かりに媚肉を擦こすられて、慶はびくんと体をしならせた。

「ひゃっ！」

「ここか？」

　慶の快感のスポットをとらえたタイロンが、張り出した雁の部分で小刻みに突ついてきた。

「あっ、そこ、だめ……っ」

　経験したことのない快楽に、慶はいやいやするように首を横に振ふった。

　しかしタイロンは、慶が感じていることを見み逃のがさなかった。

「ここが気持ちいいんだな」

　ぷるんと勃たち上がったペニスが、タイロンのリズムに合わせて揺ゆれている。

　初うい々ういしい亀頭を軽く指でつつかれて、慶は声を上げて身み悶もだえた。

「だめ、そこ、触さわらないで……っ」

「わかった。今日のところは触らないでおこう」

　タイロンの声も上擦っている。腰の動きが速くなり、硬かたくて太い牡の象徴がじりじりと奥に進んできているのがわかった。

「あ……っ、もう全部入った……？」

　痛みと異物感に耐たえながら、慶はタイロンに尋たずねた。

「まだだ。まだ半分くらい」

「え、でも、もういっぱい……っ」

「これ以上は無理か？」

　気き遣づかわしげに言いながら、タイロンが腰を引く。

　そのとき、ふいに目め眩まいのするような快感が訪おとずれた。

「ひああ……っ！」　>>>♥

「どうした、痛かったか？」

「ち、ちが……っ、今の、今の何!?」

　体に電流が走ったような衝しよう撃げきだった。いったい何が起こったのかわからなくて、大きく目を見開いてタイロンを見つめる。

「……なるほど。引いたときのほうが気持ちいいんだな」

　タイロンが何ごとか呟つぶやき、再び屹きつ立りつを中へ突き入れる。それから張り出した雁の部分で媚肉を引っ搔かくように、ゆっくりと腰こしを引いた。

「ひああんっ、や、やだあ……っ」

　あられもない声を上げて、慶はぽろぽろと涙なみだをこぼした。

　先ほどまで痛みが勝まさっていたのに、突とつ然ぜん体が目覚めたように快楽が襲おそいかかってくる。

　いったん感じると、今度はタイロンが奥へ突き入れてくる動きも快感のさざ波となって全身に広がっていった。

「や、いやっ、何これ……っ」

「もうすぐ全部入る」

　タイロンが息を荒あらげ、リズミカルに抜き差しする。

　いつのまにか亀き頭とうは最さい奥おうを突き上げ、そのたびに慶は目眩のするような快感に泣き咽むせんだ。

「いやあああっ、だめっ、おかしくなっちゃう……っ」

　ペニスがぷるぷると揺れて、失禁したように精液を漏らしている。

　自分がいつ射精したのかわからないほど、慶は初めての快感に乱れていた。

「慶、俺ももういきそうだ……っ」

　タイロンに抱だき締しめられて、慶は息を吞のんだ。

　体の中で、逞たくましい男根がさらに大きく漲ったのだ。

「あああ……っ」

　最奥で愛する人の熱いほとばしりを感じ、心と体が絶頂へ駆かけ上がっていく。

　甘い吐と息いきを漏らして、慶は未知の官能に身を委ゆだねた──。
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　もうすぐ八月が終わろうとしている。

　パソコンのモニターから顔を上げ、慶はほんのりと秋の気配を漂ただよわせ始めた庭に目を向けた。

　ナパバレーでの撮さつ影えいも終しゆう盤ばんを迎むかえ、出番を終えた魁はひとあし先にＬＡへ戻もどっていった。

　今残っている俳優は主演のふたりとデレク、それにモニカだけだ。

（モニカの出演シーンも、今日が最後だって言ってたっけ）

　いろいろあったが、モニカは自分の仕事をきっちりやってのけた。慶に対しては最後まで素っ気ない態度を貫つらぬいたが、それも仕方のないことだ。

　慶と魁が入れ替かわっていた件は、ストーカーが逮たい捕ほされたことで皆みなの知るところとなってしまった。

『悪いのは替え玉を計画した俺です。質問はすべて俺にどうぞ』

　取材にやってきた記者に、魁はそう言って本当のことを包つつみ隠かくさず話した。

　最初は双ふた子ごを替え玉に仕立てた魁に世間は非難を浴びせていたが、潔いさぎよく非を認めた態度に、いつしか非難の声よりも賞賛の声が上まわるようになってきた。

『俺は俳優のスキャンダルを宣伝に使わない主義なんだが、今回ばかりはそうはいかないみたいだな』

　ゴシップ誌の記事を見て、タイロンは苦く笑しようしていた。

　魁の双子替え玉騒そう動どうは面おも白しろ可お笑かしく報道され、結果的には魁の知名度と好感度のアップにつながったのだからたいしたものだ。

（魁が矢や面おもてに立ってくれたおかげで、僕はあまり騒さわがれずに済んだし）

　タイロンが手をまわして、慶が小説家であることは徹てつ底てい的に伏ふせられた。おかげでペンネームもばれることなく、慶はホテルにこもって執しつ筆ぴつに専念することができた。

　書きかけの原げん稿こうを保存し、パソコンの電源を落とす。

　窓辺に立って伸のびをしていると、部屋のドアが開く音がして振り返る。

「タイロン……」

　タイロンと目が合って、慶は口元に笑えみを浮うかべた。

「ただいま、慶」

　タイロンも笑顔になり、窓辺にやってきて軽くハグしてくれる。

「……っ」

　ぱっと顔を赤らめ、慶はタイロンの胸に顔を埋うずめた。

　大きな手に背中を撫なでられ、安心感に包まれる。

　──恋こい人びと同士になって一ヶ月。タイロンと恋人同士であることにようやく慣れてきたところだ。それでもまだ、スキンシップのたびにどきどきしてしまう。

「今日はもうおしまい？」

　顔を上げて尋ねる。

「ああ、残りのシーンは明日の早朝撮とる。いよいよクランクアップだ」

「おめでとうございます。無事に終わりそうで、ほんとよかった……」

　しみじみ呟くと、タイロンがくくっと小さく笑った。

「本当に。撮影自体は最初から順調だったから、心配はしてなかったけど」

　ところでと言いながら、タイロンは慶の両手を握にぎった。

「きみに見せたいものがあるんだ。完成試写会のときにしようかと思ってたんだが、ここにいる間に見てもらったほうがいいかと思って」

「なんですか？」

　手を引かれ、慶は首を傾かしげた。

「行こう。会議室を借りてあるんだ」

　いったい何ごとかと目をぱちくりさせる。

　タイロンは悪戯いたずらっぽく微笑ほほえむだけで、何を見せるのか教えてくれなかった。







　会議室には誰だれもいなかった。

　机に映写機が置かれ、壁かべに大きなスクリーンがかかっている。タイロンやカメラマンが、映像のチェックのためにときおり撮ったフィルムをここでスクリーンに映していたのだ。

「きみに見せたいのは、門外不出の秘蔵映像だ」

「秘蔵……？　まさか隠し撮りとかしてませんよね？」

　椅い子すに掛かけるように促うながされ、慶は少々不安な気持ちでスクリーンの前に座った。

　つき合い始めてから、タイロンはときどきハンディカメラで慶を撮影しているのだ。セクシャルなものではなく、小説を書いているところや庭を散策しているところ、どうということのない日常風景なのだが……。

「してないよ。したいのはやまやまだが、万が一流出したら大変だからな。きみのセクシーな姿はこの目にしっかり焼きつけて、写真や映像には残さない」

　映写機をセットしながら、タイロンがのたまう。

　ふたりが恋人同士になった件は、まだ世間には知られていない。タイロンはいずれ公表したいと考えているようだが、今公表したら映画の宣伝のための話題作りだと思われる可能性があるので、魁に強く止められたのだ。

『今は絶対だめ！　あることないこと書き立てられて、監かん督とくだけじゃなく慶も悪者にされちゃう。別に今じゃなくてもいいでしょ。世間が知ろうが知るまいが、ふたりは熱々なんだからさ』

『たしかに。俺たちが熱々であることをわざわざ世間に知らせる必要はないか』

　魁の意見に、タイロンも賛成した。

　タイロンと魁は、とにかく慶が傷つかないように気を配ってくれている。

（ふたりとも、保護者っぽいところが似てるなあ……）

　ぼんやりスクリーンを見つめていると、編集前の映画のワンシーンが映し出された。

　すっかりお馴な染じみになった、オープンテラスでのシーンだ。

「……っ!?」

　カウンターでグラスを磨みがいているウェイターに、はっとする。

　魁かと思ったが、あれはもしかして……。

「僕がやったリハーサルの映像、残ってたんですか!?」

　驚おどろいて振ふり返ると、タイロンがにやりと笑った。

「ああ、秘蔵中の秘蔵だ。ほらここ、はにかんでいる表情が実にいい」

「うわ……やめてください、とても見てられない……」

　恥はずかしくなって、慶は両手で顔を覆おおった。

　あのときはそこそこうまくやってのけたと思ったが、こうして改めて見ると素人しろうと丸出しだ。

　おまけに、最後にタイロンのほうを見て素に戻っている。

「こういうリハ映像は撮影が終わった時点で処分するんだが、これだけは捨てられない。誰にも見せずに密ひそかにとっておこうと思って」

　短い映像が終わり、ようやく慶は顔を覆っていた手を外した。

「もしかして、あのシナリオ変へん更こう云うん々ぬんっていうのも僕をからかってたんですか？」

「いやいや、そんなつもりはなかったよ。きみのはにかんだ感じが新しん鮮せんで、こういうのもありだなと思って。まあ実際撮ってみたら、可愛かわいすぎて誰にも見せたくなくなったけどね」

　結局魁の演じるウェイターは、当初のシナリオどおり遊び慣れたキャラクターで撮影された。

　慶としても、そのほうがよかったと思っている。

「ほんとに、絶対誰にも見せないでください」

　唇くちびるを尖とがらせると、タイロンが隣となりの椅子に掛けて笑った。

「ああ、もちろんだ。撮ったフィルムを人に見せたくないなんて、初めてのことだよ」

　手を握られて、慶はゆっくりと振り返った。

　青い瞳ひとみに愛いとおしそうに見つめられ、心臓がどくんと跳はね上がる。

（あのときも、こんな目で見られていたんだろうか……）

　救いを求めるようにタイロンのほうを見たときのことを思い出し、胸が熱くなる。

「慶……そんな目で見られると、抑おさえが利きかなくなる」

「えっ？　別に、僕は……っ」

　タイロンのほうこそ、熱い眼まな差ざしで見つめすぎだ。

　そう抗こう議ぎすべきか迷っているうちに、顔を近づけてきたタイロンに優やさしく瞼まぶたにキスされてしまった。
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　こんにちは、神じん香かうららです。お手にとってくださってどうもありがとうございます。

　毎度おなじみのアメリカ人セレブ×日本人美青年のお話です。

　書き上げてから知ったのですが、アメリカの某ぼう有名映画監かん督とくがナパバレーのワイナリーのオーナーだそうで……攻せめのモデルにしたわけではないんですよ（汗）。ちなみに「映画監督 ワイナリー」で検けん索さくすると出てきます。

　タイロンと慶けいは近々結けつ婚こんします。将来はふたりでワイナリーを切り盛りしつつ、映画監督と小説家の仕事も続けていそう。魁かいも運命の相手と結ばれて、ときどきパートナーと一いつ緒しよに遊びに来ることでしょう。

　明みよう神じん翼つばさ先生、今回も素す敵てきなイラストをどうもありがとうございました。ゴージャスなタイロンと清せい楚そな慶、明神先生の絵で見ることができて嬉うれしいです！

　そして担当さま、大変お世話になりました。またしても私がもたもたしていたせいで前担当さまと新担当さまおふたりの手をわずらわせることになり、申し訳ありません……。

　最後になりましたが、読んでくださった皆みなさま、どうもありがとうございました。

　またお目にかかれることを祈いのりつつ、このへんで失礼いたします。
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